
巻
頭
言
間
道
づ
く
り
′の
心

三
菱
地
所
㈱
顧
問

尾
之
内
由
紀
夫

ー

人
に
優
し
い
道
路
▼を

-ー
道
路
行
政
に
ひ
と
こ
と
-
-
同
志
社
大
学
法
学
部
教
授
･
元
日
本
E
C
学
会
理
事
長

金
丸

輝
男

3

囮
エ
ッ
セ
イ
囮
一
九
九
四
年
"を
振
り
/返
っ
て

道
路
局
高
速
国
道
課
長

井
上

啓
一
5

特

集
/
道
路
審
議
会
答
申

道
路
審
議
会
答
申

｢21
世
紀
に
向
け
た
新
た
な
道
路
構
造
の
あ
り
方

ー
新
時
代
の
"

道
の
姿
“
を
も
と
め
て
-
｣
に
つ
い
て

道
路
局
企
画
課

7

行
政
が
ま
も
り
国
民
が
生
か
す
新
し
い
ル
ー
ル

ー
行
政
手
続
法
の
施
行
に
当
た

っ
て
-
･
総
務
庁
行
政
管
理
局
行
政
手
続
法
担
当
室
室
長
補
佐

大
塚

幸
寛

斜

行
政
手
続
法
の
施
行
と
道
路
関
係
法
令
道
路
局
路
政
課

特

特
殊
車
両
の
通
行
許
可
制
度
に
つ
い
て

(そ
の
3
)
道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
技
術
係

国

一シ
リ
ー
ズ
/
あ
の
道

こ
の
道
-

歴
史
の
道

｢日
光
杉
並
木
街
道
｣
へ
一般
国
道
一
一
九
号
･
一
二
一
号
〉

栃
木
県
土
木
部
道
路
維
持
課
長

渋
沢

芳
弥

邸

古
戦
場
を
た
ず
ね
て
愛
知
県
土
木
部
道
路
維
持
課
長

後
藤

光
俊

61

囮
時
･
時
･
時
!

70

-
本
誌
の
掲
載
文
は
、
執
筆
者
が
個
人
の
責
任
に
お

-

…
い
て
自
由
に
書
く
建
前
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。
し
た

…

“が
っ
て
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
個
人
の
見
解
で
す
。

｣

…ま
た
肩
書
等
は
原
稿
執
筆
時
お
よ
び
座
談
会
等
実
施

"

…時
の
も
の
で
す
。



　　

　
　
　

　　

　　　

寵

鑄
′
腫
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醐
廳
自
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蛔

ゞ

セ

道
路
審
議
会
箋
□車
『24
世
紀
に
向
け
燈
新
燈
な
道
路
構
造
の
あ
り
方

テ
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道 94.12

、ふも、でもヴンミミ、べきぐ{ ね̂き＼、＼ゞ

ー
新
時
代
の

“道
の
姿
“
を
も
と
め
て
5
｣
に
つ
い
て

建
設
省
道
路
局
企
画
課

を数内ク
ミ
き
傷
め
祭
我い
〆好
き
レ請判
逆
襲
豪
雪
袋
"“
秀
次
疑
ぞ
′8移
転報
滲や災
い式
“
ミ月
事
実
≦
滿檗
ハ

ー
一
諮
問
の
背
景

道
路
の
計
画
、
設
計
の
基
本
と
な
る
道
路
構
造
令
は
現

行
の
道
路
法
に
基
づ
く
政
令
と
し
て
、
昭
和
三
三
年
に
制

定
さ
れ
、
昭
和
四
五
年
に
現
行
の
基
本
と
な
る
全
面
改
正

を
行
っ
て
以
来
、
昭
和
五
七
年
に
一
部
改
正
を
行
っ
た
も

の
の
、
基
本
的
な
構
成
は
当
時
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
道
路
を
取
り
巻
く
社
会
変
化
が

生
じ
、
従
来
の
道
路
づ
く
り
の
思
想
で
は
、
こ
れ
ら
の
社

会
変
化
に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
つ
つ
あ

る
し0①

自
動
車
保
有
台
数
は
二
人
に
一
台
、
運
転
免
許
保

有
者
は
二
人
に
一
人
と
急
増
し
、
く
る
ま
に
支
え
ら

れ
た
生
活
様
式
が
定
着
す
る
と
同
時
に
、
く
る
ま
社

会
を
前
提
と
し
た
都
市
構
造
、
地
域
構
造
が
形
成
さ

一

は
じ
め
に

平
成
六
年
一
一
月
一
〇
日
、
道
路
審
議
会

(会
長

“

高
橋
国
一
郎

彌
日
本
道
路
協
会
名
誉
会
長
)
は

｢21
世

紀
に
向
け
た
新
た
な
道
路
構
造
の
あ
り
方
-
新
時
代
の

"
道
の
姿
“
を
も
と
め
て
-
｣
に
つ
い
て
の
答
申
を
行
っ
た
。

道
路
計
画
、
設
計
の
基
本
と
な
る
道
路
構
造
令
は
、
昭

和
四
五
年
に
全
面
改
正
さ
れ
た
が
、
道
路
を
取
り
巻
く
社

会
変
化
は
著
し
く
、
自
動
車
交
通
が
飛
躍
的
に
進
展
し
、

く
る
ま
に
支
え
ら
れ
た
生
活
様
式
が
定
着
し
た
反
面
、
交

通
事
故
、
交
通
渋
滞
や
環
境
問
題
が
深
刻
化
し
、
道
路
の

量
的
不
足
と
と
も
に
、
質
的
な
遅
れ
が
都
市
の
個
性
や
魅

力
を
阻
害
す
る
要
因
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
生
活
の
豊
か
さ
を
求
め
る
動
き
、
社
会
の
国
際

化
･
高
齢
化
の
進
展
な
ど
の
新
た
な
社
会
変
化
に
対
し
、

従
来
の
道
路
づ
く
り
の
思
想
で
は
、
こ
れ
ら
の
社
会
変
化

に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

そ
の
た
め
、
平
成
五
年
一
月
二
六
日
、
建
設
大
臣
よ
り

道
路
審
議
会
に
対
し
、
｢21
世
紀
に
向
け
た
新
た
な
道
路

構
造
の
あ
り
方
｣
に
つ
い
て
諮
問
が
行
わ
れ
、
平
成
五
年

七
月
二
三
日
に
は
道
路
審
議
会
よ
り

｢人
間
の
復
権
、
良

好
な
環
境
の
創
造
の
た
め
の
道
路
構
造
｣
及
び

｢物
流
の

高
度
化
に
対
応
し
た
道
路
構
造
｣
に
つ
い
て
中
間
答
申
が

な
さ
れ
、
平
成
六
年
三

月
一
〇
日
に
は
、
最
終
答
申
が

行
わ
れ
た
。

本
稿
で
は
、
道
路
審
議
会
答
申

｢21
世
紀
に
向
け
た
新

た
な
道
路
構
造
の
あ
り
方
j
新
時
代
の

“道
の
姿
“
を
も

と
め
て
ー
｣
の
概
要
を
紹
介
す
る
。



れ
て
き
て
い
る
。

②

交
通
渋
滞
、
交
通
事
故
、
環
境
問
題
な
ど
従
来
か

ら
の
社
会
問
題
が
深
刻
化
し
て
き
て
い
る
。

③

道
路
の
量
的
な
不
足
と
と
も
に
、
質
的
な
遅
れ
が

都
市
の
個
性
や
魅
力
を
阻
害
す
る
要
因
と
も
な
っ
て

い
る
。

④

国
民
の
所
得
水
準
の
向
上
と
自
由
時
間
の
増
大
に

伴
い
、
生
活
の
豊
か
さ
を
求
め
る
動
き
が
顕
著
に
な
っ

て
い
る
。

⑤

-
三
世
紀
初
頭
に
は
四
人
に
一
人
が
高
齢
者
と
な

り
さ
ら
に
高
齢
者
の
二
人
に
一
人
が
運
転
免
許
保
有

者
と
な
る
な
ど
社
会
の
高
齢
化
が
進
展
し
つ
つ
あ
る
。

そ
の
た
め
、
平
成
五
年
一
月
二
六
日
、
こ
う
し
た
変
化

に
弾
力
的
に
対
応
す
る
た
め
、
建
設
大
臣
か
ら
道
路
審
議

会
に
対
し
、
｢21
世
紀
に
向
け
た
新
た
な
道
路
構
造
の
あ

り
方
｣
に
つ
い
て
諮
問
が
行
わ
れ
た
。

三

検
討
の
視
点

道
路
審
議
会
で
は
、
欧
米
諸
外
国
に
お
け
る
道
路
計
画

の
考
え
方
や
構
造
基
準
等
の
比
較
･
分
析
を
行
う
と
と
も

に
、
平
成
四
年
六
月
の
道
路
審
議
会
建
議

｢『ゆ
と
り
社

会
』
の
た
め
の
道
づ
く
り
｣
を
ふ
ま
え
、
次
の
四
つ
の
視

点
か
ら
検
討
を
行
っ
た
。

①

道
路
利
用
者
･
生
活
者
の
視
点
に
立
っ
た
見
直
し

モ
ー
ダ
ル
ミ
ッ
ク
ス
に
よ
る
公
共
交
通
機
関
と
の

適
切
な
連
携
、
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
や

障
害
者
を
含
め
た
道
路
利
用
者
の
多
様
な
利
用
形
態
、

地
域
特
性
を
重
視
す
る
。

②

道
路
の
機
能
の
明
確
化

道
路
は

｢人
と
く
ら
し
を
支
え
る
社
会
空
間
｣
と

い
う
認
識
の
も
と
、
市
街
地
形
成
や
収
容
空
間
等
の

空
間
機
能
を
含
め
て
、
道
路
の
機
能
を
明
確
化
す
る
。

③

ソ
フ
ト
施
策
の
反
映

既
存
の
道
路
空
間
を
有
効
利
用
す
る
観
点
か
ら
、

交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
、
ソ
フ
ト
面
の
施
策
を

反
映
さ
せ
る
。

④

道
路
の
役
割
の
多
様
化
に
対
す
る
総
合
的
な
取
り

組
み道

路
の
役
割
の
多
様
化
に
対
応
す
る
た
め
、
新
技

術
の
導
入
等
を
含
め
、
総
合
的
･
多
面
的
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
増
加
す
る
道
路
ス
ト
ッ
ク
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
に
配
慮
す
る
。

四

中
間
答
申

平
成
五
年
七
月
二
三
日
、
｢人
間
の
復
権
、
良
好
な
環

境
の
創
造
｣、
｢物
流
の
高
度
化
へ
の
対
応
｣
の
二
課
題
に

つ
い
て
中
間
答
申
が
な
さ
れ
た
。

答
申
に
基
づ
き
、
平
成
五
年
一
一
月
二
五
日
、
道
路
構

造
令
等
の
一
部
改
正
を
行
っ
た
。
改
正
内
容
は
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
o

①

歩
行
者
の
安
全
か
つ
円
滑
な
通
行
の
確
保

･
高
齢
化
の
進
展
、
障
害
者
の
社
会
参
加
の
増
加
に
対

応
し
て
歩
道
等
の
最
小
幅
員
を
拡
大
し
た
。

(目
歩
道
は
車
イ
ス
の
す
れ
違
い
を
考
慮
し
て
2
m

以
上
↓
3
m
以
上
)

･
歩
行
者
の
よ
り
安
全
、
円
滑
な
通
行
の
確
保
の
た
め
、

橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
の
歩
道
等
の
最
小
幅
員
の
縮
小
規

定
を
廃
止
し
た
。

･
横
断
歩
道
、
バ
ス
停
付
近
で
の
歩
行
者
の
よ
り
安
全
、

円
滑
な
通
行
の
確
保
の
た
め
、
歩
行
者
広
場
を
追
加

し
た
。

②

車
両
大
型
化
へ
の
対
応

･
労
働
力
不
足
へ
の
対
応
、
貨
物
輸
送
の
効
率
化
、
国

際
貨
物
輸
送
の
円
滑
化
の
た
め
、
橋
梁
、
高
架
の
道

路
の
設
計
自
動
車
荷
重
を
引
き
上
げ
た
。

(改
正
前
14
ト
ン
又
は
20
ト
ン
↓
改
正
後
擬
ト
ン
)

五

答
申
の
ポ
イ
ン
ト

活
力
あ
る
経
済
に
支
え
ら
れ
た

｢ゆ
と
り
社
会
｣
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
道
路
が

｢人
と
く
ら
し
を
支
え
る
社

会
空
間
｣
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、
本
格
的
な
高
齢
化

社
会
が
到
来
す
る
二
一
世
紀
初
頭
ま
で
の
限
ら
れ
た
時
間
、

資
源
の
制
約
の
下
に
、
良
質
な
道
路
ス
ト
ッ
ク
を
形
成
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
｢
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
重
視
｣
か
ら

｢総
合
的

な
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
重
視
｣
へ
、
｢画
一
的
な
道
づ
く
り
｣

か
ら

｢個
性
あ
る
多
様
な
道
づ
く
り
｣
へ
と
思
想
の
転
換

を
行
う
と
同
時
に
、
環
境
へ
の
配
慮
の
も
と
、
地
域
や
利

8 道行セ 94.12



用
者
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
た
重
点
的
･
計
画
的
な

投
資
、
整
備
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

本
答
申
は
、
道
路
づ
く
り
か
ら
既
存
の
ス
ト
ッ
ク
も
含

め
た
道
路
の
活
用
･
管
理
、
さ
ら
に
道
路
と
沿
道
や
ま
ち

づ
く
り
と
の
積
極
的
な
連
携
、
関
係
す
る
他
の
行
政
機
関

と
の
連
携
･
調
整
等
、
幅
広
く
言
及
し
て
お
り
、
効
率
的

な
道
路
整
備
を
推
進
す
る
た
め
の
道
路
全
般
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
提
言
で
あ
る
。

ー

多
様
な
道
路
の
役
割
を
明
確
化

5
モ
ビ
リ
テ
ィ
だ
け
で
な
く
総
合
的
な
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ

重
視
の
道
づ
く
り
;

地
域
の
選
択
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ぞ

れ
の
道
路
の
機
能
を
明
確
化
す
る
た
め
、
道
路
に
期
待
さ

れ
る
主
要
な
機
能
に
応
じ
て
道
路
を
区
分
し
、
環
境
に
配

慮
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
が
よ
り
効
果
的
に
発
揮
で

き
る
道
路
構
造
と
す
る
。

道
路
の
持
つ
機
能
は
、
表
ー
に
示
す
よ
う
に
、
多
様
な

も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
路
の
持
つ
機
能
は
、
異

な
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
道
路
網
の
骨
格
を
形
成
す

る
幹
線
道
路
は
、
自
動
車
の
通
行
機
能
が
重
要
で
あ
り
、

住
区
内
の
道
路
は
、
自
動
車
の
通
行
よ
り
も
歩
行
者
及
び

自
転
車
の
通
行
、
歩
行
者
等
の
沿
道
へ
の
出
入
り
、
立
ち

話
等
の
滞
留
の
機
能
が
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

現
行
の
道
路
構
造
令
で
は
、
自
動
車
の
計
画
交
通
量
を

指
標
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
路
の
機
能
を
区
分

(表
2

参
照
)
し
て
計
画
し
て
い
た
が
、
自
動
車
の
交
通
量
だ
け

で
は
十
分
に
把
握
で
き
な
い
機
能
、
例
え
ば
、
空
間
機
能

等
を
考
慮
し
て
道
路
構
造
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
路
の
持
つ
主
た
る
機
能
に
よ
っ

て
、
設
計
思
想
が
異
な
る
た
め
、
道
路
の
持
つ
べ
き
機
能

に
よ
っ
て
道
路
網
を
再
編
成

(表
3
参
照
)
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
機
能
に
応
じ
た
構
造
基
準
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。

①

商
店
街
や
住
宅
地
の
地
区
内
の
道
路
に
つ
い
て
は
、

歩
行
者
等
を
優
先
さ
せ
、
必
要
に
応
じ
て
、
狭
さ
く

や
ハ
ン
プ
を
設
置
し
て
自
動
車
の
速
度
を
抑
制
、
快

表 1 道路のもつ機能

交通機能

自 転 車 入出の
行

へ
留

道
通
沿
滞

駐停車

者
車

行
転

歩
目 圦''.f'の

行

へ
留

道
通
沿
滞

立ち話
、

休憩

空間機能

市街地形成
都市の骨格形成
街区形成 等

都市の拠点間を連絡
敷地と敷地の区分

防災空間
等鰤

止
所
消

防
場

･

焼
難
急

延
避
救 鋤行通

疏
動

焼
難
防

延
避
消

の
の

、

時
時
車

災
害
急

火
災
救

環境空間

等

イ
萄

止
テ

流
間

防

ニ

交
空

衝
メ

の
化

緩
ア

人
緑

ンシ

間

街
の

空

緩
区

の

の
地

て

等
や

し

音
市
間
と
間

騒
都
空
場
空

、
、
る
う
化

染
戒
な
憩
緑

汚
形
と

、
の

気
観

ル
い
市

大
景
ボ
集
都

収容空間

容
容
等

収
収

の
の

設
ン

施
イ

通
ラ
間

交
フ
空

共
イ
報

公
ラ
情

容
収鬱

容
道
線

収
水
話

の
下
電

鉄
上

、

下

、
一

地
ス
バ

、ガ
イ

場

、
ァ

車
気
フ

駐
電
光
容

通
な
歩
行
者
空
間
を
整
備
。
(図
-
、
図
2
参
照
)

②

高
齢
者
･
障
害
者
等
の
利
用
を
配
慮
し
、
車
道
と

は
別
に
連
続
し
た
歩
行
者
空
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形

成
す
る
。
(図
3
参
照
)

③

駅
前
大
通
り
な
ど
都
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
道
路

に
つ
い
て
は
、
交
通
だ
け
で
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
の

視
点
か
ら
そ
の
構
造
を
決
定
し
、
広
場
や
植
樹
帯
を

設
置
、
良
好
な
都
市
環
境
を
形
成
。
(図
4
参
照
)

④

高
速
道
路
と
一
般
道
路
の
走
行
速
度
の
ギ
ャ
ッ
プ

を
埋
め
る
た
め
、
自
動
車
専
用
道
路
に
準
ず
る
構
造

道行セ 94.12 9

表 2 現構造令での道路区分

地方部 都市部

道

路

国

道

路

轆
朝
潴

目
車

他

速
動

の

高
目

そ

種

種

1上

QU

第

第

種

種

′̂“

獲れす

第

第



表 3 機能に応じた新たな道路区分 (案)

道路の区分 機能から見た道路の特徴

礬統轄学会自動!妻鰹薙増島準用の
道路 る道路

自動車の通行機能に特化し、 完
全出入り制限された道路

自動車の通行機能を重視し、 部
分的に出入り制限された道路

自動車の通行機能だけでなく、
沿道アクセスや滞留機能も兼ね
備えた多機能道路

主として地区の交通が利用する道路

脳讓髓鬆

自動車の通行機能よりも歩行者
等の交通機能を重視した道路

自動車が通行しない歩行者、 自
転車等のための道路

議員繁灘非為群形成等の視点から I雪聯繋拷蹴臨機蘂

を
提
案
。
主
要
な
交
差
点
の
立
体
交
差
化
、
連
続
し

た
中
央
帯
、
緩
速
車
線
の
設
置
、
車
線
を
減
ら
さ
ず

事
故
処
理
･
工
事
が
可
能
な
広
い
路
肩
の
確
保
、
合

流
前
後
に
お
け
る
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
車
線
数
の
石

保
、
ト
ン
ネ
ル
部
の
幅
員
･
照
明
の
工
夫
に
よ
る
渋

滞
の
軽
減
な
ど
に
よ
り
、
一
定
の
速
度
サ
ー
ビ
ス
を

確
保
。
(図
5
、
図
6
、
図
7
、
図
8
、
図
9
参
照
)

の い

速 の れ 路
度 工 た 肩
サ 夫 車 の
l に 線 確
ビ よ 数 保
ス る の 、

を 渋 確 合

沿道の雰囲気に
マッチした街路灯 ･ 車道の狭さく部分

ジグザグ状の車道部分 i :車道を部分的に狭くし
:車のスピードを抑える ･車のスピードを抑える

カラータイル張りの歩道

車の乗り上げを防止する車止め ‘ 交差点ハンプ
ハンプ:路面を部分的に
盛り上げ車のスピードを
抑える

憩や会話のできる
ベンチと植栽

図 1 地区内道路のイメージ

(ハンブ〉

, 装,硲将. ･鬱
舗装を部分的に盛り上げて(切下げる場合もある)運

… :…雑 桝 、 ･" 転者に通過時のショックや、事前の硯認による速度合… 低下擬すo

ぜ繊㈱聴 くクランク)

釀圏圓鬮圓蕁
歩車適を分雛し･車道をジグザグの形状とすること

により蛇行運転を強い、速度を低下させる。

⑭
‐鱸麺國酵鬮 報ふみ桝狭く※ 虻より視覚飯 &

- . 嶬 圓 ゞを出しにくくする。

図 2 主な自動車の速度抑制手法

!0 道イテセ 94.12



図 3 家族が手をつないで歩ける、 車いすがすれ違える広い歩道 翻し建設者

ミゞニざぶざぶミきミミさま~ききささいミミ

図 5 速度サービスを重視した幹線道路 図 4 札幌市大通り公園
(国道 7号新新バイパス)

　　　
、･、･

連続的な立体 、 、

“% 多勢多 ミミ
図 6 都市部の幹線道路のイメージ

道イテセ 94.12 ノノ



図 9 トンネルの幅員 ･照明の工夫により渋滞を軽減

2

地
域
の
特
性
を
反
映
さ
せ
た
道
路
づ
く
り

5
画
一
的
な
道
か
ら
個
性
あ
る
道
へ
5

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
に
ふ
さ
わ
し
い
道
路
構
造
と
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
調
和
し
た
合
理
的
な
道
路
づ
く

り
を
推
進
す
る
。
さ
ら
に
、
地
域
の
自
由
な
発
想
を
取
り

入
れ
た
個
性
的
な
道
路
づ
く
り
を
通
じ
、
魅
力
あ
る
地
域

づ
く
り
を
推
進
す
る
。

①

主
要
な
観
光
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
等
で
は
バ
カ

ン
ス
シ
ー
ズ
ン
や
休
日
の
交
通
を
考
慮
し
て
車
線
数

を
決
定
。
(図
m
参
照
)

②

シ
ン
ボ
ル
道
路
等
で
は
、
自
然
や
歴
史
的
建
造
物

を
倍
景
し
た
線
形
、
地
場
材
料
を
活
用
し
た
舗
装
、

デ
ザ
イ
ン
を
工
夫
し
た
道
路
付
属
物
等
、
地
域
の
歴

史
･
文
化
を
反
映
さ
せ
た
道
路
構
造
に
。
(図
=
、

図
俊
参
照
)

③

積
雪
寒
冷
地
域
で
は
、
自
動
車
の
走
行
性
能
、
道

路
の
除
排
雪
等
の
管
理
水
準
、
冬
期
に
お
け
る
速
度

の
サ
ー
ビ
ス
等
を
考
慮
し
、
安
全
か
つ
円
滑
な
走
行

が
可
能
と
な
る
よ
う
適
切
な
線
形
要
素
安
全
性
を
確

保
し
、
除
雪

･
堆
雪
を
考
慮
し
た
道
路
構
造
に
。

(図
鱒
参
照
)

④

I
C
、
S
A
、
道
の
厭
等
を
活
用
し
た
地
域
拠
点

虹/2 道々テセ 94.12

の
整
備
。
(図
=
参
照
)

図 7 工事 ･事故時における広い路肩の活用

工事時

-
- 中央

　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

必要な車線数を確保
　

　
　　

　　
　

故
箋

等

　
　　　広 ●も

図 8 2 車線同士が合流する場合、3車線以上を確保

合流前の車線数計マイナス1以上を確保



< 高速自動車国道 (2 4 時間交通量) >

彊高速自動車国道2鯛寺間交通量休日/平日比 交囲凪皓々 4h)

開越自動車道
平日

(赤城lC ~沼田IC ) 休日
2,09倍

九州縦貫自動車道
平日

(えびのJC T~小林IC ) 休日
".85倍

中央自動車道
平日

(都留IC ~河口湖IC ) 休日

< 一般道路 (昼間 1 2 時間交通量) >

鬮 一般道路昼間12時間交通量休日/平日比 交通雲職-2m

一般国道120号
平日

(日光市奥日光国有林) 休日
6,32倍

一般国道粥9号 平日
(特岡県富士宮市根原)

休日
2,18倍

一般国道都o号
平日

斜し睨市南区定山漢) 休日
1,85倍

図10 休日交通の多い道路の例

図11 神社へ続く参道に桜並木を植えた道路
(鎌倉市若宮大路)

　 　 　　　　 　　 　　　　　　　　　

図12 ワシントンヤシによって南回らしさを演出し

た道路 (宮崎県日南フェニックスロード)

道イテセ 94.12 ノJ



歩道 路肩 車道 中央帯 車道 路肩 歩道

夏期 I 5 T o-
7 o

-2ol
7‐o

l2o- 5 o !
歩道 堆雪帯 路肩 車道 ヰI寒溜 車道 路肩 堆雪帯 歩道
-

“I J - - - - - - - - - -ハ .
‐0 l 4‐5 ‐坪 7‐o I2‐0 I 7‐o q‐増 4‐5 乙U l
　　 　/＼ = l l = /ハ＼ l
r n ,,/ ヤ ｣1I L 1

二次堆雪帯一次堆雪帯 一次堆雪帯 二次堆雪帯

冬期
2.0 4 5 ･･ 7.o

2･0 7･0 4 .5

単位 : m

図13 堆雪帯を考慮した積雪寒冷地における道路

圏地域拠点S Aのイメージ

　　　 　　
竪ハリス等、へ＼、　　　　

　　　 　　　　　　　

図14 一般道路から人の出入りが可能な開かれたSA ･ P Aのイメージ
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3

道
路
の
有
効
活
用

5
ハ
ー
ド
･
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
5

船

道
路
利
用
の
効
率
化

地
域
特
性
、
交
通
特
性
に
応
じ
て
、
自
動
車
、
鉄
道
、

海
運
、
航
空
等
そ
れ
ぞ
れ
の
交
通
機
関
の
持
つ
特
性
を
十

分
に
発
揮

･
活
用
す
る
こ
と
を
め
ざ
す

｢
モ
ー
ダ
ル
ミ
ッ

ク
ス
｣
施
策
の
推
進
、
既
存
の
道
路
ス
ト
ッ
ク
の
適
切
な

維
持
管
理
を
図
り
、
さ
ら
に
、
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
高
度
化
な
ど
に
よ
り
道
路
利
用
の
効
率
化
を
図
る
。

①

駅
前
広
場
、
バ
ス
交
通
広
場
等
の
交
通
結
節
点
の

整
備
、
適
切
な
乗
り
継
ぎ
情
報
の
提
供
、
高
速
バ
ス

ス
ト
ッ
プ
の
機
能
の
充
実
、
バ
ス
レ
ー
ン
設
置
等
の

公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上
。
(図
博
参
照
)

②

リ
バ
ー

シ
ブ

ル
レ
ー

ン
、
H
O
V

レ
ー

ン

(雲
潴
け
o
n
6
□
密
ロ
nて
く
①町
n
お
け
営
の
"
複
数
乗
車

車
両
専
用
車
線
)、
相
乗
り
促
進
の
た
め
の
乗
り
換

え
駐
車
場
等
の
整
備
。
(図
齢
、
図
=
参
照
)

③

港
湾
、
駅
、
空
港
等
の
交
通
結
節
点
へ
の
ア
ク
セ

ス
道
路
の
整
備
、
交
通
結
節
点
に
お
け
る
積
み
卸
し

の
利
便
性
の
向
上
、
高
規
格
幹
線
道
路
と
広
域
的
な

物
流
拠
点
や
港
湾
等
を
結
ぶ
広
域
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
。

④

道
路
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
な
ど
情
報
シ
ス
テ

ム
の
活
用
に
よ
る
維
持
管
理
の
高
度
化
。

⑤

次
世
代
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
等
の
新
技
術
に
よ
る

道
路
交
通
の
高
度
化
。
(図
笹
参
照
)

ゞ
き
ゞ
＼

道々テセ 94,12 ノ5

図15 ･高速バスストップのイメージ



図l6 リバーシブルレーンのイメージ

交通量の変動に対応するため、時間帯により通行方向を変更する

ナ ′、トさ, ,~"
　　　　　　　　

図17 H O V レーンの例 (米国ニューヨーク周辺)

複数人数が乗車している車両のみ利用可能な車線で、 乗合通

勤等を促進し、 乗車効率を上げる目的で設置される。

図18 道路交通情報通信システム

(V l C S :V e h ic le lnfo r m at io n & C o m m u n ic a t io n S yste m ) のイメ ージ

道路交通情報通信システム
(V IC S )
道路に設置した発信機(ビーコン)と車載機
器の間で、大容量デジタル通信を行い、リア
ルタイムな渋滞情報や観光情報などドライ
バーへの情報提供の高度化を図ります。

　　簡易旅行時間情報 渋滞情報 鬮行先案内情報
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回

道
路
空
間
の
有
効
利
用

道
路
の
立
体
的
な
利
用
、
沿
道
と
の
一
体
的
な
整
備
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
適
切
な
収
容
等
に
よ
り
、
計
画
的
に
道

路
空
間
の
有
効
利
用
を
図
る
。

①

高
架
道
路
、
ス
カ
イ
ウ
ェ
イ
、
人
工
地
盤
、
地
下

歩
道
、
地
下
駐
車
場
、
共
同
溝
、
電
線
共
同
溝
、
新

物
流
シ
ス
テ
ム
等
の
整
備
に
よ
り
、
道
路
の
上
下
空

間
を
計
画
的
に
活
用
。
(図
的
、
図
即
参
照
)

②

電
線
共
同
溝

(C
･
C
･
B
O
X
)
等
の
整
備
に

よ
る
電
線
類
の
地
中
化
を
推
進
、
情
報
通
信
基
盤
の

整
備
、
快
適
な
歩
行
空
間
の
形
成
、
良
好
な
都
市
空

間
･
景
観
の
形
成
を
図
る
。
(図
打
参
照
)

③

沿
道
の
公
共
用
地
や
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
等
に
よ
り
生

み
出
さ
れ
た
空
地
な
ど
の
沿
道
空
間
の
活
用
、
環
境

施
設
帯
と
公
園
の
一
体
的
整
備
な
ど
公
共
施
設
と
の

複
合
化
等
、
沿
道
と
道
路
を
一
体
的
に
整
備
。
(図

夏
参
照
)

④

ガ
ス
、
電
力
、
熱
供
給
施
設
、
上
下
水
道
等
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
供
給
施
設
の
利
用
要
請
に
対
応
し
た

道
路
空
間
の
一
層
の
有
効
活
用
の
方
向
性
を
明
示
。

図20 地下駐車場のイメージ

4

欧
米
諸
国
と
同
水
準
の
設
計
思
想
へ
の
転
換

本
答
申
の
基
本
的
方
向
に
よ
っ
て
、
我
が
国
の
道
路
づ

く
り
の
理
念
、
設
計
･
建
設
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
考
え

方
、
道
路
の
利
用
方
法
は
、
欧
米
諸
外
国
に
は
じ
め
て
肩

を
並
べ
る
こ
と
が
で
き
る
レ
ベ
ル
に
な
る
と
評
価
さ
れ
る
。

図l9 立体横断施設のイメージ

電線共同溝 (C ･ C ･ B O X ) のイメージ

道々テセ 94.12 メ7

図22 沿道と道路を一体的に整備した
イメージ



①

目
標
と
す
る
走
行
速
度
を
設
定
し
、
交
通
量
と
速

度
の
関
係
を
考
慮
し
、
車
線
数
を
決
定
。

②

平
日
だ
け
で
な
く
、
休
日
や
バ
カ
ン
ス
シ
ー
ズ
ン

の
交
通
量
を
考
慮
。

③

橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
で
も
路
肩
を
縮
小
し
な
い
な
ど
、

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
配
慮
。
(図
解

参
照
)

④

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
整
備
等
、
歩
行
者
重
視

図24 トランジットモールの事例 (メルボルン)

日
本

トンネル部 (片側断面)

.鰯雲

讓
讓

m

努
職
鱸鱗

'
“
犠
讓
廉

鬘
襲

･礬
灘

*讓
緘灘
*

讓ゞ
嚢

…覇箋饑蘂蘂

衞
鳩纖鵤

:
m

溌気
繊麗
淺

第
て
隣
皐
議
饑
寮

一期
鍬
. 踊纖嚢

ド
イ
ツ

満
…

…嚢嚢
縦
一離
郷
讓

燃脳
嚢

皸皹
嚢

籍
…嚢
饑

m

嚢

m

讓 ↑没ー日灸1111-ー
讓-"銭拷搬

L
際
･
嚢

鮨蝋
嚢図23 日本とドイツにおけるトンネル部の幅員の比較

の
道
路
づ
く
り
。
(図
符
参
照
)

六

今
後
の
対
応

本
答
申
に
示
さ
れ
た
内
容
は
、
道
路
構
造
に
と
ど
ま
ら

ず
、
道
路
の
あ
り
方
･
使
い
方
を
含
め
、
道
路
全
般
に
及

ぶ
と
と
も
に
、
現
在
の
欧
米
諸
外
国
の
道
路
づ
く
り
の
標

準
レ
ベ
ル
に
は
じ
め
て
比
肩
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
答
申
の
方
向
に
沿
っ
て
、
新
た
な
道
路
構
造
基
準
を

策
定
し
、
必
要
な
制
度
等
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
道

路
投
資
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
ー
を
よ
く
吟
味
し
て
効
率
的

か
つ
着
実
に
二
一
世
紀
に
向
け
た
道
づ
く
り
に
邁
進
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
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歩
行
者
等
の
視
点
か
ら
は
、
安
全
、
快
適
、
ゆ
と
り
、

　　

う
る
お
い
等
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
質
の
高
い
歩
行
者
等
の

メ

道
路
審
議
会
答
申

｢21
世
紀
に
向
け
た
新
た
な
道
路
構
造
の
あ
り
方

~
新
時
代
の
“道
の
姿
“を
も
と
め
て
…
｣
(本
文
の
抜
粋
)

一

新
た
な
道
路
計
画
体
系
の
確
立

◎

道
路
網
体
系
の
再
編

①
持
つ
べ
き
機
能
に
よ
る
道
路
網
の
再
編

道
路
は
、
自
動
車
や
歩
行
者
等
の
基
本
的
な
通
行
機
能

を
は
じ
め
、
沿
道
施
設
等
へ
の
出
入
り
、
自
動
車
や
歩
行

者
等
の
滞
留
等
の
交
通
機
能
の
ほ
か
、
市
街
地
の
形
成
、

防
災
、
環
境
、
収
容
空
間
等
の
空
間
機
能
を
持
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
従
来
の
道
路
は
自
動
車
や
歩
行
者
等
の
通
行
機

能
を
重
視
し
て
計
画
さ
れ
て
き
た
た
め
、
十
分
な
滞
留
機

能
や
空
間
機
能
を
持
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
通
行
機
能
に
お
い
て
も
、
高
速
性
、
信
頼
性
等

の
速
度
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
社
会
的
要
請
は
よ
り
強
く
な
っ

て

い
る
。

こ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
路
の
持
つ
べ
き
主
た
る
機

能
を
明
確
に
し
て
道
路
網
を
再
編
成
し
、
新
た
な
道
路
網

体
系
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

②
空
間
機
能
を
重
視
し
た
道
路
構
造
の
採
用

道
路
の
幅
員
を
は
じ
め
と
す
る
道
路
構
造
は
、
自
動
車

や
歩
行
者
等
の
交
通
機
能
だ
け
で
な
く
、
市
街
地
の
形
成
、

防
災
、
環
境
、
収
容
空
間
等
の
空
間
機
能
も
考
慮
し
て
、

決
定
す
べ
き
で
あ
る
。

特
に
、都
市
内
の
拠
点
で
あ
る
駅
と
市
役
所
等
と
を
連

絡
す
る
道
路
、中
心
市
街
地
を
形
成
す
る
道
路
等
は
、交
通

機
能
を
満
た
す
だ
け
で
な
く
、都
市
の
骨
格
と
し
て
、ま
た

ま
ち
づ
く
り
全
体
の
観
点
か
ら
そ
の
構
造
を
考
え
る
必
要

が
あ
り
、必
要
に
応
じ
て
う
る
お
い
の
あ
る
都
市
空
間
と

し
て
、広
場
や
広
い
植
樹
帯
等
も
設
け
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
空
間
機
能
を
重
視
し
た
道
路
構
造
の
決
定

が
可
能
と
な
る
よ
う
に
す
る
等
、
特
定
の
機
能
に
特
化
し

た
道
路
を
新
た
な
道
路
区
分
に
加
え
、
シ
ン
ボ
ル
道
路
の

整
備
等
を
よ
り
推
進
で
き
る
構
造
基
準
に
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

③
利
用
者
に
わ
か
り
や
す
い
計
画
目
標
の
明
示

道
路
利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
わ
か
り
や
す
い
目
標
を

示
し
た
上
で
、
道
路
の
計
画
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

自
動
車
利
用
者
の
視
点
か
ら
は
、
目
的
地
ま
で
の
所
要

時
間
、
走
り
や
す
さ
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
速
度
サ
ー
ビ

ス
の
概
念
を
計
画
体
系
に
導
入
す
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
、

有
料
道
路
で
は
、
高
い
速
度
サ
ー
ビ
ス
や
快
適
性
を
提
供

す
る
よ
う
な
構
造
と
す
る
と
と
も
に
、
高
度
な
道
路
交
通

情
報
の
提
供
を
行
う
よ
う
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

空
間
の
整
備
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
歩
行
者
等
の

通
行
需
要
を
満
た
す
だ
け
で
な
く
、
歩
き
や
す
さ
、
景
観
、

｢た
ま
り
｣
機
能
等
の
質
的
な
視
点
に
配
慮
し
た
歩
行
者

等
の
空
間
整
備
の
考
え
方
を
導
入
す
る
必
要
が
あ
る
。

②

自
動
車
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

①
目
標
と
す
る
速
度
サ
ー
ビ
ス
の
確
保

地
域
間
の
連
携
の
強
化
、
多
極
分
散
型
の
国
土
の
形
成

の
た
め
、
高
規
格
幹
線
道
路
網
と
併
せ
て
、
そ
れ
を
補
完

す
る
一
定
の
速
度
で
走
行
が
可
能
な
道
路
の
整
備
が
必
要

で
あ
る
。
高
規
格
幹
線
道
路
は
、
時
速
八
〇
畑
程
度
で
走

行
可
能
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
次
ぐ
一
般
国
道
は
、
時
速
三

○
如
程
度
で
し
か
走
行
で
き
な
い
た
め
、
中
間
的
な
速
度

で
走
行
が
可
能
な
規
格
の
高
い
広
域
的
な
幹
線
道
路
を
新

た
に
位
置
付
け
、
必
要
な
速
度
が
確
保
で
き
る
道
路
構
造

と
す
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
二
車
線
あ
る
い
は
交
通
量
の
多
い
四
車
線
以

上
の
幹
線
道
路
に
お
い
て
は
、
一
定
の
速
度
サ
ー
ビ
ス
を

確
保
す
る
た
め
に
、
必
要
に
応
じ
て
追
い
越
し
車
線
を
付

加
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
車
線
数
は
、
計
画
交
通
量
だ
け
に
基
づ
き

決
定
す
る
の
で
は
な
く
、
目
標
と
す
る
走
行
速
度
が
達
成

で
き
る
か
否
か
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
た
上
で
、
決
定
す
る

必
要
が
あ
る
。

②
広
域
的
な
幹
線
道
路
の
多
車
線
化



広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
幹
線
道
路
は
、

災
害
時
に
お
け
る
通
行
の
確
保
、
災
害
時
の
代
替
道
路
と

し
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
保
等
の
た
め
、
計
画
交
通
量

だ
け
に
よ
ら
ず
、
基
本
的
に
四
車
線
を
確
保
す
る
必
要
が

あ
る
。

③
将
来
の
変
動
に
対
応
可
能
な
道
路
計
画

現
在
で
は
予
測
で
き
な
い
社
会
変
化
に
も
適
切
に
対
応

す
る
た
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
要
と
な
る
よ
う
な
路
線
等

で
は
、
あ
ら
か
じ
め
余
裕
を
も
た
せ
て
設
計
し
た
路
肩
や

中
央
帯
等
を
活
用
し
て
、
交
通
量
の
変
動
に
応
じ
て
車
線

数
を
増
大
さ
せ
た
り
、
新
技
術
の
開
発
に
伴
う
新
た
な
道

路
交
通
シ
ス
テ
ム
の
適
用
等
、
弾
力
的
な
運
用
が
可
能
な

道
路
計
画
手
法
を
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

③

歩
行
者
等
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

①
歩
行
者
空
間
の
確
保
と
利
便
性
の
向
上

自
動
車
空
間
と
は
平
面
的
、
立
体
的
に
分
離
し
た
歩
行

者
等
の
空
間
を
確
保
し
、
連
続
し
た
歩
行
者
空
間
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
と
き
、
高
齢
者

や
障
害
者
等
、
様
々
な
利
用
者
の
特
性
に
応
じ
た
幅
員
、

勾
配
、
平
坦
性
等
を
確
保
し
た
構
造
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

②
地
区
内
の
道
路
に
お
け
る
歩
車
共
存
道
路
の
整
備
推
進

商
店
街
や
住
宅
地
内
の
地
区
内
道
路
は
、
本
来
、
歩
行

者
等
が
主
役
の
道
路
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
必
要
に
応
じ

自
動
車
の
通
行
を
抑
制
し
、
歩
行
者
と
自
動
車
が
共
存
で

き
る
道
路
と
し
て
、
狭
さ
く
や
ハ
ン
プ
を
設
置
し
、
自
動

車
の
走
行
速
度
を
低
下
さ
せ
る
構
造
と
す
る
。
そ
の
際
、

休
憩
、
遊
び
、
交
流
等
を
支
え
る
空
間
と
し
て
、
｢た
ま

り
｣
空
間
を
設
け
る
な
ど
、
道
路
自
体
が

｢た
ま
り
｣
機

能
を
持
つ
空
間
と
し
て
整
備
す
る
ほ
か
、
道
路
の
性
格
や

沿
道
の
状
況
等
に
応
じ
て
様
々
な
形
態
に
よ
っ
て

｢た
ま

り
｣
空
間
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

③
商
店
街
等
に
お
け
る
モ
ー
ル
等
の
整
備
推
進

繁
華
街
や
中
心
商
店
街
等
で
は
、
買
物
客
が
安
心
し
て

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
楽
し
め
る
空
間
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
歩
車
共
存
道
路
と
し
て
の
整
備
の
ほ
か
、
モ
ー

ル

(歩
行
者
専
用
道
路
等
)
や
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル

(バ
ス
や
路
面
電
車
等
の
公
共
交
通
機
関
の
車
両
だ
け
が

通
行
で
き
る
歩
行
者
の
た
め
の
道
路
)
に
つ
い
て
、
交
通

規
制
と
も
連
携
を
図
り
つ
つ
、
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

二

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保

の

渋
滞
の
緩
和

①
持
つ
べ
き
機
能
に
応
じ
た
道
路
計
画
体
系
の
確
立

地
域
と
地
域
を
連
絡
す
る
幹
線
道
路
か
ら
地
区
の
交
通

を
分
担
す
る
地
区
内
道
路
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
路
の
持

つ
機
能
が
異
な
る
た
め
、
主
た
る
機
能
に
応
じ
て
道
路
を

区
分
し
、
そ
の
機
能
を
確
保
で
き
る
構
造
と
す
る
必
要
が

あ
る
。

②
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
効
率
性
の
向
上

都
心
部
の
環
状
道
路
等
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
要
と
な
る

路
線
の
渋
滞
は
、
放
射
道
路
等
の
他
の
路
線
に
与
え
る
影

響
が
大
き
い
。
こ
の
よ
う
な
路
線
は
十
分
な
交
通
容
量
を

確
保
し
、
代
替
道
路
の
整
備
等
に
も
配
慮
す
る
必
要
が
あ

る
一0ま

た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
が
効
率
的
に
利
用
さ
れ
る

た
め
、
例
え
ば
負
荷
率

(計
画
交
通
量
/
可
能
交
通
容
量
)

の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
等
、
計
画
段
階
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
す
る

必
要
が
あ
る
。

③
個
々
の
道
路
の
交
通
特
性
に
応
じ
た
車
線
数
の
確
保

休
日
の
交
通
量
が
平
日
に
比
べ
著
し
く
増
加
す
る
観
光

地
等
の
道
路
、
ま
た
、
朝
夕
の
ピ
ー
ク
率
が
著
し
く
高
く

な
る
道
路
に
つ
い
て
は
、
交
通
特
性
を
ふ
ま
え
、
季
節
変

動
、
休
日
や
ピ
ー
ク
時
交
通
量
、
方
向
別
交
通
量
等
を
考

慮
し
て
車
線
数
を
決
定
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
車

線
数
の
決
定
に
用
い
る
設
計
基
準
交
通
量
を
日
単
位
か
ら

時
間
単
位
に
す
る
と
と
も
に
、
大
型
車
混
入
率
、
ピ
ー
ク

率
、
重
方
向
率
等
、
各
々
の
道
路
の
交
通
特
性
に
応
じ
た

計
画
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
計
画
交
通
量
及
び
設
計
基
準

交
通
量
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。

休
日
の
交
通
量
が
平
日
に
比
べ
著
し
く
増
加
す
る
よ
う

な
道
路
で
は
、
経
済
性
を
考
慮
し
て
休
日
等
で
は
多
少
の

速
度
低
下
を
許
容
し
つ
つ
も
、
著
し
い
渋
滞
が
生
じ
な
い

程
度
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

④
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
合
流
部
の
車
線
数
の
確
保

道
路
の
合
流
部
に
お
け
る
渋
滞
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

合
流
前
後
の
車
線
数
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
例
え
ば
、
合
流
後
の
車
線
数
は
合
流
前
の
車
線

数
の
和
よ
り
も
一
少
な
い
車
線
数
以
上
と
す
る
等
、
交
通

2 0 道々 テセ 94.12



容
量
に
近
い
交
通
量
が
流
入
し
た
場
合
で
も
深
刻
な
渋
滞

を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
な
車
線
数
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

円
滑
な
合
流
を
誘
導
す
る
道
路
構
造
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑤
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
を
つ
く
ら
な
い
配
慮

信
号
交
差
点
、
ト
ン
ネ
ル
、
サ
グ
の
よ
う
な
他
の
区
間

に
比
べ
交
通
容
量
が
小
さ
い
地
点
は
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な

り
や
す
い
。
こ
れ
ら
の
地
点
で
は
、
交
通
容
量
の
低
下
を

き
た
さ
な
い
よ
う
車
線
数
、
路
肩
幅
員
、
勾
配
等
を
決
定

す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
に
お
い
て
は
、
ド

ラ
イ
バ
ー
の
視
認
性
の
低
下
や
圧
迫
感
に
よ
る
速
度
低
下

か
ら
渋
滞
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
車
線
数
、
路

肩
幅
員
、
勾
配
等
だ
け
で
な
く
、
照
明
、
路
面
輝
度
、
換

気
等
に
も
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
踏
切
の
遮
断
時
間
が
長
く
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と

な
る
場
合
が
多
い
。
こ
の
た
め
、
連
続
立
体
交
差
化
や
単

独
立
体
交
差
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
前
後
の
道
路
幅
員

よ
り
も
狭
い
踏
切
道
等
に
お
い
て
、
拡
幅
等
を
推
進
す
る

必
要
が
あ
る
。
こ
の
時
、
踏
切
道
で
は
自
動
車
だ
け
で
な

く
、
歩
行
者
が
集
中
す
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
そ
の
幅
員

は
こ
れ
ら
の
交
通
の
状
況
に
応
じ
た
幅
員
と
す
る
必
要
が

あ
る
。

⑥
工
事
、
事
故
へ
の
適
切
な
対
応

高
規
格
幹
線
道
路
等
の
速
度
サ
ー
ビ
ス
を
重
視
す
る
路

線
に
お
い
て
は
、
道
路
の
維
持
管
理
作
業
や
事
故
処
理
等

が
あ
っ
て
も
、
渋
滞
の
要
因
と
な
る
車
線
規
制
を
最
小
限

と
し
、
安
全
･
円
滑
な
交
通
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
路
肩

幅
員
の
基
準
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

例
え
ば
、
維
持
管
理
作
業
に
際
し
、
路
肩
を
利
用
し
た

作
業
帯
と
し
て
最
低
三
m
の
幅
員
を
確
保
で
き
れ
ば
、
頻

度
の
高
い
維
持
管
理
作
業
等
は
車
線
を
規
制
し
な
く
て
も

施
工
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
幅
員
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
道
路
の
種
類
、

計
画
交
通
量
、
経
済
性
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
適
切
な
幅

員
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑦
小
型
車
専
用
道
路
の
検
討

公
園
内
や
そ
の
周
辺
地
域
等
に
お
い
て
、
走
行
し
な
が

ら
自
然
を
体
感
で
き
る
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
等
を
整
備
す
る
際
、

走
行
の
快
適
性
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
周
辺
環
境
へ
の

影
響
を
低
減
す
る
た
め
、
｢小
型
車
専
用
道
路
｣
と
し
て

の
整
備
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
交
通
混
雑
の
著
し
い
路
線
の
交
通
機
能
を
バ
イ

パ
ス
等
で
補
強
す
る
際
、
小
型
車
交
通
の
多
い
場
合
に
は

断
面
の
縮
小
化
に
よ
る
建
設
費
の
節
減
等
を
考
慮
し
、
必

要
に
応
じ
て

｢小
型
車
専
用
道
路
｣
の
導
入
も
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
o

こ
れ
ら
の
際
、
緊
急
車
両
の
通
行
に
配
慮
す
る
必
要
が

あ
る
。

⑧
駐
車
場
の
計
画
的
な
整
備
の
推
進

駐
車
需
要
の
多
い
地
域
で
は
、
地
区
全
体
の
総
合
的
な

交
通
計
画
の
視
点
か
ら
、
駐
車
場
計
画
を
策
定
し
、
官
民

の
適
切
な
分
担
の
も
と
、
道
路
付
属
物
と
し
て
の
駐
車
場

を
積
極
的
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑭

安
全
の
確
保

①
事
故
特
性
に
対
応
し
た
安
全
な
構
造
の
採
用

近
年
の
交
通
事
故
は
、
自
動
車
同
士
の
事
故
、
夜
間
事

故
、
高
齢
者
等
の
事
故
が
増
加
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
発

生
形
態
の
変
化
に
対
応
し
、
科
学
的
な
交
通
事
故
分
析
に

基
づ
き
、
交
通
運
用
と
の
適
切
な
連
携
を
図
り
つ
つ
、
安

全
対
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
得
ら
れ
た
知
見
を
適
切

に
道
路
構
造
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

②
安
全
な
線
形
の
組
み
合
わ
せ
の
明
示

長
い
直
線
区
間
の
直
後
の
急
カ
ー
ブ
等
、
局
所
的
に
線

形
が
変
化
す
る
地
点
で
の
交
通
事
故
を
減
少
さ
せ
る
た
め
、

前
後
区
間
の
曲
線
半
径
の
変
化
の
程
度
か
ら
大
き
く
は
ず

れ
た
急
な
屈
曲
部
を
避
け
る
こ
と
や
、
地
形
の
制
約
等
に

よ
っ
て
急
な
屈
曲
部
が
避
け
ら
れ
な
い
場
合
は
前
後
区
間

で
線
形
の
つ
な
が
り
に
連
続
性
を
持
た
せ
る
等
、
ド
ラ
イ

バ
ー
が
自
然
に
適
正
な
速
度
で
走
行
で
き
る
よ
う
誘
導
す

る
線
形
を
採
用
す
べ
き
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
凸
形
状
の
縦
断
勾
配
の
頂
点
に
お
け
る
急
な

カ
ー
ブ
や
連
続
し
た
長
い
下
り
勾
配
区
間
等
、
ド
ラ
イ
バ
ー

が
危
険
の
判
断
を
誤
る
恐
れ
の
あ
る
線
形
も
避
け
る
べ
き

で
あ
り
、
避
け
る
べ
き
平
面
線
形
と
縦
断
線
形
の
組
み
合

わ
せ
等
に
つ
い
て
の
基
準
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
。

③
実
勢
速
度
に
対
応
し
た
安
全
な
視
距
等
の
確
保

同
一
の
設
計
区
間
で
も
、
平
面
線
形
が
良
好
な
区
間
で

は
、
実
勢
速
度
に
応
じ
た
視
距
、
片
勾
配
等
が
確
保
さ
れ

て
お
ら
ず
、
追
突
、
路
外
逸
脱
等
の
事
故
が
多
発
し
て
い
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る
。
従
っ
て
、
平
面
線
形
と
視
距
、
片
勾
配
等
の
整
合
を

図
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
視
距
に
つ
い
て
は
、
従
来
の

規
定
に
加
え
、
さ
ら
に
前
方
の
交
通
状
況
が
確
認
で
き
る

よ
う
に
、
乗
用
車
程
度
の
指
標

(高
さ
一
m
程
度
)
が
確

認
で
き
る
視
距

(交
通
状
況
確
認
視
距
)
の
考
え
方
を
導

入
す
べ
き
で
あ
る
。

④
交
差
点
、
分
合
流
部
で
の
安
全
対
策
へ
の
配
慮

交
差
点
及
び
そ
の
付
近
で
の
事
故
を
減
少
さ
せ
る
た
め
、

カ
ー
ブ
の
直
後
に
は
交
差
点
を
設
け
な
い
、
立
体
交
差
近

傍
に
は
平
面
交
差
点
を
設
け
な
い
、
交
差
点
前
後
に
お
い

て
流
入
、
流
出
す
る
車
線
数
を
変
え
な
い
等
、
避
け
る
べ

き
交
差
点
付
近
の
道
路
構
造
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
交
差
点
付
近
で
の
商
店
等
の
立
地
に
よ
り
交
通

が
輻
輳
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
沿
道
土
地
利
用
や
交
通

運
用
と
の
連
携
を
図
っ
た
上
で
交
差
点
の
構
造
を
決
定
す

る
必
要
が
あ
る
。

地
区
内
道
路
等
の
交
差
点
で
は
、
T
字
交
差
を
多
用
し

た
り
、
交
差
す
る
各
々
の
道
路
の
幅
員
に
差
を
持
た
せ
る

等
に
よ
り
、
道
路
構
造
か
ら
ド
ラ
イ
バ
ー
が
優
先
･
非
優

先
の
関
係
を
容
易
に
理
解
で
き
る
よ
う
な
配
慮
が
必
要
で

あ
る
。

ま
た
、
交
差
点
に
お
い
て
右
左
折
車
線
の
設
置
に
伴
い

直
進
車
線
や
歩
道
等
の
幅
員
を
縮
小
し
た
り
、
直
線
車
線

を
屈
曲
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
余
裕
の
あ
る

幅
員
を
確
保
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

さ
ら
に
、
分
合
流
部
で
の
縦
断
勾
配
、
加
減
速
車
線
長
、

織
り
込
み
区
間
長
等
の
適
切
な
構
造
を
明
示
す
る
こ
と
に

よ
り
、
分
合
流
部
の
設
計
を
よ
り
安
全
な
も
の
と
す
る
必

要
が
あ
る
。

⑤
暫
定
二
車
線
道
路
の
安
全
対
策
の
明
示

早
期
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
完
成
さ
せ
る
た
め
、
当
初
暫

定
二
車
線
で
施
工
す
る
ケ
ー
ス
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。

暫
定
二
車
線
道
路
に
お
い
て
は
、
完
成
時
に
は
設
置
さ
れ

る
中
央
分
離
帯
が
な
い
、
想
定
さ
れ
る
走
行
速
度
が
明
確

化
さ
れ
て
い
な
い
等
、
安
全
面
か
ら
の
問
題
が
生
じ
て
い

る
。
特
に
、
暫
定
断
面
で
の
供
用
期
間
が
長
期
に
及
ぶ
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
暫
定
断
面
区
間
に
つ
い
て
も
設

計
速
度
の
考
え
方
、
横
断
面
構
成

(中
央
帯
、
路
肩
幅
員
、

車
線
幅
員
、
ゆ
ず
り
あ
い
車
線
、
非
常
駐
車
帯
、
登
板
車

線
等
)
等
に
つ
い
て
安
全
対
策
を
明
示
す
る
必
要
が
あ
る
。

③

物
流
の
高
度
化

①
車
両
の
大
型
化
へ
の
適
切
な
対
応

貨
物
運
送
業
に
お
け
る
労
働
力
不
足
へ
の
対
応
、
道
路

貨
物
輸
送
の
効
率
化
、
国
際
貨
物
輸
送
の
増
大
へ
の
対
応

等
の
観
点
か
ら
、
車
両
の
大
型
化
へ
の
対
応
が
強
く
要
請

さ
れ
て
お
り
、
車
両
総
重
量
に
つ
い
て
、
橋
梁
等
へ
の
影

響
を
勘
案
し
た
合
理
的
な
制
限
と
す
る
必
要
が
あ
る
。
例

え
ば
、
単
車
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
車
長
な
い
し
軸
距
を

満
た
す
も
の
に
つ
い
て
二
五
ト
ン
を
目
安
と
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

車
両
総
重
量
の
引
上
げ
に
よ
り
新
た
に
通
行
で
き
る
よ

う
に
な
る
車
両
は
、
一
定
条
件
の
下
で
走
行
が
可
能
と
な

る
暫
定
的
な
措
置
の
も
と
で
、
走
行
を
認
め
て
い
く
こ
と

と
な
る
が
、
将
来
の
自
由
走
行
に
向
け
て
橋
梁
の
補
強
等

の
道
路
構
造
面
で
の
対
応
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
今
後
の
海
上
輸
送
に
よ
る
国
際
一
貫
輸
送
の
重

要
性
か
ら
、
車
両
諸
元
の
う
ち
高
さ
の
最
高
限
度
に
つ
い

て
は
、
諸
外
国
の
水
準
と
整
合
の
と
れ
た
も
の
に
す
る
必

要
が
あ
る
。
国
際
一
貫
輸
送
に
用
い
ら
れ
る
コ
ン
テ
ナ
の

輸
送
が
必
要
と
な
る
高
規
格
幹
線
道
路
と
広
域
的
な
物
流

拠
点
や
港
湾
等
を
結
ぶ
路
線
等
で
は
、
道
路
を
新
設
･
改

築
す
る
場
合
、
車
両
の
走
行
空
間
と
し
て
の
建
築
限
界
は
、

こ
れ
ら
の
コ
ン
テ
ナ
貨
物
の
輸
送
が
安
全
、
円
滑
に
行
わ

れ
る
よ
う
、
国
際
的
水
準
に
見
合
う
高
さ
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
。

②
広
域
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

物
流
の
効
率
化
、
国
際
化
へ
の
対
応
等
の
観
点
か
ら
、

将
来
的
に
は
、
高
規
格
幹
線
道
路
と
広
域
的
な
物
流
拠
点

や
港
湾
等
を
結
ぶ
路
線
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
i

ク

(広
域
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
)
で
は
、
大
型
の
連
結
車

の
自
由
走
行
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。

･

将
来
、
広
域
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
よ
う
な

路
線
に
つ
い
て
は
、
大
型
の
連
結
車
の
走
行
を
前
提
と
し

た
設
計
条
件
を
適
用
し
、
整
備
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
そ
の
場
合
、
道
路
構
造
上
の
対
応
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
連
続
性
、
環
境
対
策
等
の
整
備
状
況
を
十
分
見
極
め
た

上
で
、
物
流
の
効
率
化
の
観
点
か
ら
、
広
域
物
流
ネ
ッ
ト



ワ
ー
ク
を
選
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
際
、
高
度
に
情
報
化
･
機
械
化
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム

を
有
す
る
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
等
の
施
設
は
、
積

載
効
率
を
向
上
さ
せ
、
貨
物
車
交
通
全
体
の
整
序
化
に
資

す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
施
設
を
有
す
る
広
域
的
な

物
流
拠
点
は
道
路
交
通
政
策
上
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

広
域
的
な
物
流
拠
点
を
広
域
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
端
末

と
し
て
位
置
づ
け
、
道
路
整
備
の
一
環
と
し
て
公
共
に
よ

り
整
備
す
る
方
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

③
都
市
内
物
流
の
効
率
化
対
策
の
推
進

端
末
の
物
流
効
率
を
向
上
す
る
に
は
、
貨
物
の
積
み
卸

し
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
及
び
そ
の
有
効
活
用
を
図
る
必
要
が

あ
る
。
そ
の
う
ち
積
み
卸
し
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
附

置
義
務
制
度
等
の
活
用
に
よ
り
荷
主
等
が
路
外
に
確
保
す

る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
が
、
荷
主
等
に
よ
る
確
保
が
困
難

か
つ
駐
停
車
に
よ
り
交
通
が
幅
輳
し
て
い
る
場
合
に
は
、

適
切
な
管
理
方
法
･
荷
受
け
施
設
設
置
、
一
括
荷
受
け
、

共
同
荷
捌
き
等
を
併
せ
講
じ
た
上
で
、
停
車
帯
等
の
適
切

な
活
用
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
道
路
上
を
利
用
し
て
積
卸
し
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

す
る
場
合
に
は
、
積
卸
し
目
的
の
駐
停
車
が
円
滑
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
、
多
様
な
停
車
帯
等

の
選
択
を
可
能
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

④
地
域
特
性
･
交
通
特
性
に
応
じ
た
モ
ー
ダ
ル
ミ
ッ
ク
ス

の
推
進

地
域
特
性
、
交
通
特
性
に
応
じ
て
、
海
運
、
鉄
道
、
ト

ラ
ッ
ク
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
交
通
機
関
の
持
つ
特
性
を
十
分

に
発
揮
･
活
用
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
総
合
的
な
交
通
政
策

｢
モ
ー
ダ
ル
ミ
ッ
ク
ス
｣
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ

の
た
め
、
港
湾
や
駅
等
の
交
通
結
節
点
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
の
整
備
、
交
通
結
節
点
に
お
け
る
積
み
卸
し
の
利
便
性

の
向
上
が
必
要
で
あ
る
。

⑤
流
通
コ
ス
ト
の
低
減
に
資
す
る
道
路
交
通
環
境
の
形
成

高
規
格
幹
線
道
路
の
整
備
を
は
じ
め
、
総
合
的
な
渋
滞

対
策
に
よ
る
輸
送
時
間
の
短
縮
、
道
路
交
通
情
報
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
た
連
行
計
画
の
効
率
化
等
に
よ
り
、
流
通
コ

ス
ト
の
低
減
に
資
す
る
道
路
交
通
環
境
の
形
成
を
図
る
必

要
が
あ
る
。

◎

公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上

①
交
通
結
節
点
の
利
便
性
の
向
上

地
域
特
性
、
交
通
特
性
に
応
じ
て
、
海
運
、
鉄
道
、
自

動
車
、
航
空
機
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
交
通
機
関
の
持
つ
特
性

を
十
分
に
発
揮
･
活
用
す
る
こ
と
を
め
ざ
す

｢
モ
ー
ダ
ル

ミ
ッ
ク
ス
｣
を
推
進
す
る
た
め
、
各
交
通
機
関
間
の
連
携

を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

公
共
交
通
機
関
へ
の
乗
継
ぎ
の
利
便
性
の
向
上
及
び
円

滑
な
交
通
の
確
保
を
図
る
た
め
、
交
通
結
節
点
と
し
て
の

駅
前
広
場
、
バ
ス
交
通
広
場
で
は
、
人
工
地
盤
等
の
立
体

的
な
利
用
、
周
辺
建
物
と
の
複
合
化
等
も
活
用
し
て
十
分

な
空
間
を
確
保
し
、
ま
た
、
乗
継
ぎ
情
報
の
提
供
等
に
よ

り
、
円
滑
で
利
便
性
の
高
い
乗
継
ぎ
を
可
能
と
す
べ
き
で

あ
る
。

さ
ら
に
、
駅
前
等
の
交
通
渋
滞
を
緩
和
す
る
た
め
、
必

要
に
応
じ
て
地
下
道
路
等
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
の
改
善
を
進

め
る
と
と
も
に
、
パ
ー
ク

･
ア
ン
ド

･
ラ
イ
ド
、
キ
ス
･

ア
ン
ド

･
ラ
イ
ド
、
サ
イ
ク
ル
･
ア
ン
ド

･
ラ
イ
ド
、
パ

ク
･
ア
ン
ド
･
バ
ス
ラ
イ
ド
等
の
新
た
な
需
要
に
対
応
し

た
駅
前
広
場
、
自
動
車
駐
車
場
、
駐
輪
場
等
の
整
備
を
行

う
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
交
通
結
節
点
に
お
い
て
施
設
の
立
体
化
や
交
通

結
節
点
そ
の
も
の
の
分
散
配
置
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
き

て
い
る
こ
と
、
都
心
近
傍
の
大
規
模
な
再
開
発
地
区
と
最

寄
り
の
交
通
結
節
点
と
の
間
の
歩
行
者
需
要
が
増
大
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
歩
行
者
の
水
平
方
向
、
垂
直
方
向
の
移

動
距
離
が
増
大
し
て
お
り
、
高
齢
者
、
障
害
者
の
利
用
に

も
配
慮
し
て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
、
動

く
歩
道
等
の
歩
行
支
援
施
設
等
を
積
極
的
に
導
入
す
べ
き

で
あ
る
。

さ
ら
に
、
交
通
結
節
点
は
、
都
市
の

｢顔
｣
と
し
て
も

重
要
で
あ
り
、
整
備
に
あ
た
っ
て
は
意
匠
、
デ
ザ
イ
ン
、

周
辺
景
観
等
に
十
分
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

②
高
速
バ
ス
の
利
便
性
の
向
上

高
速
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
市
街
地
か
ら
バ
ス
停

へ
の
ア

ク
セ
ス
強
化
と
乗
り
継
ぎ
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、

ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
主
要
幹

線
道
路
や
鉄
道
駅
に
接
続
し
た
高
速
バ
ス
停
の
設
置
や
一

般
路
線
バ
ス
と
の
連
携
･
運
行
接
続
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
地
域
交
通
の
拠
点
施
設
と
し
て
の
高
速
バ
ス
ス



ト
ッ
プ
の
機
能
の
充
実
を
図
る
た
め
、
周
辺
地
区
と
の
一

体
的
整
備
の
中
で
、
バ
ス
交
通
広
場
、
駐
車
場
、
駐
輪
場
、

ト
イ
レ
、
待
合
室
、
公
衆
電
話
等
の
整
備
、
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
、
道
の
駅
等
と
の
合
併
設
置
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
大
都
市
圏
の
近
郊
都
市
や
地
方
中
核
都
市
の

よ
う
に
高
速
バ
ス
の
ま
と
ま
っ
た
利
用
が
見
込
ま
れ
る
場

合
に
は
、
高
速
バ
ス
の
都
市
内
乗
り
入
れ
を
促
進
す
る
た

め
、
バ
ス
交
通
広
場
等
の
整
備
に
合
わ
せ
て
高
速
バ
ス
の

発
着
施
設
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
利
用
者
の
利
便
性
向
上
と
バ
ス
の
円
滑
な
連
行

の
た
め
、
高
速
バ
ス
情
報
提
供
、
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
つ

い
て
の
検
討
も
必
要
で
あ
る
。

③
バ
ス
乗
降
施
設
の
利
便
性
の
向
上

バ
ス
停
に
お
い
て
は
、
歩
行
者
と
バ
ス
利
用
者
が
交
錯

し
な
い
よ
う

｢た
ま
り
｣
空
間
を
確
保
し
、
上
屋
、
ペ
ン

チ
等
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
利
用
者
の
多

い
バ
ス
停
や
公
共
公
益
施
設
に
関
連
す
る
バ
ス
停
に
お
い

て
は
、
駐
輪
場
、
公
衆
電
話
、
バ
ス
連
行
情
報
提
供
装
置

等
の
利
便
施
設
を
集
約
設
置
し
、
歩
行
者
も
含
め
た
快
適

な

｢た
ま
り
｣
空
間
を
創
出
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
車
両
の
改
善
と
の
調
整
を
図
り
つ
つ
、
高
齢
者

等
に
と
っ
て
も
乗
降
の
容
易
な
バ
ス
停
構
造
と
す
る
必
要

が
あ
る
。

さ
ら
に
、
輸
送
効
率
向
上
が
求
め
ら
れ
る
路
線
で
は
、

必
要
に
応
じ
、
連
接
バ
ス
を
導
入
し
、
そ
れ
に
対
応
し
た

バ
ス
停
構
造
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

④
バ
ス
の
走
行
環
境
の
改
善

バ
ス
運
行
本
数
が
多
く
、
一
般
交
通
と
バ
ス
交
通
の
輻

輳
に
よ
り
走
行
条
件
が
低
下
す
る
道
路
に
お
い
て
は
、
通

常
の
車
線
に
加
え
、
バ
ス
レ
!
ン
設
置
の
た
め
の
車
線
を

確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
バ
ス
レ
ー
ン
に
加
え
て

停
車
帯
を
併
設
す
る
こ
と
は
路
上
駐
車
需
要
が
多
い
場
合

に
も
バ
ス
レ
ー
ン
の
機
能
を
確
保
す
る
上
で
効
果
が
あ
る
。

こ
の
場
合
、
バ
ス
停
は
テ
ラ
ス
型
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。ま

た
、
稠
密
な
土
地
利
用
が
行
わ
れ
て
い
る
市
街
地
等

で
バ
ス
レ
ー
ン
確
保
の
た
め
の
道
路
拡
幅
が
困
難
な
場
合

に
は
、
一
般
道
路
と
立
体
的
あ
る
い
は
平
面
的
に
分
離
さ

れ
た
構
造
を
有
す
る
バ
ス
専
用
道
路
に
つ
い
て
検
討
を
行

う
必
要
が
あ
る
。

⑤
新
交
通
シ
ス
テ
ム
等
の
計
画
的
な
導
入

鉄
道
と
バ
ス
の
中
間
レ
ベ
ル
の
交
通
需
要
に
対
応
可
能

な
新
交
通
シ
ス
テ
ム
等
の
整
備
を
促
進
す
る
た
め
に
、
新

交
通
シ
ス
テ
ム
等
の
導
入
が
予
定
さ
れ
て
い
る
路
線
で
は

道
路
の
新
設
･
改
築
時
に
必
要
な
道
路
空
間
を
あ
ら
か
じ

め
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
路
面
電
車
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
基
幹
交
通
機

関
と
し
て
の
機
能
を
果
し
て
い
る
既
存
路
線
に
関
し
、
走

行
環
境
の
改
善
を
行
い
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域

に
お
い
て
必
要
な
場
合
に
は
L
R
T
の
導
入
を
図
る
。

さ
ら
に
、
自
動
車
と
歩
行
者
と
が
錯
綜
し
交
通
安
全
面

で
問
題
が
生
じ
て
い
る
都
心
部
の
商
業
･
業
務
地
域
等
に

お
い
て
は
、
関
係
機
関
と
の
調
整
を
図
り
つ
つ
、
L
R
T
、

バ
ス
等
を
利
用
し
た
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
を
地
区
周
辺

の
駐
車
場
整
備
と
あ
わ
せ
て
導
入
す
る
必
要
が
あ
る
。

三

人
間
の
復
権
、
高
齢
者
･
障
害
者
の
た
め

の
道
づ
く
り
の
展
開

の

歩
行
者
空
間
の
整
備

①
歩
行
者
空
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

自
動
車
の
通
行
空
間
と
は
別
に
歩
行
者
空
間
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
連
続
し
た
も
の
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

歩
行
者
空
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
の
立
案
に
あ
た
っ
て

は
、
総
合
的
な
地
区
交
通
計
画
の
視
点
か
ら
策
定
す
る
と

と
も
に
、
地
元
関
係
機
関
、
地
域
住
民
等
の
合
意
形
成
を

図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
歩
行
者
空
間
の
整
備
で
は
、
人
工
地
震
、
ペ
デ

ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
、
地
下
歩
道
、
ス
カ
イ
ウ
ェ
イ
等
の

道
路
の
上
下
空
間
の
利
用
を
進
め
る
だ
け
で
な
く
、
沿
道

建
築
物
の
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
等
に
よ
り
作
ら
れ
る
空
間
、
沿

道
建
築
物
内
の
通
路
等
を
有
効
活
用
し
、
沿
道
と
一
体
と

な
っ
て
歩
行
者
空
間
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

②
高
齢
者
･
障
害
者
へ
の
配
慮

歩
行
者
空
間
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
を
含
め
、
あ
ら
ゆ

る
人
が
使
い
や
す
い
構
造
と
す
べ
き
で
あ
る
。
幅
員
、
縦

断
勾
配
、
歩
道
の
マ
ウ
ン
ト
･
ア
ッ
プ
の
高
さ
、
路
面
の

平
坦
性
等
の
構
造
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
通
行
を
前
提

と
し
、
様
々
な
歩
行
者
の
行
動
に
配
慮
し
て
、
決
定
す
べ
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き
で
あ
る
。

ま
た
、
立
体
横
断
施
設
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
や
障
害

者
の
利
用
に
配
慮
し
て
ス
ロ
ー
プ
や
昇
降
装
置
の
設
置
を

進
め
る
と
と
も
に
、
沿
道
の
建
築
物
等
へ
同
一
の
高
さ
で

出
入
り
で
き
る
通
路
を
設
け
る
等
、
利
用
し
や
す
い
環
境

と
す
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
電
線
類
の
地
中
化
に
よ
る
歩
行
者
空
間
を
確

保
す
る
た
め
、
道
路
地
下
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
、
電
力
ケ
ー

ブ
ル
等
を
共
同
し
て
収
容
す
る
電
線
共
同
溝

(C
･
C
･

B
O
×
)
等
の
整
備
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

復

自
転
車
空
間
の
整
備

①
歩
行
者
と
自
転
車
の
分
離

自
転
車
の
た
め
の
空
間
は
、
自
動
車
と
分
離
す
る
と
と

も
に
、
歩
行
者
と
も
分
離
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。
都
市
内
の
空
間
の
制
約
か
ら
、
自
転
車

と
歩
行
者
の
通
行
を
前
提
と
し
た
幅
の
広
い
自
転
車
歩
行

道
を
整
備
す
る
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
が
、
歩
行
者
と
自

転
車
が
と
も
に
多
い
場
合
や
、
歩
行
者
が
少
な
く
て
も
自

転
車
が
多
い
場
合
に
は
、
歩
行
者
空
間
と
自
転
車
空
間
を

極
力
分
離
す
る
必
要
が
あ
る
。

②
駐
輪
場
の
計
画
的
な
整
備
の
推
進

駅
周
辺
や
中
心
商
店
街
等
、
自
転
車
利
用
が
多
く
、
放

置
自
転
車
が
多
い
又
は
多
く
見
込
ま
れ
る
地
区
で
は
、
官

民
の
適
切
な
分
担
の
下
、
駐
輪
場
の
整
備
を
推
進
す
る
必

要
が
あ
る
。

③

自
動
車
利
用
者
へ
の
配
慮

①
高
齢
者
･
障
害
者
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
配
慮

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
増
加
、
通
行
す
る
車
両
の
多
様

化
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
等
に
対
応
し
、
車

線
数
、
車
道
幅
員
、
平
面
･
縦
断
線
形
や
そ
の
組
み
合
わ

せ
、
視
距
等
の
基
準
の
妥
当
性
を
照
査
し
、
必
要
に
応
じ
、

自
動
車
利
用
の
高
齢
者
･
障
害
者
の
立
場
か
ら
、
ゆ
と
り

の
あ
る
道
路
構
造
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ゆ
と
り
あ
る
走
行
を

確
保
す
る
た
め
、
ゆ
ず
り
あ
い
車
線
の
構
造
を
明
確
に
し
、

整
備
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
駐
車
場
等
に
お
い
て
は
、
障
害
者
の
利
用
に
配

慮
し
た
ゆ
と
り
の
あ
る
駐
車
ス
ペ
ー
ス
や
通
路
等
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
る
。

④

｢た
ま
り
｣
空
間
の
創
出

①
休
憩
、
交
流
等
の
た
め
の

｢た
ま
り
｣
空
間
の
整
備
の

推
進

ゆ
と
り
や
豊
か
さ
を
備
え
た
道
路
空
間
を
創
出
す
る
た

め
に
は
、
休
憩
、
遊
び
、
交
流
等
を
支
え
る

｢た
ま
り
｣

機
能
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
歩
行
者

や
自
転
車
の
多
い
道
路
の
交
差
点
や
橋
詰
め
等
に
お
い
て

歩
行
者
広
場
を
整
備
す
る
こ
と
や
商
店
街
、
住
宅
地
等
に

お
い
て
、
道
路
全
体
が

｢た
ま
り
｣
機
能
を
有
す
る
よ
う

に
歩
行
者
優
先
の
空
間
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
等
が
必
要

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
植
栽
や
デ

ザ
イ
ン
上
の
工
夫
に
よ
っ
て
、
快
適
で
魅
力
あ
る

｢た
ま

り
｣
空
間
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

②
休
憩
施
設
の
整
備
の
推
進

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
i
の
増
加
、
長
距
離
･
長
時
間
運
転
、

夜
間
交
通
量
の
増
大
等
に
伴
う
道
路
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
て
、
ト
イ
レ
や
情
報
機
能
を
有
す
る
休
憩
施
設
を

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
高
速
道
路
の
休
憩
施
設
に
つ
い
て
は
、
交

通
量
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
、
提
供
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
一
般
道
路
に
お
い
て
は
、
休
憩
施
設

(道
の
駅

等
)
を
道
路
の
付
属
物
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
構
造
を

明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

四

良
好
な
環
境
の
創
造

の

良
好
な
生
活
環
境
の
創
造

①
良
好
な
生
活
環
境
の
創
造

良
好
な
生
活
環
境
を
創
造
す
る
た
め
、
人
に
と
っ
て
使

い
や
す
い
道
路
構
造
の
実
現
、
美
し
い
街
並
み
の
形
成
に

資
す
る
道
路
整
備
等
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
地
域
特
性
に
応
じ
た
多
様
な
緑
化
、
舗
装

の
質
の
向
上
、
電
線
類
の
地
中
化
等
を
推
進
す
る
必
要
が

あ
る
。

ま
た
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
の
た
め
、
C
0
2
(二
酸

化
炭
素
)
の
排
出
量
の
安
定
化
や
都
市
部
の
ヒ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
現
象
の
緩
和
等
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
渋
滞
を
解

肖
し
、
適
切
な
走
行
速
度
を
確
保
す
る
た
め
の
体
系
的
な

道
路
網
整
備
、
ソ
ー
ラ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
活
用
、
緑
量
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の
増
大
等
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
道
路
空
間
上
で
の
ゴ
ミ
収
集
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
等
に
つ
い
て
そ
の
可
能
性
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

②
沿
道
環
境
の
保
全

沿
道
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、
騒
音
や
大
気
汚
染
の
要

因
で
あ
る
渋
滞
を
解
消
す
る
た
め
の
体
系
的
な
道
路
網
整

備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
自
動
車
構
造
の
改
善
、
道
路

構
造
の
改
善
、
幹
線
道
路
の
沿
道
に
適
し
た
土
地
利
用
の

誘
導
等
、
多
様
な
視
点
か
ら
の
総
合
的
な
施
策
の
展
開
が

必
要
で
あ
る
o

道
路
構
造
の
改
善
策
と
し
て
、
環
境
施
設
帯
や
遮
音
壁

の
設
置
等
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
環
境
施
設

帯
に
つ
い
て
は
、
道
路
の
基
本
構
造
の
一
つ
と
し
て
の
位

置
付
け
を
さ
ら
に
明
確
に
し
て
い
く
と
と
も
に
、
必
要
に

応
じ
、
幅
員
を
弾
力
的
に
設
定
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
環
境
施
設
帯
と
公
園
と
の
一
体

的
整
備
等
に
よ
り
良
好
な
環
境
を
創
造
す
る
こ
と
を
検
討

す
る
と
と
も
に
、
小
動
物
の
生
息
空
間
と
し
て
の
活
用
も

勘
案
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
低
騒
音
舗
装
を
よ
り

普
及
さ
せ
る
た
め
の
技
術
、
よ
り
景
観
に
配
慮
し
圧
迫
感

の
少
な
い
遮
音
壁
、
高
架
裏
面
吸
音
板
等
の
技
術
の
開
発

を
進
め
る
と
と
も
に
、
環
境
保
全
の
観
点
か
ら
の
維
持
管

理
水
準
の
あ
り
方
を
整
理
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

③
道
路
と
沿
道
の
調
和
し
た
土
地
利
用
へ
の
誘
導
等

沿
道
か
ら
の
利
用
も
含
め
、
道
路
利
用
に
よ
っ
て
生
じ

る
沿
道
環
境
の
悪
化
等
の
諸
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、

道
路
空
間
に
お
け
る
対
策
に
併
せ
て
、
沿
道
に
お
け
る
対

策
を
一
体
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
幹

線
道
路
の
沿
道
の
土
地
利
用
や
沿
道
か
ら
の
道
路
の
利
用

形
態
を
、
地
域
の
生
活
活
動
や
道
路
の
状
況
に
応
じ
、
ふ

さ
わ
し
い
も
の
に
誘
導
し
て
い
く
こ
と
や
、
良
好
な
居
住

環
境
の
形
成
等
、
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
沿
道
と
そ
の

背
後
地
を
総
合
的
に
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ

の
た
め
、
都
市
計
画
と
連
携
し
た
土
地
利
用
の
転
換
や
緩

衝
建
築
物
の
沿
道
へ
の
誘
導
等
、
関
連
す
る
諸
制
度
の
拡

充
強
化
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

④
都
市
緑
化
等
の
推
進

道
路
空
間
は
、
良
好
な
都
市
空
間
を
形
成
す
る
う
え
で
、

重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
都
市
緑
化
を

進
め
、
う
る
お
い
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
う
え
で
、
道

路
緑
化
を
積
極
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
道
路
緑
化

に
際
し
て
は
、
公
園
等
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
地
域
特
性

に
応
じ
た
樹
種
に
選
定
や
樹
木
の
配
置
等
を
行
う
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

の

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
促
進

①
自
然
に
親
し
む
た
め
の
道
路
の
整
備
推
進

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
、

自
然
に
親
し
む
た
め
の
歩
道
、
自
転
車
道
、
自
動
車
で
走

り
な
が
ら
自
然
の
体
感
･
観
察
が
可
能
な
道
路

(パ
ー
ク

ウ
ェ
イ
)
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
歴
史
的
に
価
値
の
あ
る
街
道
等
に
つ
い
て
も
、

そ
の
位
置
付
け
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
保
存
、
整
備
、
活

用
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

②
自
然
環
境
保
全
へ
の
配
慮

自
然
に
親
し
む
た
め
の
道
路
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
マ

イ
カ
ー
か
ら
バ
ス
等
へ
の
乗
り
換
え
駐
車
場
や
ボ
ー
ド

ウ
ォ
ー
ク
の
活
用
等
に
よ
る
自
然
環
境
の
保
全
を
図
る
と

と
も
に
、
道
路
の
盛
土
等
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
活
用

し
た
動
植
物
の
成
育
環
境
の
形
成
に
も
配
慮
す
る
等
、
道

路
構
造
上
の
工
夫
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

③

自
然
環
境
と
の
調
和

①
エ
コ
ロ
ー
ド
の
整
備
の
推
進

豊
か
な
自
然
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、
道
路
の
調
査
、

計
画
か
ら
設
計
、
施
工
、
管
理
ま
で
含
め
、
生
態
系
に
き

め
細
か
く
配
慮
し
た
道
路

(エ
コ
ロ
ー
ド
)
の
普
及
を
推

進
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
適
切
な
路
線
選
定
を

行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
、
橋
梁
･
ト
ン
ネ
ル
構
造

の
採
用
や
動
物
用
の
横
断
構
造
物
の
設
置
等
、
道
路
構
造

を
工
夫
す
る
必
要
が
あ
る
。
や
む
を
得
ず
貴
重
な
動
植
物

種
等
の
生
息
地
を
通
過
す
る
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
、

代
替
の
環
境
整
備

(ミ
チ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
)
を
行
う
ほ
か
、

道
路
整
備
に
お
い
て
造
成
さ
れ
た
空
間
へ
の
緑
化
の
推
進
、

工
事
用
道
路
の
緑
化
復
元
等
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
道
路
供
用
後
の
沿
道
土
地
利
用
の
変
化
に
よ
り
、

自
然
環
境
に
大
き
な
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
な
方
策
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

②
生
物
の
生
息
を
可
能
と
す
る
ビ
オ
ト
ー
プ
の
形
成

自
然
環
境
と
調
和
し
た
道
路
整
備
を
進
め
る
た
め
、
都
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市
部
等
の
自
然
の
乏
し
い
地
域
に
お
い
て
は
、
中
央
帯
、

環
境
施
設
帯
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
内
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
等
を
活
用
し
、
積
極
的
に
動
植
物
の
生
息
生
育
空
間

(ビ
オ
ト
ー
プ
)
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
高
･
中
･
低
木
や
草
地
を
組
み
合
わ
せ
た

植
栽
、
昆
虫
類
･
小
動
物
等
の
隠
れ
場
や
営
巣
の
場
と
な

る
多
孔
質
空
間

(石
積
み
や
丸
太
積
み
に
よ
る
穴
や
隙
間

的
空
間
)
の
確
保
、
起
伏
の
あ
る
小
地
形
の
採
用
等
、
道

路
構
造
上
の
工
夫
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

@

豊
か
な
余
暇
活
動
の
支
援

①
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
支
援

自
由
時
間
の
増
大
に
よ
り
、
余
暇
活
動
が
活
発
化
し
、

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
目
的
の
交
通
が
増
大
す
る
と
と
も
に

移
動
が
広
域
化
し
て
お
り
、
豊
か
な
余
暇
活
動
を
支
援
す

る
た
め
の
道
路
整
備
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
、

主
要
な
観
光
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
は
、
休
日
や
オ
ン
シ
ー

ズ
ン
の
交
通
特
性
等
を
考
慮
し
て
構
造
を
決
定
す
る
必
要

が
あ
る
。

ま
た
、
観
光
地
に
お
け
る
周
遊
ル
ー
ト
形
成
の
た
め
の

道
路
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
、

オ
!
ト
キ
ャ
ン
プ
場
、
ス
キ
ー
場
等
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
施
設
を
I
C
、
S
A
、
P
A
と
一
体
的
に
整
備
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

②
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
た
め
の
情
報
提
供
の
充
実

は
じ
め
て
の
旅
行
者
で
も
目
的
地
が
わ
か
る
よ
う
に
名

所
等
の
案
内
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
次
世
代
道
路
交
通

シ
ス
テ
ム

(A
R
T
S
)
等
の
活
用
に
よ
り
、
渋
滞
状
況

の
提
供
、
最
適
ル
ー
ト
の
案
内
、
施
設
の
予
約
の
サ
ー
ビ

ス
を
可
能
と
す
る
等
、
情
報
提
供
を
通
じ
て
快
適
な
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
支
援
を
図
る
。

五

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
の

展
…開

③

ま
ち
づ
く
り
の
展
開

①
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
道
路
づ
く
り
の
推
進

道
路
は
都
市
の
骨
格
を
形
成
し
、
土
地
利
用
を
誘
導
す

る
こ
と
か
ら
、
良
好
な
都
市
空
間
の
形
成
に
き
わ
め
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
都
市
に
お
け

る
計
画
的
な
道
路
づ
く
り
が
重
要
で
あ
り
、
良
好
な
市
街

地
形
成
を
誘
導
す
る
計
画
的
な
道
路
整
備
を
進
め
る
と
と

も
に
、
宅
地
や
道
路
を
一
体
的
に
整
備
す
る
土
地
区
画
整

理
事
業
や
市
街
地
再
開
発
事
業
等
の
面
的
整
備
を
積
極
的

に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

②

空
間
機
能
の
重
視

①
公
共
空
間
と
し
て
の
道
路
空
間
の
確
保

道
路
は
交
通
機
能
及
び
空
間
機
能
を
有
し
て
い
る
。
空

間
機
能
と
し
て
は
、
市
街
地
の
骨
格
形
成
、
都
市
や
地
区

の
シ
ン
ボ
ル
の
形
成
等
の
機
能
、
延
焼
防
止
、
避
難
場
所
、

防
災
活
動
の
た
め
の
空
間
と
し
て
の
機
能
、
緩
衝
空
間
、

通
風
、
採
光
、
修
景
、
人
々
が
集
い
、
憩
う
場
と
し
て
の

活
動
空
間
の
形
成
、
美
装
化
と
い
っ
た
環
境
空
間
と
し
て

の
機
能
、
公
共
交
通
施
設
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
等
の
収
容
空

間
と
し
て
の
機
能
が
あ
る
。

道
路
の
持
つ
空
間
機
能
を
発
揮
さ
せ
、
個
性
や
魅
力
あ

る
み
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
、
都
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る

道
路
、
都
市
の
骨
格
を
形
成
す
る
道
路
等
で
は
、
歩
道
、

植
樹
帯
、
中
央
帯
等
の
幅
員
の
割
増
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
等
、
空
間
機
能
の
拡
充
が
で
き
る
よ
う
な
基
準
を
設
け

る
べ
き
で
あ
る
。

②
新
た
な
構
成
要
素

(広
場
)
の
明
示

人
々
が
集
い
、
憩
う
場
と
な
る
と
と
も
に
沿
道
地
域
に

対
す
る
良
好
な
環
境
の
創
造
や
災
害
時
に
お
け
る
延
焼
防

止
、
避
難
路
、
避
難
場
所
等
の
防
災
空
間
等
の
機
能
を
果

た
す
空
間
を
整
備
す
る
た
め
、
道
路
の
新
た
な
構
成
要
素

と
し
て

｢広
場
｣
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

③
良
好
な
景
観
形
成
の
推
進

美
し
い
街
並
み
を
形
成
す
る
う
え
で
、
道
路
は
重
要
な

景
観
構
成
要
素
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
景
観
整
備
に

よ
っ
て
沿
道
に
よ
り
グ
レ
ー
ド
の
高
い
建
築
物
を
誘
導
す

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
舗
装
や
植
栽
等
の
質
を
向

上
さ
せ
、
さ
ら
に
、
電
線
共
同
溝

(C

･
C

･
B
O
X
)

等
の
整
備
に
よ
る
電
線
類
の
地
中
化
を
推
進
し
、
快
適
な

歩
行
空
間
を
形
成
し
つ
つ
、
よ
り
良
い
道
路
景
観
を
形
成

す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
沿
道
と
一
体
と
な
っ
た
良
好
な
景
観
形
成
を
図

り
、
屋
外
広
告
物
の
設
置
の
適
正
化
を
行
う
た
め
、
道
路

占
用
、
建
築
協
定
、
屋
外
広
告
物
条
例
等
の
制
度
の
活
用

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
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④
道
路
空
間
の
利
用
計
画
の
策
定

地
下
道
路
、
新
物
流
シ
ス
テ
ム
等
に
加
え
、
公
共
公
益

施
設
の
収
容
空
間
と
し
て
の
道
路
の
機
能
が
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
い
る
。
道
路
の
上
空
及
び
地
下
の
空
間
を
計

画
的
か
つ
効
率
的
に
利
用
す
る
た
め
、
総
合
的
な
道
路
空

間
利
用
計
画
の
策
定
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
具
体
的

に
は
、
高
架
道
路
、
ス
カ
イ
ウ
ェ
イ
、
人
工
地
盤
、
ト
ン

ネ
ル
構
造
の
地
下
道
路
、
地
下
歩
道
、
地
下
駐
車
場
、
共

同
溝
、
電
線
共
同
溝
、
新
物
流
シ
ス
テ
ム
、
地
下
利
用
管

路
型
輸
送
シ
ス
テ
ム
等
、
道
路
管
理
上
必
要
と
考
え
ら
れ

る
施
設
整
備
の
ほ
か
、
道
路
施
設
以
外
の
ガ
ス
、
電
気
、

熱
供
給
施
設
、
上
下
水
道
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
供
給
施

設
の
利
用
要
請
に
対
応
し
た
道
路
空
間
の
適
正
か
つ
有
効

な
利
用
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
道
路
空
間
の
整
備
･
管
理
に
責
任
を
持
っ

た
道
路
管
理
者
が
中
心
と
な
っ
て
総
合
的
な
道
路
空
間
利

用
計
画
を
策
定
し
、
秩
序
あ
る
施
設
整
備
を
図
る
必
要
が

あ
る
。

⑤
立
体
的
な
利
用
に
よ
る
空
間
整
備
の
推
進

道
路
の
持
つ
空
間
機
能
は
沿
道
地
域
に
密
着
し
た
も
の

で
あ
り
、
そ
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
人
々
の
協
力

を
得
つ
つ
沿
道
空
間
と
一
体
的
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ

る
･0特

に
道
路
用
地
確
保
の
困
難
な
都
市
部
に
お
い
て
は
、

道
路
と
沿
道
の
空
間
の
一
体
的
な
活
動
、
道
路
空
間
の
立

体
的
活
動
、
道
路
と
他
の
公
共
施
設
と
の
複
合
化
等
、
都

市
空
間
の
有
効
活
用
に
よ
り
空
間
機
能
の
確
保
を
図
る
必

要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
沿
道
に
お
け
る
公
開
空
地
を
活
用
す
る
方
策

等
の
空
間
確
保
に
関
す
る
官
民
協
力
も
推
進
す
る
必
要
が

あ
る
。

③

地
域
特
性
を
活
か
し
た
道
路
整
備

①
地
域
特
性
を
活
か
し
た
道
路
構
造
の
採
用

道
路
の
使
わ
れ
方
は
、
沿
道
周
辺
状
況
に
よ
っ
て
大
き

く
異
な
る
た
め
、
道
路
構
造
も
そ
れ
に
的
確
に
対
応
で
き

る
も
の
と
し
、
安
全
性
、
円
滑
性
、
快
適
性
、
利
便
性
を

確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
活

力
に
あ
ふ
れ
、
魅
力
の
あ
る
も
の
と
な
る
た
め
に
は
、
全

国
一
律
の
画
一
的
な
道
路
で
は
な
く
、
地
域
の
個
性
を
反

映
し
た
道
路
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
道
路
構
造
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
地
形
、

気
象
と
い
っ
た
地
域
特
性
に
加
え
て
、
沿
道
の
土
地
利
用
、

歴
史
、
文
化
等
の
地
域
特
性
を
積
極
的
に
考
慮
す
る
必
要

が
あ
り
、
特
に
横
断
構
成
等
で
は
柔
軟
な
運
用
が
可
能
な

基
準
と
す
べ
き
で
あ
る
。

②
沿
道
土
地
利
用
に
調
和
し
た
道
路
構
造
の
採
用

道
路
に
求
め
ら
れ
る
機
能
は
、
沿
道
が
住
宅
地
か
、
商

業
地
か
と
い
っ
た
土
地
利
用
等
の
沿
道
特
性
に
よ
っ
て
異

な
る
。
こ
の
た
め
道
路
構
造
は
、
こ
れ
に
適
切
に
対
応
し

て
決
定
す
る
必
要
が
あ
り
、
横
断
面
構
成
に
つ
い
て
は
、

多
様
な
土
地
利
用
に
応
じ
、
空
間
機
能
も
考
慮
し
た
多
様

な
構
造
が
決
定
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

③
歴
史
･
文
化
等
の
道
路
構
造
へ
の
反
映

道
路
が
全
国
画
一
的
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お

い
て
個
性
的
で
あ
る
た
め
に
は
、
地
域
の
要
請
に
適
切
に

対
応
し
た
必
要
な
中
央
帯
、
路
肩
等
の
幅
員
が
確
保
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
と
と
も
に
、
樹
種
、
舗
装
等

の
材
料
、
道
路
付
属
物
の
デ
ザ
イ
ン
等
が
地
域
の
歴
史
、

文
化
等
を
反
映
し
た
も
の
と
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

道
路
線
形
の
計
画
に
あ
た
っ
て
は
、
山
並
み
や
歴
史
的
建

造
物
等
の
地
域
を
代
表
す
る
著
名
な
景
観
要
素
の
情
景
を

積
極
的
に
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

特
に
、
観
光
地
や
景
勝
地
等
、
自
然
景
観
に
優
れ
た
地

域
、
歴
史
的
な
街
並
み
が
保
存
さ
れ
た
地
域
、
駅
前
等
の

地
域
の
顔
と
な
る
よ
う
な
地
域
、
ま
た
は
良
好
な
街
並
み

が
形
成
さ
れ
て
い
る
地
域
で
は
、
地
域
の
特
性
に
合
っ
た

道
路
整
備
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
電
線
類
の
地
中
化
や
屋

外
広
告
物
の
除
去
･
誘
導
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
併
せ
て
沿
道
建
築
物
の
デ
ザ

イ
ン
も
含
め
て
、
道
路
と
沿
道
が
一
体
と
な
っ
た
景
観
整

備
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

④
積
雪
寒
冷
地
域
の
道
路
構
造
へ
の
配
慮

積
雪
寒
冷
地
域
に
お
い
て
は
、
冬
期
に
お
け
る
車
道
及

び
歩
行
者
空
間
を
確
保
す
る
た
め
、
ま
た
、
効
率
的
な
除

排
雪
を
可
能
と
す
る
た
め
、
雄
雪
帯
の
設
置
が
必
要
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
雄
雪
帯
に
つ
い
て
積
雪
寒
冷
地
域
に
お

け
る
道
路
の
基
本
構
造
と
し
て
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
べ

き
で
あ
る
。
な
お
、
堆
雪
帯
の
幅
に
つ
い
て
は
、
降
雪
深
、
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積
雪
深
等
の
気
象
条
件
、
沿
道
状
況
等
に
即
し
て
設
定
す

る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
冬
期
に
お
い
て
も
信
頼
性
、
安
全
性
の
高
い
モ

ビ
リ
テ
ィ
を
確
保
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
自
動
車
の
走
行
性
能
、
道
路
の
除
排
雪
等
の
管
理
水

準
、
冬
期
に
お
け
る
速
度
サ
ー
ビ
ス
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、

安
全
か
つ
円
滑
な
走
行
が
可
能
と
な
る
よ
う
適
切
な
線
形

要
素
を
用
い
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

⑭

地
域
拠
点
の
形
成

①
I
C
、
S
A
･
P
A
に
よ
る
地
域
拠
点
整
備
の
推
進

高
速
道
路
の
I
C
は
、
そ
の
地
域
へ
の
入
り
ロ
と
し
て

潜
在
的
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
き
わ
め
て
高
い
場
合
が
多
い
。

従
っ
て
、
医
療
施
設
、
商
業
施
設
、
物
流
施
設
等
と
の
一

体
的
計
画
的
な
整
備
を
行
い
、
新
た
な
地
域
拠
点
の
形
成

を
積
極
的
に
図
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
周
辺
地
域
の
特

性
を
活
か
し
て
、
文
化
施
設
、
観
光

･
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
施
設
等
と
一
体
化
し
た
開
か
れ
た
S
A
･
P
A
を
新
た

な
地
域
の
拠
点
と
し
て
整
備
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

②

｢道
の
駅
｣
に
よ
る
地
域
振
興
の
推
進

一
般
道
路
に
お
け
る
休
憩
施
設
の
整
備
と
あ
わ
せ
て
、

地
域
振
興
施
設
等
を
整
備
す
る

｢道
の
駅
｣
を
、
地
域
の

拠
点
と
し
て
整
備
す
る
。

◎

沿
道
と
の
調
和

①
沿
道
出
入
り
交
通
へ
の
配
慮

沿
道
土
地
利
用
が
進
ん
だ
地
域
で
は
、
沿
道
に
出
入
り

す
る
交
通
が
本
線
の
交
通
に
影
響
を
与
え
、
交
通
渋
滞
や

交
通
事
故
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
o

こ
の
た
め
、
一
定
の
速
度
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
必
要

の
あ
る
道
路
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
通
常
の
車
線
数

に
追
加
し
て
、
沿
道
へ
の
出
入
り
交
通
を
分
担
さ
せ
る
特

別
の
車
線

(緩
速
車
線
等
)
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
沿
道
の
出
入
り
交
通
が
特
に
多
い
場
合
に
は
、

右
左
折
専
用
レ
ー
ン
の
設
置
、
道
路
地
下
や
道
路
上
空

(人
工
地
盤
)
を
活
用
し
た
ミ
ニ
バ
イ
パ
ス
の
整
備
等
、

交
通
対
策
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
既
存
の
道
路
に
大
規
模
な
施
設
が
立
地
す
る
場

合
に
は
、
開
発
事
業
者
と
道
路
管
理
者
等
が
連
携
し
て
、

交
通
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
開
発
に
伴
う
交
通
へ
の

影
響
を
予
測
･
評
価
し
た
う
え
で
、
必
要
に
応
じ
駐
車
待

ち
レ
ー
ン
の
設
置
等
の
対
策
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

②
沿
道
と
の
一
体
的
な
整
備
の
推
進

用
地
の
限
ら
れ
た
都
市
部
に
お
い
て
、
よ
り
ゆ
と
り
あ

る
道
路
空
間
を
創
出
す
る
た
め
、
沿
道
の
特
性
を
考
慮
し
、

環
境
施
設
帯
と
公
園
の
一
体
的
整
備
、
沿
道
の
公
共
用
地

や
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
等
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
空
地
の
活
用
、

交
差
点
に
お
け
る
沿
道
利
用
、
交
通
運
用
と
沿
道
と
の
連

携
等
、
道
路
と
沿
道
と
の
一
体
的
な
整
備
を
推
進
す
る
必

要
が
あ
る
。

例
え
ば
、
沿
道
に
公
園
等
の
公
共
空
間
や
セ
ッ
ト
バ
ッ

ク
等
に
よ
る
公
開
空
地
が
あ
る
場
合
に
は
、
道
路
区
域
に

所
要
の
歩
行
者
等
の
空
間
を
確
保
し
た
上
で
、
沿
道
の
空

地
を
一
体
的
な
空
間
と
し
て
と
ら
え
、
空
地
に
歩
道
、
植

樹
帯
、
ベ
ン
チ
等
の
配
置
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

⑧

住
宅
地
･
商
業
地
内
の
道
路
交
通
環
境
整
備

①
地
区
交
通
計
画
に
基
づ
い
た
道
路
整
備
の
推
進

住
宅
地
内
、
商
業
地
内
の
地
区
内
道
路
は
、
地
域
住
民

に
最
も
身
近
な
公
共
空
間
で
あ
り
、
よ
り
良
い
環
境
を
形

成
す
る
う
え
で
、
安
全
か
つ
快
適
で
親
し
み
や
す
い
空
間

と
し
て
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
地
区
内
の

土
地
利
用
の
状
況
、
自
動
車
及
び
歩
行
者
等
の
利
用
状
況

や
交
通
の
動
線
を
考
慮
し
て
、
地
区
の
総
合
的
な
交
通
計

画
の
視
点
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
や
駐
車
場
の
配
置

等
の
画
的
名
道
路
交
通
計
画
を
策
定
し
、
必
要
に
応
じ
て

画
的
整
備
事
業
も
活
用
し
て
、
地
区
の
特
性
に
応
じ
た
道

路
網
の
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

②
住
宅
地
･
商
業
地
内
の
歩
車
共
存
道
路
等
の
整
備
推
進

住
宅
地
･
商
業
地
内
の
道
路
は
、
地
区
の
画
的
な
計
画

に
基
づ
い
て
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
道

路
は
歩
行
者
等
が
主
役
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
必
要
に
応
じ

狭
さ
く
や
ハ
ン
プ
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
｢た
ま
り
｣

空
間
を
有
す
る
道
路
構
造
と
す
る
。
こ
の
場
合
、
ま
ち
づ

く
り
･
地
域
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
道
路
の
舗
装
の
美
装

化
や
植
栽
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
の
参
加
･
協

力
を
得
て
、
建
築
物
等
の
景
観
形
成
も
併
せ
て
誘
導
す
る

こ
と
が
有
効
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
地
区
内
道
路
は
、
住
民
の
日
常
生

活
を
支
え
る
機
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
道
路
空
間

に
お
い
て
、
ゴ
ミ
収
集
ス
ペ
ー
ス
等
、
生
活
環
境
施
設
の
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整
備
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

六

高
度
情
報
化
の
推
進

0

高
度
情
報
化
の
推
進

①
情
報
通
信
基
盤
の
構
築
の
た
め
の
支
援

国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
、経
済
の
持
続
的
発
展
、高
齢
化

社
会
へ
の
対
応
等
の
我
が
国
の
直
面
す
る
課
題
に
対
応
し
、

真
に
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、電

話
や
C
A
T
V
等
の
事
業
者
に
よ
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の

整
備
等
、情
報
通
信
基
盤
の
早
急
な
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
等
の
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
に
よ
り
、

高
速
、
大
容
量
の
映
像
を
中
心
と
す
る
情
報
通
信
が
本
格

化
し
、
テ
レ
ビ
会
議
、
在
宅
勤
務
へ
遠
隔
医
療
、
遠
隔
教

育
等
が
可
能
と
な
り
、
地
域
間
の
時
間
･
距
離
の
制
約
を

大
幅
に
縮
小
さ
せ
、
国
土
構
造
の
自
由
度
を
高
め
、
高
度

情
報
社
会
の
実
現
が
可
能
と
な
る
。
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の

早
急
な
整
備
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
道
路
空
間
の
適
正
利
用

を
図
る
た
め
、
道
路
を
人
や
物
の
移
動
の
た
め
の
空
間
と

し
て
だ
け
で
は
な
く
、
情
報
も
移
動
す
る
空
間
と
し
て
位

置
づ
け
、
今
後
の
道
路
の
標
準
的
な
施
設
と
し
て
道
路
地

下
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
等
を
収
容
す
る
空
間
を
整
備
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
共
同
溝
の
整
備
を
推
進

る
と
と
も
に
、
従
来
の
キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
に
比
べ
て
構
造

が
コ
ン
パ
ク
ト
な
電
線
共
同
溝

(C
･
C
･
B
O
X
)
を

先
行
的
に
整
備
す
る
こ
と
と
し
、
あ
わ
せ
て
、
必
要
な
法

制
度
の
整
備
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

②
各
種
の
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
の
利
便
性
の
向
上

P
H
S

(パ
ー
ソ
ナ
ル
ハ
ン
デ
ィ
ホ
ン
)
や
ト
ン
ネ
ル

内
の
自
動
車
電
話
中
継
施
設
整
備
の
支
援
、
ト
ン
ネ
ル
内

の
ラ
ジ
オ
放
送
の
再
放
送
設
備
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
秩
序
あ
る
道
路
空
間
利
用
に
よ
る
新
た
な
情
報
通

信
シ
ス
テ
ム
の
開
発
整
備
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
適
切
な
誘

導
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

③
わ
か
り
や
す
い
道
路
交
通
情
報
の
提
供
の
推
進

従
来
か
ら
の
道
路
情
報
板
や
路
側
情
報
シ
ス
テ
ム
等
の

道
路
情
報
提
供
装
置
に
よ
る
わ
か
り
や
す
く
、き
め
細
や

か
な
情
報
提
供
に
加
え
、安
全
性
の
向
上
、円
滑
性
の
確
保
、

環
境
の
保
全
へ
の
対
応
の
必
要
性
か
ら
、新
し
い
情
報
通

信
技
術
を
活
用
し
た
道
路
交
通
情
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
情

報
提
供
の
一
層
の
高
度
化
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
の
視
点
か
ら
、標
識
と

道
路
地
図
の
連
携
に
よ
る
案
内
シ
ス
テ
ム
の
普
及
、歩
行

者
等
に
対
す
る
案
内
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、各
道
路
管
理
者

が
提
供
す
る
道
路
交
通
情
報
の
統
一
化
等
が
必
要
で
あ
る
。

②

交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
高
度
化

①
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
高
度
化
の
推
進

道
路
の
効
率
的
利
用
、
円
滑
な
交
通
の
確
保
の
た
め
に
、

地
域
に
よ
っ
て
は
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
す
る

こ
と
が
有
効
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
対
応
し
た
H
O
V
レ
ー
ン

(出
瀦
け
O
R
に
℃
P
b
g

<
①官
6
言

せ
き
④
…
複
数
乗
車
車
両
専
用
車
線
)、
バ
ス

レ
ー
ン
、
H
O
V
車
線
や
バ
ス
レ
ー
ン
に
活
用
す
る
リ
バ
ー

シ
ブ
ル
レ
ー
ン
等
の
設
置
が
可
能
と
な
る
道
路
構
造
と
し

た
り
、
相
乗
り
促
進
の
た
め
の
乗
り
換
え
駐
車
場
等
の
整

備
が
必
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
は
、適
切
な
道
路
利
用
を
誘
導
す
る
た
め
、
ロ
ー

ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
等
の
導
入
に
つ
い
て
も
中
長
期
的
な
課

題
と
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。ま
た
、次
世
代
道
路
交

通
シ
ス
テ
ム

(A
R
T
S
)
等
を
活
用
し
て
、年
末
年
始

や
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
等
、交
通
が
集
中
す
る
時
期
の

混
雑
を
緩
和
す
る
た
め
、高
速
道
路
や
駐
車
場
の
予
約
が

で
き
る
等
の
シ
ス
テ
ム
を
検
討
･
開
発
す
る
必
要
が
あ
る
。

③

新
技
術
の
導
入

①
安
全
性
向
上
等
の
た
め
の
次
世
代
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム

の
構
築

近
年
に
お
け
る
情
報
･
通
信
分
野
で
の
休
息
な
技
術
進

歩
や
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
等
の
新
技
術
の
発
展
の
結
果
、

安
全
･
快
適
･
効
率
的
な
移
動
と
環
境
と
の
調
和
を
目
的

と
す
る
道
路
と
自
動
車
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
化
、
す
な

わ
ち
、
｢次
世
代
道
路
づ
く
り
｣
が
可
能
と
な
り
、
高
齢

者
や
障
害
者
も
含
め
た
す
べ
て
の
人
々
が
よ
り
安
全
に
、

よ
り
簡
単
に
、
よ
り
楽
し
く
、
よ
り
高
度
に
道
路
を
利
用

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

最
近
、
こ
の
分
野
に
関
す
る
研
究

･
開
発
が
世
界
的
に

活
発
化
し
て
い
る
が
、
日
本
に
お
い
て
も
具
体
的
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
、人
と
車
と
道
路
が
一
体
と
な
っ
た
次
世
代

道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
(A
R
T
S
…
>
Q
く
槌
口
oa

刃
0
“
亀

号
尺農
務
□
o
ユ
鑓
什5
ロ
リ
添
付
日
の)
の
実
用
化
に
向
け
た
具
体
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的
検
討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

官
学
民
の
参
加
に
よ
り
積
極
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、公
的
機
関
は
研
究
･
開
発
機
関
と
協
力
し
、

道
路
側
の
基
本
シ
ス
テ
ム
と
し
て
情
報
収
集
･
提
供
イ
ン

フ
ラ
、情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
等
の
整
備
に
加
え
て
基
本
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
及
び
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す
る
必
要
が
あ

　　
　一

方
、
民
間
は
、
道
路
利
用
者
側
の
基
本
シ
ス
テ
ム
要

素
で
あ
る
次
世
代
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
に
対
応
す
る
自
動

車
を
開
発
す
る
と
と
も
に
、
個
々
の
ニ
ー
ズ
を
実
現
す
る

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
の
開
発
を
推
進
す
る
こ
と
が
望
ま

れ
る
。

②
物
流
の
効
率
化
の
た
め
の
新
物
流
シ
ス
テ
ム
の
導
入

物
流
シ
ス
テ
ム
を
よ
り
効
率
的
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、

物
流
需
要
が
高
く
、
道
路
交
通
混
雑
や
大
気
汚
染
等
の
諸

問
題
が
著
し
く
生
じ
て
い
る
地
域
あ
る
い
は
路
線
に
お
い

て
、
物
流
の
た
め
の
専
用
空
間
を
道
路
空
間
等
を
利
用
し

て
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
専
用
空
間
を
利
用
し
て

定
時
性
、
速
達
性
、
経
済
性
に
優
れ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
、
安
全
性
や
環
境
の
向
上
に
も
役
立
つ
新
物
流
シ
ス
テ

ム
、
石
油
等
の
液
体
物
質
や
廃
棄
物
等
の
輸
送
の
た
め
の

管
路
型
シ
ス
テ
ム
を
含
め
、
種
々
の
物
流
シ
ス
テ
ム
の
開

発
、
導
入
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

③
料
金
所
の
渋
滞
緩
和
等
を
図
る
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ

ム
の
開
発
･
導
入

次
世
代
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム

(A
R
T
S
)
の
一
環
と

し
て
、
料
金
所
で
一
旦
停
止
す
る
こ
と
な
く
、
自
動
的
に

料
金
支
払
い
が
可
能
と
な
る
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
収

受
シ
ス
テ
ム
の
早
急
な
開
発
･
導
入
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

④
開
発
さ
れ
た
新
技
術
の
道
路
構
造
へ
の
積
極
的
な
適
用

開
発
さ
れ
た
道
路
技
術
に
よ
る
安
全
性
の
向
上
、
道
路

利
用
効
率
の
向
上
等
の
成
果
に
対
し
て
適
正
な
評
価
と
検

討
を
行
う
と
と
も
に
、
こ
の
評
価
結
果
を
も
と
に
新
技
術

を
道
路
構
造
に
適
用
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
自
動
車
等
の
道
路
交
通
に
関
連
す
る
技
術
開
発

の
進
捗
状
況
、
そ
の
効
果
、
普
及
状
況
に
応
じ
て
適
切
な

対
応
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑤
超
長
大
構
造
物
の
経
済
的
な
建
設
の
た
め
の
技
術
開
発

の
推
進

地
域
連
携
強
化
の
た
め
、
海
峡
横
断
構
造
物
の
建
設
に

対
す
る
要
請
の
高
ま
り
に
対
応
し
て
、
超
長
大
橋
梁
の
場

合
に
は
大
幅
に
建
設
コ
ス
ト
を
低
減
す
る
技
術
の
開
発
、

ま
た
、
超
長
大
ト
ン
ネ
ル
の
場
合
に
は
自
動
車
連
行
を
可

能
と
す
る
た
め
の
新
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム
の
開
発
が
必
要

で
あ
る
。

⑥
建
設
コ
ス
ト
の
低
減
の
た
め
の
技
術
開
発
の
推
進

本
格
的
な
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
我
が
国
に
お
い
て
は
、

従
来
に
も
増
し
て
質
の
高
い
社
会
資
本
を
よ
り
少
な
い
費

用
で
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
施
工
の
省
力

化
、
自
動
化
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
や
よ
り
合
理
的
な
設

計
法
に
関
す
る
技
術
の
開
発
、
導
入
を
積
極
的
に
進
め
、

建
設
コ
ス
ト
の
低
減
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

⑦
国
際
連
携
の
強
化

交
通
事
故
、
渋
滞
、
環
境
問
題
な
ど
は
日
本
の
道
路
交

通
特
有
の
課
題
で
は
な
く
、
今
や
全
世
界
共
通
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
交
通

需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
次
世
代
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
な
ど

に
つ
い
て
欧
米
諸
国
で
も
研
究
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
道
路
交
通
の
交
際
化
の
進
展
に
対
応
し
て
、
こ
の

よ
う
な
先
進
技
術
の
共
通
化
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
欧
米
諸
国
と
先
進
技
術
に
関
す
る
情
報
交

換
を
進
め
、
必
要
に
応
じ
て
共
同
研
究
を
実
施
し
、
効
率

的
な
技
術
開
発
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
欧
米
諸
国
と
も
連
携
を
図
り
、
技
術
移
転
を

行
い
、
国
際
道
路
交
通
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

㈱

維
持
管
理
の
高
度
化

①
適
切
な
維
持
管
理
と
道
路
機
能
の
保
全

増
加
す
る
道
路
ス
ト
ッ
ク
を
適
切
に
保
全
し
、
良
好
な

道
路
環
境
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、
構
造
物
の
耐
久
性
を

高
め
る
と
と
も
に
、
効
率
的
か
つ
合
理
的
な
維
持
管
理
を

図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
必
要
な
道
路
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
維
持
管
理
作
業
に
配
慮
し

た
道
路
構
造
の
採
用
等
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
道
路
利
用

者
の
コ
ス
ト
を
含
め
た
建
設
か
ら
維
持
管
理
ま
で
の
ト
ー

タ
ル
コ
ス
ト
を
低
減
で
き
る
よ
う
な
経
済
的
な
維
持
管
理

シ
ス
テ
ム
の
構
築
及
び
技
術
開
発
等
が
必
要
で
あ
る
。
こ

の
場
合
、
コ
ス
ト
に
は
渋
滞
等
に
よ
る
道
路
利
用
者
の
社
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会
的
コ
ス
ト
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
道
路
利

用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
道
路
管
理
の
高
度
化
･
効

率
化
を
図
る
た
め
、
気
象
情
報
、
災
害
時
等
の
情
報
を
収

集
･
提
供
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
を
推
進
す
る
必

要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
計
画
当
初
に
目
標
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
水
準
を

確
保
す
る
た
め
、
道
路
ス
ト
ッ
ク
の
適
切
な
保
全
に
加
え

て
、
沿
道
へ
の
新
た
な
立
地
に
よ
る
土
地
利
用
の
変
化
、

市
街
化
の
進
展
等
に
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
適
切
な

沿
道
利
用
へ
の
誘
導
、
沿
道
の
土
地
利
用
と
連
携
を
図
っ

た
道
路
構
造
の
変
更
、
交
通
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
適
切
な
実

施
等
が
必
要
で
あ
る
。

②
沿
道
も
含
め
た
総
合
的
な
防
災
性
の
向
上

災
害
の
危
険
性
か
ら
国
民
や
道
路
等
の
社
会
資
本
を
守

り
、
道
路
交
通
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
道
路

本
体
の
対
策
の
み
な
ら
ず
沿
道
も
含
め
た
総
合
的
な
対
策

が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
緊
急
輸
送
路
等
、
高
い
安

全
性
、
信
頼
性
が
求
め
ら
れ
る
路
線
に
つ
い
て
は
、
沿
道

の
土
地
、
建
物
、
施
設
の
構
造
等
に
つ
い
て
も
地
震
、
豪

雨
等
に
対
し
て
安
全
な
も
の
と
し
、
災
害
に
強
い
道
路
空

間
の
確
保
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

@
過
積
載
車
両
等
の
取
締
り
の
効
率
化

車
両
制
限
令
の
最
高
限
度
重
量
を
超
え
た
過
積
載
車
両

の
通
行
は
、
橋
梁
部
材
の
変
形
･
金
属
疲
労
や
コ
ン
ク
リ
ー

ト
床
版
の
疲
労
に
よ
る
亀
裂
の
発
生
等
を
生
じ
さ
せ
、
舗

装
の
寿
命
を
著
し
く
縮
め
、
補
修
費
用
を
増
大
さ
せ
る
大

き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
過
積
載
を
原
因
と
す

る
重
大
な
交
通
事
故
も
発
生
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
過
積
載
車
両
の
取
締
り
施
設
に
つ
い
て
、

道
路
管
理
上
の
施
設
と
し
て
設
置
基
準
等
を
設
け
る
と
と

も
に
、
特
に
大
型
車
両
の
通
行
の
多
い
路
線
等
に
は
一
定

の
間
隔
で
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
今
後
、
精
度
の
高
い
自
重
計
等
の
車
両
側
に
お
け

る
装
置
の
開
発
状
況
に
応
じ
、
こ
れ
を
用
い
た
取
締
り
施

設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
自
動
取
締

施
設
の
導
入
等
、
取
締
り
の
効
率
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

④
危
険
物
積
載
車
両
、
特
殊
車
両
の
管
理
シ
ス
テ
ム
の
開

発
等

危
険
物
積
載
車
両
や
特
殊
車
両
に
つ
い
て
は
、
事
故
の

際
の
一
般
交
通
へ
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

の
車
両
の
走
行
状
況
を
把
握
し
、
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応

を
行
う
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

こ
の
た
め
、
例
え
ば
路
車
間
情
報
シ
ス
テ
ム
等
の
通
信

シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
車
両
の
通
行
を
自
動
的
に
管
理
す
る

等
、
利
用
者
の
協
力
や
車
両
面
で
の
対
応
を
求
め
つ
つ
、

安
全
確
保
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム

(車
両
連
行
管
理
シ
ス
テ

ム
)
を
構
築
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
な
お
、
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
伴
い
、
通
行
許
可
手
続
き
の
簡
素
化
に
よ
る
利

用
者
の
利
便
性
向
上
も
可
能
と
な
る
。

ま
た
、
危
険
物
積
載
車
両
に
つ
い
て
は
、
物
流
の
効
率

化
等
の
観
点
か
ら
、
誘
導
車
の
配
置
等
に
よ
っ
て
安
全
が

確
保
さ
れ
る
場
合
は
、
一
定
の
品
目
に
つ
い
て
、
長
大
･

水
底
ト
ン
ネ
ル
の
通
行
を
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

な
お
、
こ
の
際
に
は
、
積
載
品
目
を
外
部
か
ら
容
易
に
識

別
す
る
た
め
の
車
体
表
示
や
、
車
両
の
走
行
情
報
の
把
握

等
、
安
全
確
保
の
た
め
の
条
件
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

七

効
率
的
な
道
路
整
備
の
推
進

の

ニ
ー
ズ
に
即
し
た
合
理
的
な
道
路
整
備
の
推
進

｢生
活
大
国
｣
を
め
ざ
し
、活
力
あ
る
経
済
に
支
え
ら

れ
た

｢ゆ
と
り
社
会
｣
を
実
現
す
る
に
は
、道
路
が
、
｢人

と
く
ら
し
を
支
え
る
社
会
空
間
｣
で
あ
る
と
の
認
識
の
も

と
、本
格
的
な
高
齢
化
社
会
が
到
来
す
る
21
世
紀
初
頭
ま

で
の
限
ら
れ
た
時
間
、資
源
の
制
約
の
下
に
、良
質
な
道
路

ス
ト
ッ
ク
を
形
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。そ
の
た
め
、

国
民
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
道
路
の
機
能
や
役
割
に
相
応
し
い
構
造
の
道

路
と
し
て
、計
画
的
か
つ
重
点
的
、減
り
張
り
の
利
い
た
道

路
投
資
、道
路
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

②

道
路
計
画
制
度
の
充
実

高
速
自
動
車
国
道
か
ら
幹
線
市
町
村
道
に
至
る
、
広
域

や
地
域
の
交
通
を
分
担
す
る
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

計
画
的
･
効
率
的
に
整
備
す
る
た
め
に
は
、

･
関
係
道
路
管
理
者
間
の
計
画
の
整
合
性
を
確
保
す
る

た
め
の
計
画
調
整
、

･
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
が
整

合
の
と
れ
た
整
備
を
行
う
た
め
の
事
業
調
整
、

･
円
滑
に
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
合
意
形
成
、
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が
重
要
で
あ
る
o

こ
の
た
め
、
地
域
毎
に
長
期
的
な
道
路
網
全
体
の
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
際
、
農
道
や
港

湾
道
路
な
ど
の
各
種
道
路
も
取
り
入
れ
た
総
合
的
な
計
画

と
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
各
種
道
路
の
内
、
一
般

交
通
の
利
用
の
多
い
道
路
は
、
道
路
法
上
の
道
路
と
構
造

の
整
合
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
整
備
を
進
め
る
上
で
は
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
重
点
投
資
を
行
い
、
計
画
的
、
効
率
的
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

円
滑
に
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
道
路
計
画

や
道
路
整
備
計
画
に
関
し
て
、
都
市
計
画
制
度
や
地
方
審

議
会
制
度
等
の
活
用
に
よ
る
地
域
の
合
意
形
成
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
交
通
結
節
点
、
商
店
街
、
住
宅
地
等
に
お
い

て
、
総
合
的
な
地
区
交
通
計
画
の
視
点
か
ら
画
的
な
道
路

計
画
を
立
案
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
や
地
域
住
民
等

の
合
意
形
成
を
図
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

③

道
路
空
間
の
確
保

道
路
整
備
を
推
進
す
る
う
え
で
、
円
滑
な
事
業
用
地
の

取
得
が
不
可
欠
で
あ
り
、
地
権
者
の
生
活
再
建
等
に
対
す

る
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
積
極
的
に
対
応
で
き
る
代
替
地
対
策

の
弾
力
的
な
運
用
を
図
る
ほ
か
、
収
用
制
度
の
適
切
な
活

用
等
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
交
通
結
節
点
に
お
け
る
人
工
地
盤
の
活
用
、

自
動
車
専
用
道
路
等
で
進
め
ら
れ
て
い
る
道
路
空
間
の
立

体
的
な
利
用
を
一
層
推
進
す
る
た
め
の
制
度
の
拡
充
を
図

る
必
要
が
あ
る
。

④

沿
道
と
の
一
体
的
な
整
備
の
推
進

限
ら
れ
た
都
市
空
間
に
お
い
て
ゆ
と
り
あ
る
道
路
空
間

を
積
極
的
に
創
出
す
る
た
め
、
沿
道
建
築
物
の
セ
ッ
ト
バ
ッ

ク
や
低
層
部
の
壁
面
後
退
、
沿
道
建
築
物
の
敷
地
内
の
通

路
の
活
用
、
沿
道
施
設
と
の
一
体
的
な
整
備
、
他
の
公
共

施
設
と
の
複
合
化
等
、
沿
道
と
の
調
整
を
図
り
、
道
路
と

沿
道
の
計
画
的
･
総
合
的
な
道
路
整
備
を
推
進
す
る
必
要

が
あ
る
。

ま
た
、
良
好
な
沿
道
環
境
の
形
成
･
保
全
を
図
る
た
め
、

幹
線
道
路
沿
道
に
適
し
た
土
地
利
用
や
緩
衝
建
築
物
の
誘

導
等
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

道イテセ 94,12 33



行
政
が
ま
も
り
国
民
が
生
か
す
新
し
い
ル
ー
ル

ー
行
政
手
続
法
の
施
行
に
当
た
っ
て
-

総
務
庁
行
政
管
理
局
行
政
手
続
法
担
当
室
室
長
補
佐

大
塚

幸
寛

は
じ
め
に

｢行
政
手
続
法

(平
成
五
年
法
律
第
八
八
号
)｣
及
び

｢行
政
手
続
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す

る
法
律

(平
成
五
年
法
律
第
八
九
号
)｣
(以
下
、
｢整
備

法
｣
と
い
う
。)
が
平
成
六
年
一
〇
月
一
日
か
ら
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

タ
イ
ト
ル
に
付
し
た

｢行
政
が
ま
も
り
国
民
が
生
か
す

新
し
い
ル
ー
ル
｣
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
は
、
行
政
手
続
法
の

施
行
を
機
に
総
務
庁
が
作
成
し
た
ポ
ス
タ
ー
の
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
と
し
て
用
い
た
も
の
で
す
。

今
回
は
、
こ
の
新
し
い
ル
ー
ル
の
成
立
の
経
緯
及
び
そ

の
内
容
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

ー
行
政
手
続
法
が
で
き
る
ま
で

等
の
指
摘
が
国
内
の
み
な
ら
ず
諸
外
国
か
ら
も
な
さ
れ
る

な
ど
、
公
正
で
透
明
な
行
政
運
営
の
確
保
を
求
め
る
声
が

=

背

景

冒
ま

つ

･
ま
し
と
。

行
政
手
続
の
法
的
整
備
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
七
年
に

行
政
不
服
審
査
法
が
制
定
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
行
政
庁

の
処
分
の
事
前
手
続
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
一
般
法
が
な

く
、
個
別
の
法
律
に
よ
る
措
置
に
委
ね
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
た
と
え
ば
許
認
可
の
取
消
処
分
に
つ
い
て
も

聴
聞
等
の
事
前
手
続
が
お
か
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
っ
た

り
、
同
種
の
処
分
で
あ
り
な
が
ら
法
律
に
よ
っ
て
事
前
手

続
が
あ
っ
た
り
な
か
っ
た
り
し
て
い
る
と
い
っ
た
制
度
間

の
不
備
･
不
統
一
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
最
近
で
は
、
行
政
運
営
に
お
い
て
行
政
指
導
が

多
用
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
処
分
に
よ
っ

て
は
処
理
や
審
査
の
基
準
が
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

高
ま

っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
要
請
に
応
え
る
た
め
、
様
々
な
行
政
分
野
を

通
じ
た
横
断
的
な
法
律
を
制
定
し
、
公
正
で
透
明
な
行
政

手
続
を
確
立
し
、
行
政
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
確
保
す

る
こ
と
が
緊
急
の
課
題
と
な
っ
た
の
で
す
。

②

法
制
定
ま
で
の
経
緯

統
一
的
な
行
政
手
続
の
法
的
整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て

は
、
昭
和
三
九
年
の
第
一
次
臨
時
行
政
調
査
会
の
指
摘
に

ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
第
一
次
臨
時
行
政
調
査
会
の

｢行
政
の
公
正
確
保

セ

の
た
め
の
手
続
の
改
革
に
関
す
る
意
見
｣
に
お
い
て
は
･

断

公
正
で
民
主
的
な
か
つ
能
率
的
な
行
政
を
実
現
す
る
た
め

“

に
専
門
的
な
調
査
会
を
設
置
し
て
統
一
的
な
行
政
手
続
法



を
検
討
す
る
こ
と
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ

は
結
局
実
現
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
五
四
年
の
｢航
空
機
疑
惑
問
題
等
防
止

対
策
に
関
す
る
協
議
会
｣
の
提
言
の
中
で
は
、
｢
一
般
的
な

行
政
手
続
法
の
整
備
に
つ
い
て
も
、
長
期
的
課
題
と
し
て

検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｣と
の
指
摘
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
昭
和
五
八
年
三
月
の
第
二
次
臨
時
行
政
調
査
会

の
最
終
答
申
、
さ
ら
に
平
成
二
年
四
月
の
第
二
次
臨
時
行

政
改
革
推
進
審
議
会
の
最
終
答
申
に
お
い
て
、
同
趣
旨
の

提
言
が
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、同
年
一
〇
月
、第
三
次
臨
時
行
政
改
革
推
進
審

議
会
の
初
会
合
に
お
い
て
、海
部
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
、我

が
国
の
行
政
手
続
の
内
外
へ
の
透
明
性
の
向
上
、公
正
の

確
保
等
を
図
る
た
め
の
法
制
の
統
一
的
整
備
に
つ
い
て
早

急
に
検
討
を
お
願
い
し
た
い
旨
の
挨
拶
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

同
審
議
会
は
、
こ
れ
を
受
け
、
｢公
正
･
透
明
な
行
政

手
続
部
会
｣
(部
会
長
･
角
田
禮
次
郎
最
高
裁
判
所
判
事
、

部
会
長
代
理
･
塩
野
宏
東
京
大
学
教
授

(当
時
))を
設
置

し
て
検
討
を
進
め
、
平
成
三
年
一
二
月
一
二
日
、
｢公
正
･

透
明
な
行
政
手
続
法
制
の
整
備
に
関
す
る
答
申
｣
(以
下

｢手
続
答
申
｣
と
い
う
。)を
政
府
に
提
出
し
ま
し
た
。

*
庁

　
　

　

＼
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,鉈
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そ
の
後
、
こ
の
手
続
答
申
に
沿
っ
て
、
政
府
で
立
案
作

業
が
進
め
ら
れ
、
第
一
二
六
回
国
会
に
お
け
る
衆
議
院
の

解
散
に
伴
う
廃
案
と
い
う
経
過
も
経
て
、
第
三
一八
回
国

会
に
お
い
て
成
立
し
た
の
が
行
政
手
続
法
で
す

(主
な
経

緯
に
つ
い
て
は
別
表
-
参
照
)。

③

行
政
手
続
法
の
ね
ら
い

行
政
手
続
法
で
は
、
第
一
条
第

一
項
に
お
い
て
、
｢行

政
運
営
に
お
け
る
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上
を
図
り
、

も
っ
て
国
民
の
権
利
利
益
の
保
護
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
｣
旨
規
定
し
て
い
ま
す
。

｢透
明
性
｣
と
い
う
用
語
は

｢公
正
｣
と
並
ん
で
、
行

政
手
続
法
上
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
法
令
上
の
用
語
と
し
て
初
め
て
登
場
し
た
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
、
｢行
政
上
の
意
思
決
定
に
つ
い
て
、
そ
の

内
容
及
び
過
程
が
国
民
に
と
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
｣

(第
一
条
第
一
項
)
を
意
味
し
ま
す
。

行
政
上
の
意
思
決
定
に
つ
い
て
は
、
決
定
さ
れ
た
内
容

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の
過
程
が
国
民
の
目
か
ら
見
て

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
国
民
の
権
利
行
使
に
大
き

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
つ
な
が
り
、
そ
の
こ
と
が
行
政

の
適
正
な
運
営
を
確
保
す
る
上
で
重
要
な
意
義
を
持
つ
と

の
認
識
を
示
し
た
も
の
で
す
。
(な
お
、
行
政
手
続
法
で

い
う

｢国
民
｣
と
は
、
行
政
手
続
に
関
与
す
る
も
の
を
い

い
、
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
に
限
ら
れ
ま
せ
ん
。)

こ
の
｢公
正
｣
そ
し
て
｢透
明
性
｣
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、

ど
の
よ
う
に
法
文
上
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
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本
法
は
、
本
則
六
章
三
八
条
と
附
則
四
項
か
ら
で
き
て

い
ま
す
。
第
一
章
で
は
、
総
則
的
規
定
と
し
て
目
的
、
基

本
用
語
の
定
義
、
適
用
範
囲
の
計
四
か
条
が
定
め
ら
れ
て

た
と
え
ば
、
①
申
請
に
対
す
る
許
認
可
等
の
処
分
を
行

う
際
に
は
、
審
査
基
準
の
設
定
･
公
表

(第
五
条
)
や
処

分
ま
で
に
要
す
る
標
準
的
な
期
間
の
設
定
･
公
表

(第
六

条
)
な
ど
、
②
許
認
可
等
の
取
消
な
ど
の
不
利
益
処
分
を

行
う
際
に
は
、
聴
聞
手
続
等
に
よ
り
事
前
の
意
見
陳
述
の

機
会
を
確
保

(第
一
三
条
)
な
ど
、
そ
し
て
③
行
政
指
導

を
行
う
際
に
は
、
相
手
の
任
意
の
協
力
を
前
提
と
し
、
趣

旨
･
内
容
･
責
任
者
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
(第
三
二
条
、

三
五
条
)
な
ど
で
ず

(別
表
2
参
照
)。

印

行
政
手
続
法
の
制
定
が
も
た
ら
す
変
化

行
政
手
続
法
は
、
国
民
が
行
政
の
意
思
決
定
過
程
を
知

り
う
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
に
さ
れ
た
資
料

を
通
じ
て
、
行
政
機
関
と
対
等
な
立
場
に
立
っ
て
積
極
的

な
提
言
を
す
る
な
ど
、
行
政
運
営
の
在
り
所
に
影
響
を
与

え
て
い
く
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。
(具
体
的
な
効

果
に
つ
い
て
は
、
項
目
五
参
照
。)
こ
れ
に
対
応
し
て
、
行

政
機
関
の
側
も
、
国
民
か
ら
の
批
判
や
提
言
を
率
直
に
受

け
止
め
、
現
状
を
見
直
し
て
い
く
不
断
の
努
力
が
必
要
と

な
り
ま
す
。そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
運
営
の
基
本
ス

タ
ン
ス
を
見
直
す
こ
と
も
必
要
と
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

二

一行
政
手
続
法
の
枠
組

い 夕 な け 政 果 え
ま 本 (リ ー ン リ 止 機 に て
す 法 一 ス ま め つ い

　　　
　　　
てゞ 六
は 立
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別表 1 行政手続法の制定をめぐる主な経緯

年 月 事 項 概 要

昭和39年 9月

54年 9月

55年 8月

58年 3月

60年 6月

平成 2年 4月

2年10月

3年 1月

3年12月

4年 7月

4年12月

5年 5月

5年 9月

5年11;3

第一次臨時行政調査会答申

航空機疑惑問題等防止対策
に関する協議会の提言

行政手続法研究会の発足

第二次臨時行政調査会答申

第二次行政手続法研究会の
発足

第二次行革審最終答申

第三次行革審に対する内閣
総理大臣の諮問

手続法部会の発足

第三次行革審答申
平成 4年度行革大綱の決定

日米構造問題協議フォロー
アップ第2回年次報告

平成 5年度行革大綱の決定

行政手続法案、同整備法案
の閣議決定、国会提出

同上

行政手続法、同整備法を公
布

0 統一的な行政手続法の制定及び法案準備のための専門的な調査会の設置を提言

○ 一般的行政手続法の整備及び我が国の風土にあったオンブズマン制度の存り方について長期
的課題として検討すること

○ 行政管理局長の懇談会 (座長 麦窪川 一郎 成蹊大学教授)
○ 昭和58年11月報告

･処分手続、命令制定手続、計画策定手続、行政指導手続について要綱案を提示

○ ｢公正で民主的な行政運営を実現し、国民の権利 ･利益を保護するために行政手続を整備す
ることの必要性が一層高まっている。｣ と指摘

○ 統一的な行政手続法を制定するための臨時の専門的な調査審議機関の設置を提言

○ 行政管理局長の懇談会 (座長 塩野 宏 東大教授)
○ 平成元年10月中間報告

･処分手続、行政指導手続について統一化の基本的考え方及び要綱案を提示

○ 処分手続に関し、法制の統一的な整備に向けて、専門的な調査審議機関の設置を提言

○ 我が国行政手続の内外への透明性の向上、公正の確保等を図るための法制の統一的な整備に
ついては、既往の閣議決定等を踏まえ、第三次行革審で早急に検討する旨諮問

0 第三次行革審に ｢公正 ･透明な行政手続部会｣を設置 (部会長 角田 禮次郎 前最高裁判
所判事)

○ 同年11月、第三次行革審に対して報告を提出
･中溝に対する処分、不利益処分、行政指導について、要綱案を取りまとめ

○ ｢公正 ･透明な行政手続法制の整備に関する答申｣ を提出
○ 答申の要綱案に沿って、行政手続法及び関連する規定の整理法の立案作業を進め、早期に法
律案の提出を図ることを閣議決定

○ 次期通常国会に法律案を提出すべく作業を進めることを約束

0 次期通常国会に法律案を提出することを決定

○ ｢行政手続法案｣ 及び ｢行政手続法の施行に伴う関係法律の整備に関する法律案｣ を閣議決
定 (5月21日)、国会提出 (5月24日)

○ 両法案は、衆議院の解散 (6月18日) により、廃案

○ 行政手続二法案を閻讃決定 (9月24ロ)、国会提出 (9月27ロ)
○ 両法案は、衆議院会議 (10月26臼)、参議院本会議 (11月 5日) が可決、成立

○ 行政手続法 (法律第88号) 及び行政手続法の施行に伴う関係法律の整備に関する法律 (法律
第89号) を公布



い
ま
す

第
二
章
で
は
、
許
認
可
等
の
申
請
に
対
す
る
処
分
に
つ

い
て
、
審
査
基
準
、
標
準
処
理
期
間
、
申
請
に
対
す
る
審

査
･
応
答
、
申
請
を
拒
否
す
る
際
の
理
由
の
提
示
、
情
報

の
提
供
、
公
聴
会
の
開
催
等
、
及
び
複
数
の
行
政
庁
が
関

与
す
る
処
分
の
計
七
か
条
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
三
章
で
は
、
許
認
可
の
取
消
等
の
不
利
益
処
分
に
っ

査 い い 別表 2 行政手続法のポイント

l
。 行政の全分野

選
わたる基本法制

“ I0 国民の権利利益に直接係わる行政手続を規律

申請に対する処分

｢審査基準｣

2 ｢標準処理期間｣

3 ｢審査開始義務｣

4 ｢理由提示｣

第
四
章
で
は
、
行
政
指
導
に
つ
い
て
、
一
般
原
則
、
申

請
や
許
認
可
権
限
に
関
連
す
る
行
政
指
導
、
行
政
指
導
の

い
て
、
第
一
節
で
通
則
的
規
定
と
し
て
処
分
基
準
、
不
利

益
処
分
を
使
用
と
す
る
際
の
手
続
、
理
由
の
提
示
の
計
三

か
条
が
定
め
ら
れ
、
続
く
第
二
節
と
第
三
節
で
は
、
聴
聞

手
続

(計
一
四
か
条
)
と
弁
明
手
続

(計
三
か
条
)
が
定

て
い
ま
す

IQ

→ 迅速 ･透明な処理の確保

･申請が許認可等の要件に適合しているかを判断するための具体的

基準を公表する。
･申請から処分までに要する標準的な期間を定めるよう努め、 公表

する。
･申請が到達したときとま、 遅滞なく審査を開始する。
→ 申請事案の放置や処理の遅延を排除

･中講を拒否する場合には、 同時にその理由を示す。

公正 ･公平な手続の確保不利益処分 (許認可等の取消、 営業停止等)

1 ｢弁明手続｣ ･処分の各宛人に対し、

2 ｢聴聞手続｣

3 ｢理由提示｣

行政指導 →

1 ｢一般原則｣

･処分の各宛人に対し、 あらかじめ通知し、 弁明書に提出する機会

を与える。
･許認可等の取消等、 資格又は地位を剥奪する処分を行う場合には、
ロ頭により、 主張、 立証する機会を与える。

･当事者は、 処分の理由となる事実を証する文書等の閲覧を求める

ことができる。
･不利益処分を行う場合には、 同時にその理由を示す。

明確性 ･透明性の確保

･行政指導を行う場合には、 所掌事務の範囲を超えず、 相手の任意

の協力を前提とするものであるこ げこ留意し、 従わないことを理

由とした不利益な取扱いを禁止する。
2 ｢申請、 許認可等に関連する行政指導｣

3 ｢明確化原則｣

･申請の取下げを求めたり許認可等の権限を背景とした行政指導を

行う場合には、 申請者の権利を制限したり、 地位を利用して指導

に従わせるようなことを禁止する。
･行政指導を行う場合には、 その趣旨、 内容、 責任者を明確にする。
更に、 求めに応じて書面を交付する。

･また、 事案に応じて、 行政指導に関する指針を定め、 公表する。

申
請
と
は
、｢法
令
に
基
づ
き
、
行
政
庁
の
許
可
、

認
可
、
免
許
そ
の
他
の
自
己
に
対
し
何
ら
か
の
利
益

を
付
与
す
る
処
分
を
求
め
る
行
為
で
あ
っ
て
、
当
該

行
為
に
対
し
て
行
政
庁
が
諾
否
の
応
答
を
す
べ
き
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
｣
を
い
い
ま
す
。

｢処
分
｣
を
求
め
る
行
為
で
す
か
ら
、
契
約
に
当

た
る
も
の
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
行
政
指
導
等

処
分
以
外
の
行
為
を
求
め
る
も
の
も
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

｢自
己

(申
請
者
)｣
に
対
す
る
処
分
を
求
め
る
も

②

申
請

(同
条
第
三
号
)

処
分
と
は
、｢行
政
庁
の
処
分
そ
の
他
公
権
力
の
行

使
に
当
た
る
行
為
｣
を
い
い
ま
す
。
行
政
不
服
審
査

法
第
二
条
第
一
項
や
行
政
事
件
訴
訟
法
第
三
条
第
二

項
の
規
定
と
同
じ
内
容
を
指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

行
政
庁
が
国
民
に
対
す
る
優
越
的
な
地
位
に
基
づ
き
、

そ
の
権
利
義
務
に
直
接
具
体
的
な
効
果
を
及
ぼ
す
行

為 そ
て“

す ネ

②

基
本
用
語
の
説
明

①

処
分

(第
二
条
第
二
号
)

そ 行 項 法 使

　　　
方
式
、
及
び
複
数
の
者
を
対
象
と
す
る
行
政
指
導
の
計
四

か
条
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
五
章
で
は
、
届
出
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

第
六
章
で
は
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
手
続
整
備
の

た
め
の
措
置
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
附
則
で
は
、
施
行
期
日
と
経
過
措
置
に
つ
い

て た
① ② 定 最 め

め 後 の

て
最 あ 第 第

か

め 後 の 六 五 が
て に 措 章 章 {
い 、 置 てゞ で、 め

道イテセ 94.12 3 7



の
で
す
か
ら
、
法
令
に
申
請
･
請
求
で
き
る
と
規
定

さ
れ
て
い
て
も
、
申
請
者
が
名
あ
て
人
と
な
ら
な
い

処
分
や
第
三
者
へ
の
処
分
を
求
め
る
も
の
は
含
ま
れ

ま
せ
ん
。

ま
た
、
求
め
に
対
し
て

｢諾
否
の
応
答
を
す
べ
き

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
｣
で
す
か
ら
、
請
願
法
に

基
づ
く
請
願
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
国
民
か
ら

の
働
き
か
け
を
契
機
と
し
て
そ
の
者
に
対
し
て
行
わ

れ
る
処
分
で
あ
っ
て
も
、
法
律
上
、
｢請
求
｣
を
前

提
と
せ
ず
に
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
処
分

(た
と

え
ば
福
祉
の
措
置
の
よ
う
な
職
権
に
よ
る
処
分
)
も

含
ま
れ
ま
せ
ん
。

個
別
の
法
令
で
は
、
必
ず
し
も
申
請
や
請
求
と
い
っ

た
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

使
わ
れ
て
い
て
も
そ
の
こ
と
だ
け
で
本
法
の
対
象
と

な
る

｢申
請
｣
に
当
た
る
と
も
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
区
別
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
請
求
に
対
し
て

諾
否
の
応
答
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
評
価
さ
れ

る

(不
作
為
の
違
法
を
問
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
)

も
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

③

不
利
益
処
分

(同
条
第
四
号
)

不
利
益
処
分
と
は
、
｢行
政
庁
が
、
法
令
に
基
づ
き
、

特
定
の
者
を
名
あ
て
人
と
し
て
、
直
接
に
、
こ
れ
に

義
務
を
課
し
、
又
は
そ
の
権
利
を
制
限
す
る
処
分
｣

を
い
い
ま
す
。
処
分
の
相
手
方
が
特
定
で
き
な
い
も

の

(例
え
ば
、
道
路
交
通
法
第
四
条
に
基
づ
く
交
通

規
制
、
建
築
基
準
法
第
四
六
条
に
基
づ
く
壁
面
線
の

指
定
等
)
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
事
実
上
の
行
為
、
申
請
を
拒
否
す
る
処
分

そ
の
他
一
定
の
処
分
が
定
義
に
お
い
て
除
外
さ
れ
て

い
ま
す

(同
号
た
だ
し
書
)。

｢事
実
上
の
行
為
｣
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
処
分

と
行
為
の
態
様
が
異
な
り
、
し
か
も
、
一
様
に
扱
う

こ
と
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
そ
の
手
続
的
規
律
の
在

り
方
に
つ
い
て
は
別
途
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
判
断
さ
れ
、
除
外
さ
れ
た
も
の
で
す
。

④

行
政
指
導

(同
条
第
六
号
)

行
政
指
導
と
は
、｢行
政
機
関
が
そ
の
任
務
又
は
所

掌
事
務
の
範
囲
内
に
お
い
て
一
定
の
行
政
目
的
を
実

現
す
る
た
め
特
定
の
者
に
一
定
の
作
為
又
は
不
作
為

を
求
め
る
指
導
、
勧
告
、
助
言
そ
の
他
の
行
為
で
あ
っ

て
処
分
に
該
当
し
な
い
も
の
｣
を
い
い
ま
す
。

行
政
指
導
は
、
国
民
に
対
し
、
行
政
機
関
た
る
地

位
に
お
い
て
求
め
る
行
為
を
い
う
の
で
、
契
約
に
関

し
て
行
わ
れ
る
も
の
は
通
常
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

行
政
機
関
が
、
調
査
結
果
等
に
基
づ
き
一
定
の
事

実
を
提
示
し
た
り
、
法
令
の
解
釈
を
示
し
た
り
、
制

度
の
仕
組
み
を
紹
介
し
た
り
、
そ
の
ほ
か
相
手
方
か

ら
の
求
め
に
応
じ
、
そ
の
便
宜
に
資
す
る
た
め
に
情

報
を
提
供
し
た
り
す
る
行
為
も
、
通
常
、｢求
め
る
｣

行
為
に
当
た
ら
な
い
と
判
断
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
行
政
指
導
は
、
個
別
具
体
の
者
に
個
別
具

体
に
働
き
か
け
る
行
為
を
い
う
の
で
、
関
係
者
に
対

す
る
広
報
活
動
の
よ
う
な
も
の
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

三

行
政
手
続
法
の
内
容

す
で
に
お
わ
か
り
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
行
政
手
続

法
は
、
①
許
認
可
等
の
申
請
に
対
す
る
処
分
の
手
続
、
②

営
業
免
許
の
停
止
や
取
消
し
と
い
っ
た
不
利
益
処
分
の
手

続
、
及
び
③
行
政
指
導
の
手
続
と
い
う
大
き
く
三
つ
の
柱

か
ら
成

っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
三
つ
の
柱
以
外
に
、

届
出
に
つ
い
て
も
規
定
し
て
い
ま
す
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

=

申
請
に
対
す
る
処
分
の
手
続

ま
ず
第
一
に
、
許
認
可
等
の
申
請
に
対
す
る
処
分
の
手

続
と
し
て
は
、
五
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ア

審
査
基
準
の
設
定
、
公
表

(第
五
条
)

行
政
庁
は
、
申
請
に
よ
り
求
め
ら
れ
た
許
認
可
等
を
す

る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
基
準

(審
査
基
準
)
を
定
め
る
も
の
と
さ
れ
、
ま
た
、
そ
の
審

査
基
準
は
行
政
上
特
別
の
支
障
が
あ
る
と
き
を
除
い
て
、

申
請
の
提
出
先
と
さ
れ
て
い
る
機
関
の
事
務
所
へ
の
備
付

け
な
ど
適
当
な
方
法
に
よ
り
公
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

審
査
基
準
を
定
め
る
義
務
は
行
政
庁
=
処
分
権
限
を
有

す
る
者
に
あ
り
ま
す
。
処
分
権
限
を
有
す
る
者
は
、
自
ら

の
判
断
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
法
令
の
規
定

に
お
い
て
具
体
化
さ
れ
尽
く
し
て
い
る
の
で
な
い
限
り
、



そ
れ
を
説
明
す
る
た
め
の
な
に
が
し
か
の
も
の
を
明
ら
か

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
審
査
基
準
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
申
請
の

処
理
に
際
し
て
行
わ
れ
て
い
る
行
政
指
導
と
の
関
連
に
注

意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
申
請
の
際
に
申
請
者
等
に

対
し
て
行
わ
れ
る
要
請
が
、
審
査
基
準
に
基
づ
く
も
の
か
、

行
政
指
導
の
指
針
に
基
づ
く
も
の
か
、
そ
の
位
置
づ
け
を

明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
審
査
基
準
は
許

認
可
等
の
要
件
を
具
体
化
し
た
も
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
に

適
合
し
な
い
申
請
は
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

他
方
、
行
政
指
導
の
指
針

(第
三
六
条
)
に
当
た
る
も
の

で
あ
れ
ば
、
そ
の
要
請
に
従
う
か
否
か
は
申
請
者
が
自
由

に
判
断
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
行
政
側
の
要
請
が
こ

の
い
ず
れ
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
か
は
、
申
請
者
等
か
ら

の
照
会
に
対
し
て
明
確
に
答
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん

(第
九
条
第
二
項
)。

イ

標
準
処
理
期
間
の
設
定
、
公
表

(第
六
条
)

行
政
庁
は
、
申
請
が
そ
の
事
務
所
に
到
達
し
て
か
ら
当

該
申
請
に
対
す
る
処
分
を
す
る
ま
で
に
通
常
要
す
る
標
準

的
な
期
間

(標
準
処
理
期
間
)
を
定
め
る
よ
う
努
め
る
と

と
も
に
、
定
め
た
と
き
は
、
審
査
基
準
と
同
様
に
公
に
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

期
間
の
設
定
を
努
力
義
務
と
し
た
の
は
、
当
該
許
認
可

等
の
性
質
上
、
事
実
認
定
に
難
易
差
が
あ
る
な
ど
、
標
準

処
理
期
間
の
設
定
が
困
難
な
場
合
が
あ
る
か
ら
で
す
。

ウ

審
査
開
始
義
務

(第
七
条
)

申
請
が
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
受
け
付
け

な
い
、
受
理
し
な
い
、
あ
る
い
は
審
査
を
保
留
す
る
と
い
っ

た
取
扱
い
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

本
法
で
は
、
行
政
庁
は
、
申
請
が
そ
の
事
務
所
に
到
達

し
た
と
き
は
遅
滞
な
く
審
査
を
開
始
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

ま
た
、
申
請
の
形
式
上
の
要
件

(申
請
書
の
記
載
事
項
、

申
請
に
必
要
な
添
付
書
類
な
ど
)
に
合
わ
な
い
申
請
に
つ

い
て
、
速
や
か
に
、
申
請
者
に
補
正
を
求
め
る
か
、
又
は

申
請
に
よ
り
求
め
ら
れ
た
許
認
可
等
を
拒
否
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

エ

理
由
提
示

(第
八
条
)

行
政
庁
は
、
申
請
に
よ
り
求
め
ら
れ
た
許
認
可
等
を
拒

否
す
る
場
合
は
、
申
請
者
に
対
し
、
同
時
に
、
そ
の
理
由

を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
拒
否
処
分
を
書
面
で
す
る
と
き
は
、
理
由
は
書
面
に

よ
り
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

オ

情
報
提
供

(第
九
条
)

行
政
庁
は
、
申
請
者
か
ら
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
審
査

の
進
行
状
況
や
処
分
の
時
期
の
見
通
し
を
示
す
よ
う
に
努

め
る
こ
と
や
、
そ
の
他
申
請
書
の
記
載
、
添
付
書
類
に
関

す
る
事
項
な
ど
申
請
に
必
要
な
情
報
の
提
供
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

の

不
利
益
処
分
の
手
続

不
利
益
処
分
と
は
、
行
政
手
続
法
で
は

｢行
政
庁
が
、

法
令
に
基
づ
き
、
特
定
の
者
を
名
あ
て
人
と
し
て
、
直
接

に
、
こ
れ
に
義
務
を
課
し
、
又
は
そ
の
権
利
を
制
限
す
る

処
分
｣
(第
二
条
第
四
号
)
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
営

業
免
許
の
停
止
や
取
消
し
が
代
表
的
な
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
公
正
確
保
の
観
点
か
ら

は
、
単
に
事
後
的
な
救
済
制
度
が
整
備
さ
れ
る
の
み
で
は

不
十
分
で
あ
り
、
処
分
に
先
立
っ
て
そ
の
相
手
方
に
反
論

防
御
の
機
会
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
ま
す
。

ア

処
分
基
準
の
設
定
、
公
表

(第
三
一条
)

行
政
庁
は
、
不
利
益
処
分
を
す
る
か
ど
う
か
又
は
ど
の

よ
う
な
不
利
益
処
分
と
す
る
か
に
つ
い
て
判
断
す
る
た
め

に
必
要
な
基
準

(処
分
基
準
)
を
定
め
、
か
つ
、
こ
れ
を

公
に
し
て
お
く
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

な
お
、
処
分
基
準
の
設
定
、
公
表
に
つ
い
て
は
、
不
利

益
処
分
に
関
す
る
行
政
庁
の
裁
量
が
比
較
的
広
い
こ
と
等

か
ら
努
力
義
務
と
し
て
い
ま
す
が
、
合
理
的
な
理
由
な
く

処
分
基
準
の
設
定
や
公
表
を
行
わ
な
い
こ
と
は
許
さ
れ
ま

せ
ん
。

イ

意
見
陳
述
の
た
め
の
手
続

(第
一
三
条
)

行
政
庁
は
、
不
利
益
処
分
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

公
益
上
、
緊
急
を
要
す
る
場
合
な
ど
を
除
き
、
そ
の
相
手

方
に
対
し
、
予
定
さ
れ
る
不
利
益
処
分
の
内
容
や
根
拠
と

な
る
法
令
の
条
項
、
不
利
益
処
分
の
原
因
と
な
る
事
実
な

ど
を
事
前
に
通
知
し
、
相
手
方
が
、
行
政
庁
に
対
し
意
見

陳
述
を
行
う
た
め
の
機
会
を
与
え
る
手
続
を
と
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
後
ほ
ど
詳
し
く
述
べ



る
こ
と
と
し
ま
す

(
エ
及
び
オ
)
。

ウ

理
由
提
示

(第
一
四
条
)

行
政
庁
は
、
不
利
益
処
分
を
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
相

手
方
に
対
し
、
差
し
迫
っ
た
必
要
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

同
時
に
、
そ
の
不
利
益
処
分
の
理
由
を
示
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
不
利
益
処
分
を
書
面

で
す
る
と
き
は
、
申
請
に
対
す
る
処
分
の
場
合
と
同
様
、

理
由
は
書
面
に
よ
り
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

な
お
、
差
し
迫
っ
た
必
要
が
あ
る
場
合
で
も
、
原
則
と

し
て
、
不
利
益
処
分
後
相
当
の
期
間
内
に
理
由
を
示
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

前
述
の
意
見
陳
述
の
機
会
を
付
与
す
る
た
め
の
手
続
に

は
、
一
般
的
な
不
利
益
処
分

(例
え
ば
営
業
停
止
処
分
)

に
つ
い
て
行
わ
れ
る

｢弁
明

(べ
ん
め
い
)
手
続
｣
と
、

よ
り
重
い
不
利
益
処
分

(例
え
ば
免
許
取
消
処
分
)
に
つ

い
て
行
わ
れ
る
よ
り
慎
重
な

｢聴
聞

(ち
ょ
う
も
ん
)
手

続
｣
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

エ

弁
明
手
続

(第
二
九
条
-
第
三
一
条
)

弁
明
手
続
は
、
弁
明
を
記
載
し
た
書
面

(弁
明
書
)
を

提
出
し
て
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
行
政

庁
が
認
め
た
と
き
は
ロ
頭
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
弁
明
に
際
し
、
証
拠
書
類
等
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

行
政
庁
は
、
弁
明
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
相
当
な
期
間

を
お
い
て
、
不
利
益
処
分
の
相
手
方
に
対
し
、
次
の
三
点

を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

①

予
定
さ
れ
る
不
利
益
処
分
の
内
容
及
び
根
拠
と
な

る
法
令
の
条
項

②

不
利
益
処
分
の
原
因
と
な
る
事
実

③

弁
明
書
の
提
出
先
及
び
提
出
期
限

オ

聴
聞
手
続

(第
一
五
条
-
第
二
八
条
)

聴
聞
手
続
に
つ
い
て
は
、
行
政
庁
は
、
聴
聞
を
行
う
に

当
た
っ
て
は
、
聴
聞
を
行
う
べ
き
期
日
ま
で
に
相
当
な
期

間
に
お
い
て
、
不
利
益
処
分
の
相
手
方
に
対
し
、
次
の
四

点
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
ま
す

(第
一
五
条
第
一
項
)。

①

予
定
さ
れ
る
不
利
益
処
分
の
内
容
及
び
根
拠
と
な

る
法
令
の
条
項

②

不
利
益
処
分
の
原
因
と
な
る
事
実

③

聴
聞
の
期
日
及
び
場
所

④

聴
聞
に
関
す
る
事
務
を
所
掌
す
る
組
織
の
名
称
及

び
所
在
地

ま
た
、
そ
の
書
面
に
お
い
て
、

①

聴
聞
の
期
日
に
出
頭
し
て
意
見
を
述
べ
、
証
拠
書

類
等
を
提
出
し
、
又
は
聴
聞
の
期
日
へ
の
出
頭
に
代

え
て
陳
述
書
及
び
証
拠
書
類
等
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と

②

聴
聞
が
終
結
す
る
時
ま
で
の
間
、
こ
の
不
利
益
処

分
の
原
因
と
な
る
事
実
を
証
す
る
資
料
の
閲
覧
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
、
教
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す

(第

一
五
条
第
一
項
)。

特
に
、
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
は
、
資
料
の
閲

覧
の
権
利

(第
一
八
条
)
で
す
。
当
事
者

(不
利
益
処
分

の
相
手
方
)
及
び
そ
の
不
利
益
処
分
が
さ
れ
た
場
合
に
自

己
の
利
益
を
害
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
参
加
人
は
、
聴
聞
の

通
知
が
あ
っ
た
時
か
ら
聴
聞
の
終
結
す
る
時
ま
で
の
間
、

行
政
庁
に
対
し
、
そ
の
事
案
に
つ
い
て
行
っ
た
調
査
の
結

果
に
関
す
る
調
書
を
は
じ
め
と
し
て
、
そ
の
不
利
益
処
分

の
原
因
と
な
る
事
実
を
証
明
す
る
資
料
の
閲
覧
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
行
政
庁
は
、
第
三
者
の

利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
そ
の
他
正
当
な
事
由

が
あ
る
と
き
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
閲
覧
を
拒
む
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
当
事
者
又
は
参
加
人
は
、
聴
聞
の
期
日
に
出

頭
し
て
意
見
を
述
べ
、
証
拠
書
類
等
を
提
出
し
、
さ
ら
に
、

行
政
庁
の
職
員
に
対
し
質
問
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

(第
二
〇
条
第
二
項
)。

聴
聞
の
主
宰
者
は
、
聴
聞
の
審
理
の
経
過
を
記
載
し
た

調
書
を
作
成
し
、
そ
の
調
書
に
お
い
て
、
不
利
益
処
分
の

原
因
と
な
る
事
実
に
対
す
る
当
事
者
及
び
参
加
人
の
陳
述

の
要
旨
を
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

(第
二
四
条
第
一
項
)。

そ
し
て
、
主
宰
者
は
、
聴
聞
の
終
結
後
速
や
か
に
、
不

利
益
処
分
の
原
因
と
な
る
事
実
に
対
す
る
当
事
者
等
の
主
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張
に
理
由
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
意
見
を
記
載
し

た
報
告
書
を
作
成
し
、
調
書
と
と
も
に
行
政
庁
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

(第
二
四
条
第
三
項
)。

ま
た
、
当
事
者
及
び
参
加
人
は
、
こ
の
調
書
と
報
告

書
の
閲
覧
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

(第
二
四
条
第
四

項
)。以

上
の
よ
う
に
し
て
聴
聞
が
行
わ
れ
た
後
、
行
政
庁
が

不
利
益
処
分
の
決
定
を
す
る
と
き
は
、
調
書
の
内
容
及
び

報
告
書
に
記
載
さ
れ
た
主
宰
者
の
意
見
を
十
分
に
参
酌
し

て
決
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

(第
二
六
条
)。

③

行
政
指
導
の
手
続

行
政
指
導
に
つ
い
て
は
、
行
政
需
要
へ
の
機
敏
な
対
応
、

行
政
の
弾
力
性
の
確
保
、
行
政
目
的
の
円
滑
な
達
成
な
ど

の
点
か
ら
そ
の
意
義
を
全
く
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
一
方
で
は
、
そ
の
多
用
が
法
治
主
義
の
空
洞

化
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
、
行
政
の
透
明
性
を

阻
害
す
る
こ
と
な
ど
の
批
判
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

特
に
我
が
国
の
国
際
化
が
進
展
す
る
中
で
、
こ
の
行
政
指

導
に
対
す
る
批
判
は
強
い
と
言
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
批
判
に
応
え
、
行
政
の
明
確
性
、
透
明
性

を
確
保
す
る
た
め
、
行
政
手
続
法
に
お
い
て
、
行
政
機
関

が
行
政
指
導
を
行
う
場
合
に
遵
守
す
べ
き
一
定
の
規
律
、

ル
ー
ル
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ア

行
政
指
導
の
基
本
原
則

(第
三
二
条
)

行
政
指
導
に
携
わ
る
者
は
、
そ
の
行
政
機
関
の
任
務
又

は
所
掌
事
務
の
範
囲
を
逸
脱
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
及

び
行
政
指
導
の
内
容
が
あ
く
ま
で
も
相
手
方
の
任
意
の
協

力
に
よ
っ
て
の
み
実
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
留
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

(同
条
第
一
項
)
、
さ
ら
に

は
、
行
政
指
導
に
携
わ
る
者
は
、
そ
の
相
手
方
が
行
政
指

導
に
従
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
不
利
益
な
取

扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と

(同
条
第
二
項
)
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

イ

許
認
可
等
の
申
請
あ
る
い
は
権
限
に
関
連
す
る
行
政

指
導

行
政
指
導
の
い
わ
ゆ
る
不
透
明
さ
の
指
摘
は
、
許
認
可

等
の
申
請
や
権
限
に
関
連
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
こ

と
を
踏
ま
え
、
次
の
よ
う
な
点
も
規
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
点
は
、
許
認
可
等
の
申
請
に
関
連
し
て
の
行
政

指
導
に
つ
い
て
で
す
が
、
申
請
の
取
下
げ
又
は
内
容
の
変

更
を
求
め
る
行
政
指
導
に
あ
っ
て
は
、
行
政
指
導
に
携
わ

る
者
は
、
申
請
者
が
そ
の
行
政
指
導
に
従
う
意
思
が
な
い

旨
を
表
明
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
指
導
を
継
続
す
る
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
申
請
者
の
権
利
の
行
使
を
妨
げ
る
よ
う

な
こ
と
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す

(第
三
三

条
)。な

お
、
地
方
公
共
団
体
に
あ
っ
て
は
、
本
章
の
規
定
が

直
接
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
条
の
規
定

の
適
用
の
有
無
に
か
か
わ
り
な
く
、
法
第
二
章

(例
え
ば
、

第
七
条
の
い
わ
ゆ
る
審
査
開
始
義
務
)
の
規
定
に
従
っ
て

適
切
に
処
理
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

も
う
一
点
は
、
許
認
可
等
の
権
限
に
関
連
し
て
の
行
政

指
導
で
す
が
、
許
認
可
等
を
す
る
権
限
又
は
許
認
可
等
に

基
づ
く
処
分
を
す
る
権
限
を
有
す
る
行
政
機
関
が
、
そ
の

権
限
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
又
は
行
使
す
る

意
思
が
な
い
場
合
に
お
い
て
行
う
行
政
指
導
に
あ
っ
て
は
、

行
政
指
導
に
携
わ
る
者
は
、
そ
の
権
限
を
行
使
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
珠
更
に
示
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
相
手
方
に
そ
の
行
政
指
導
に
従
う
こ
と
を
余
儀
な
く

さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま

す

(第
三
四
条
)。

ウ

明
確
化
原
則

(第
三
五
条
)

行
政
指
導
に
携
わ
る
者
は
、
そ
の
相
手
方
に
対
し
て
、

そ
の
行
政
指
導
の
趣
旨

(目
的
)
、
内
容
、
及
び
責
任
者

の
三
点
を
明
確
に
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
、
明
確
化
原
則
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
行
政
指
導
が
口
頭
で
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、

相
手
方
か
ら
書
面
の
交
付
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
行
政

上
特
別
の
支
障
が
な
い
限
り
、
こ
の
三
点
を
記
載
し
た
書

面
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

エ

複
数
の
者
を
対
象
と
す
る
行
政
指
導

(第
三
六
条
)

同
一
の
行
政
目
的
を
実
現
す
る
た
め
一
定
の
条
件
に
該

当
す
る
複
数
の
者
に
対
し
行
政
指
導
を
行
お
う
と
す
る
と

き

(例
え
ば
、
か
つ
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
の
際
、
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
日
曜
日
営
業
自
粛
を
要
請
し
た
よ
う
な

ケ
ー
ス
)
は
、
行
政
機
関
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
事
案
に
応

じ
、
こ
れ
ら
行
政
指
導
に
共
通
し
て
そ
の
内
容
と
な
る
べ
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き
事
項
を
定
め
、
さ
ら
に
、
行
政
上
特
別
の
支
障
が
な
い

限
り
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

◎

届
出

(第
三
七
条
)

届
出
に
つ
い
て
は
、
受
理
す
る
と
か
し
な
い
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
そ
の
分
か
り
に
く
さ
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と

が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
届
出
が
届
出
書
の
記
載
事
項
に
不
備
が
な

い
こ
と
、
届
出
書
に
必
要
な
書
類
が
添
付
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
は
じ
め
、
法
令
に
定
め
ら
れ
た
届
出
の
形
式
上
の
要

件
に
適
合
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
届
出
が
法
令
に
よ
っ

て
届
出
の
提
出
先
と
さ
れ
て
い
る
機
関
の
事
務
所
に
到
達

し
た
と
き
に
、
届
出
を
す
べ
き
手
続
上
の
義
務
が
履
行
さ

れ
た
も
の
と
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

③

地
方
公
共
団
体
の
措
置

(第
三
八
条
)

行
政
は
、
極
め
て
広
範
な
分
野
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、

一
般
法
で
あ
る
行
政
手
続
法
を
一
律
に
ど
の
行
政
分
野
に

も
適
用
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
適
当
で
は
な
い
の
で
、
同

法
の
規
定
の
適
用
に
な
じ
ま
な
い
と
考
え
ら
れ
る
行
政
分

野
の
処
分
と
行
政
指
導
に
つ
い
て
は
、
手
続
法
の
適
用
除

外
と
す
る

(例
え
ば
、
公
衆
衛
生
、
環
境
保
全
、
防
疫
、

保
安
そ
の
他
の
公
益
に
か
か
わ
る
事
象
が
発
生
し
又
は
発

生
す
る
可
能
性
の
あ
る
現
場
に
お
い
て
警
察
官
な
ど
法
律

上
直
接
に
一
定
の
権
限
が
与
え
ら
れ
た
職
員
に
よ
っ
て

さ
れ
る
処
分
及
び
行
政
指
導
)
と
と
も
に

(第
三
条
第
一

項
)
、
地
方
公
共
団
体
の
機
関
が
行
う
処
分

(そ
の
根
拠

が
条
例
又
は
規
則
に
置
か
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。)及
び

行
政
指
導
並
び
に
地
方
公
共
団
体
の
機
関
に
対
す
る
届
出

(そ
の
根
拠
が
条
例
又
は
規
則
に
置
か
れ
て
い
る
も
の
に

限
る
。)
に
つ
い
て
も
、
地
方
自
治
の
尊
重
の
観
点
か
ら
、

同
法
の
適
用
除
外
と
し
て
い
ま
す

(第
三
条
第
二
項
)。

し
か
し
な
が
ら
、
地
方
自
治
の
観
点
か
ら
行
政
手
続
法

の
適
用
除
外
と
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
三
八
条
に

お
い
て
、
地
方
公
共
団
体
は
、
同
法
の
規
定
の
趣
旨
に
の
っ

と
り
、
行
政
運
営
に
お
け
る
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向

上
を
図
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

③

施
行
日

行
政
手
続
法
は
、
公
布
の
日

(平
成
五
年
一
一
月
三
一

日
)
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
越
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て

政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す

(附
則
第
一
号
)。
こ
れ
は
、
施
行
ま
で
の
間
、
行
政
庁
の

方
に
お
い
て
も
審
査
基
準
や
標
準
処
理
期
間
の
設
定
な
ど

相
当
の
準
備
が
必
要
と
さ
れ
、
ま
た
、
国
民
に
十
分
な
周

知
、
P
R
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。
こ
の
施
行
日
に
つ
い
て
は
、
｢行
政
手
続
法
の
施
行

期
日
を
定
め
る
政
令

(平
成
六
年
政
令
第
三
〇
二
号
)｣
に

よ
り
、
本
年
一
〇
月
一
日
と
さ
れ
ま
し
た
。

四

整
備
法
の
概
要

行
政
手
続
法
と
同
時
に
成
立
し
た
整
備
法
は
、
行
政
手

続
法
が
申
請
に
対
す
る
処
分
、
不
利
益
処
分
等
の
手
続
に

関
す
る
一
般
法
と
し
て
施
行
さ
れ
る
の
に
伴
い
、
整
備
の

必
要
の
生
ず
る
三
六
〇
の
法
律
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
規

定
の
改
正
を
行
っ
た
も
の
で
す

(整
備
法
は
行
政
手
続
法

と
同
時
施
行
)。

そ
の
概
要
に
つ
い
て
、
次
に
簡
単
に
述
べ
る
こ
と
と
し

ま
す
。

◎

特
例
聴
聞

行
政
手
続
法
は
、
前
述
の
よ
う
に
不
利
益
処
分
に
関
し
、

弁
明
手
続
を
と
る
場
合
と
聴
聞
手
続
を
と
る
場
合
と
の
区

分

(す
な
わ
ち
、
一
般
的
な
不
利
益
処
分
に
つ
い
て
は
弁

明
手
続
、
よ
り
重
い
不
利
益
処
分
に
つ
い
て
は
聴
聞
手
続
)

を
定
め
て
い
ま
す
。

そ
の
区
分
に
従
え
ば
弁
明
手
続
を
と
る
こ
と
と
な
る
不

利
益
処
分
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
分
野
の
必
要
性
に

よ
り
弁
明
手
続
に
代
え
て
よ
り
慎
重
な
聴
聞
手
続

(特
例

聴
聞
)
を
と
る
こ
と
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
整
備
法

で
必
要
な
規
定
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
措
置
を
と
っ
た
法
律
は
、
建
築
士
法
、
宅

地
建
物
取
引
業
法
な
ど
七
二
件
に
な
り
ま
す
。

②

重
複
規
定
の
削
除

行
政
手
続
法
に
お
い
て
は
、
既
に
説
明
し
た
と
お
り
、

不
利
益
処
分
を
行
う
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
、
弁
明
手

続
又
は
聴
聞
手
続
と
い
う
意
見
陳
述
の
た
め
の
手
続
を
と

る
こ
と
に
し
た
た
め
に
、
関
係
法
律
に
お
い
て
既
に
存
在

す
る
同
趣
旨
の
規
定
を
削
除
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
措
置
を
と
っ
た
法
律
は
、
道
路
法
、
道
路
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整
備
特
別
措
置
法
、
道
路
交
通
法
な
ど
二
六
九
件
に
な
り

と
認
め
ら
れ
る
も
の
、
あ
る
い
は
、
処
分
の
性
質
上
行
政

ま
ず
。

士
孔

こ

士況
こ
ば
ゞ

ば
･

こ

･

･

③

特
例
規
定
の
存
置

そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
分
野
の
必
要
性
に
よ
り
、
利
害
関
係

人
の
参
加
の
保
障
、
聴
聞
の
公
開
等
行
政
手
続
法
の
規
定

の
特
例
と
な
る
現
行
の
手
続
規
定
に
つ
い
て
、
必
要
な
修

正
を
行
っ
た
上
で
存
置
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
措
置
を
と
っ
た
法
律
は
、
建
築
基
準
法
、

建
築
業
法
、
道
路
交
通
法
な
ど
一
二
五
件
に
な
り
ま
す
。

燭

｢聴
聞
｣
と
い
う
用
語
の
整
理

行
政
手
続
法
に
お
い
て
、
不
利
益
処
分
を
行
お
う
と
す

る
場
合
に
と
ら
れ
る
聴
聞
手
続
に
つ
い
て
の
規
定
を
整
備

す
る
こ
と
に
伴
い
、
他
の
法
律
で
別
の
意
味
で
用
い
ら
れ

て
い
る

｢聴
聞
｣
(あ
る
い
は

｢聴
間
｣)と
い
う
用
語
を
、

例
え
ば

｢意
見
の
聴
取
｣
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
の
内

容
の
中
で
ふ
さ
わ
し
い
別
の
用
語
に
整
理
し
直
す
こ
と
と

し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
国
民
の
側
か
ら
法
律
を
み
た
と
き
に
、

聴
聞
と
い
う
用
語
は
、
行
政
手
続
法
の
意
味
す
る
聴
聞
だ

け
と
な
る
の
で
、
非
常
に
分
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
措
置
を
と
っ
た
法
律
は
、
建
築
基
準
法
な

ど
九
三
件
に
な
り
ま
す
。

③

適
用
除
外

行
政
手
続
法
で
適
用
除
外
と
さ
れ
た
も
の
以
外
に
、
整

備
法
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
分
野
に
お
い
て
独
自
の
手

続
体
系
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
こ
と
が
適
当

手
続
法
に
定
め
る
手
続
に
な
じ
ま
な
い
も
の
等
に
つ
い
て
、

行
政
手
続
法
に
定
め
る
関
係
規
定
の
対
象
か
ら
除
外
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
分
野
に
お
い
て
独
自
の
手
続
体
系
が

定
め
ら
れ
て
い
る
の
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
租
税
の
賦
課

徴
収
に
関
す
る
処
分

(国
税
通
則
法

(昭
和
三
七
年
法
律

第
六
六
号
)
な
ど
)
や
工
業
所
有
権
の
設
定
等
に
関
す
る

処
分
(特
許
法
(昭
和
三
四
年
法
律
第
一
二
一
号
)
な
ど
)

が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
中
に
は
、
行
政
手
続
法
に
お
け
る
手
続
保
障

よ
り
慎
重
な
手
続
を
と
っ
て
い
る
も
の

(私
的
独
占
の
禁

止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律

(昭
和
二
二
年

法
律
第
五
四
号
)
な
ど
の
準
司
法
的
手
続
に
よ
り
行
わ
れ

る
処
分
)
や
、
手
続
規
定
を
補
充
す
る
な
ど
必
要
な
見
直

し
を
行
っ
た
上
で
適
用
除
外
措
置
を
講
じ
て
い
る
も
の

(補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法

律

(昭
和
三
〇
年
法
律
第
一
七
九
号
)
な
ど
)
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

処
分
の
性
質
上
行
政
手
続
法
に
定
め
る
手
続
に
な
じ
ま

な
い
も
の
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
航
空
法

(昭
和
二
七
年

法
律
第
二
三
一
号
)
に
基
づ
い
て
航
空
管
制
官
が
行
う
航

空
交
通
の
整
理
に
関
す
る
処
分

(着
陸
･
離
陸
の
許
可
･

不
許
可
等
)
や
道
交
法
に
基
づ
い
て
警
察
署
長
が
行
う
道

路
使
用
許
可
に
付
し
た
条
件
の
変
更
、
新
た
な
条
件
の
付

加
が
あ
り
ま
す
。

五

行
政
手
続
法
の
施
行
に
よ
る
効
果

行
政
手
続
法
が
施
行
さ
れ
る
と
い
ろ
い
ろ
な
点
で
そ
の

効
果
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
主
な
点
は
次
の
と

お
り
で
す

(別
表
3
参
照
)。

ま
ず
、
許
認
可
等
の
審
査
基
準
が
、
原
則
と
し
て
公
に

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
行
政
運
営
の
透
明
性
が
向
上
す
る

と
と
も
に
、
許
可
、
不
許
可
等
に
つ
い
て
の
予
見
可
能
性

が
高
ま
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
標
準
処
理
期

間
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
申
請
者
に
と
っ
て
処
理
の
目

安
が
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。
併
せ
て
、
行
政
側
の
処
理
の

迅
速
化
を
促
進
す
る
こ
と
に
も
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

次
に
、
申
請
を
受
け
付
け
な
い
、
あ
る
い
は
、
行
政
指

導
を
行
う
こ
と
に
よ
り
審
査
に
入
る
こ
と
が
遅
れ
る
な
ど

と
い
う
こ
と
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。こ

れ
ら
の
こ
と
は
、
別
の
観
点
か
ら
と
ら
え
れ
ば
、
ま

さ
し
く
規
制
の
運
用
改
善
と
い
う
規
制
緩
和
の
重
要
な
柱

の
一
つ
そ
の
も
の
で
す
。

ま
た
、
申
請
を
許
可
し
な
い
処
分
や
不
利
益
処
分
に
つ

い
て
は
、
そ
の
理
由
が
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
、
行

政
運
営
の
透
明
性
が
向
上
す
る
と
と
も
に
、
相
手
方
の
便

宜
に
資
す
る
こ
と
と
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

行
政
指
導
に
つ
い
て
は
、
趣
旨

(目
的
)
･
内
容
･
責

任
者
を
明
確
に
す
る
こ
と

(明
確
化
原
則
)
、相
手
方
の

求
め
に
応
じ
て
書
面
を
交
付
す
る
こ
と
、
事
案
に
応
じ
て
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行
政
指
導
の
指
針
を
公
表
す
る
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
明
確

合
に
、
原
則
、
一
定
の
方
式
で
相
手
方
の
言
い
分
を
聴
く

性
、
透
明
性
が
向
上
す
る
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ

こ
と
に
な
る
の
で
、
法
律
ご
と
の
ば
ら
つ
き
が
統

一
さ
れ
、

と
も
、
や
は
り
規
制
の
運
用
改
善
に
資
す
る
も
の
で
す
。

国
民
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い
仕
組
み
に
な
る
と
と
も
に
、

不
利
益
処
分
に
関
し
て
は
、
そ
れ
を
行
お
う
と
す
る
場

国
民
の
権
利
利
益
の
保
護
に
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
日
米
構
造
協
議
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

午

勘

行
-

柳
塙

凝
国

籍

団
纜際
笛
~に
、も
め通
[用
、す
る
番
杉明
な
いル付
設
圦シ
ス
テ
ム
を
構
築
です

不

端
父
儲
躍
琵
巍

好

る
,上
が
しの
孑重
要
久な
い"杵｣と
を
“リ
ノキ
やす
o

また、 行政側の愁意的な取扱いの防止に役立つ。
○ 標準処理期間を設けることにより、 申請者にとって処理の目安が明らかになる。

また、 行政側の処理の迅速化を促進する。
○ 申請を受けないとか、 行政指導を行うこ げ二より審査に入ることを遅らせるなどの措置が

抑制される。
○ 申請を許可しない処分や不利益処分については、 その理由が示されるこ げ=なるので、 行

政運営の透明性が向上するとと 緑汗目手方の訴訟等の便宜に資する。
○ 行政指導については、 相手方の求めに応じて書面を交付するなど趣旨、 内容、 責任者を明

確にすること、 事案に応じて行政指導の指針を公表するなどによりその明確性、 透明性が向

上する。
○ 不利益処分を行おうとする場合に、 原則、 一定の方式で相手方の言い分を聴くこととなる

ので、 法律ごとのばらつきが統一され、 国民にとって分かりやすい仕組みになるとともとご国

民の権利利益の保護に寄与する。
○ 日米構造問題協議でも指摘されているように、 国際的にも通用する透明な行政システムを

構築する上での重要な柱となる。

○ 審査基準が原則公されることにより、 行政運営の透明性が向上するとともに許可、 不許可

0
つ

h
ノ

、

･

毀

つ

‐玉

営

つ

と

よ

は

訟
書

公

定

と

、

連

立

に

く

て

訴

て

を

一
に

と

政

役

者

o
と

い

の

じ

針

、
民

ぅ

果

行

雄
輔
髭
実
っ
方

応

指

則
国

よ

に

手

に

の

原

、

る

効

り

防

、
進

行

分
相
め

導

包

･

る

話

よ

け

に

こ

取

と

速

政

不

と

手

定

る

な

こ

迅

行

や

る

目

制

れ

o
的
る

の

、

分

ず

、

い

向
て

悟
る
濾
拗
理
か

処

上

は

　

　
　
　
　
　
　

続

煎
曜
煎
飜
膨
製

し

生

っ

手

湖
怖
粛
期
蘭
佛
0
可
鰄

に

お
わ
り
に

統
一
的
な
行
政
手
続
法
の
必
要
性
に
関
す
る
具
体
的
な

指
摘
は
、
一
九
六
四
年

(昭
和
三
九
年
)
の
第
一
次
臨
時

行
政
調
査
会
の
指
摘
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

つ
ま
り
、
行
政
手
続
法
が
施
行
さ
れ
る
今
日
に
至
る
ま

で
、
約
三
〇
年
の
月
日
が
経
過
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

確
か
に
、行
政
手
続
法
は
、
こ
の
三
〇
年
来
の
努
力
の
成

果
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、す
べ
て
の
目
的
が
達
成
さ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

先
日
亡
く
な
ら
れ
た
鈴
木
永
二
元
第
三
次
行
革
審
会
長

は
、
去
る
九
月
三
〇
日
に
開
催
し
た
行
政
手
続
法
施
行
記

念
事
業
の
席
上
、
｢行
政
手
続
法
の
施
行
に
よ
り
、
い
わ
ば

仏
は
作
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
仏
に

い
か
に
魂
を
入
れ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
だ
｣
と
い
う
旨

の
こ
と
を
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

冒
頭
で
も
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
今
回
の
原
稿
の
タ
イ

ト
ル
は
、
｢行
政
が
ま
も
り
、
国
民
が
生
か
す
新
し
い
ル
ー

ル
｣
で
す
。
施
行
は
、
国
民
と
行
政
の
新
し
い
関
係
に
向

け
て
の
出
発
点
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
本
法
の
趣
旨

を
踏
ま
え
た
的
確
な
行
政
運
営
を
実
現
し
、
そ
の
定
着
を

図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

道
の
り
は
決
し
て
易
し
い
も
の
で
は
な
い
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
不
断
の
、
息
の
長
い
努
力
が
必
要
で
す
。

総
務
庁
と
し
て
も
、
平
成
六
年
二
月
の
行
革
大
綱
に
基

づ
き
、
関
係
機
関
の
協
力
を
得
つ
つ
、
本
法
の
施
行
状
況

を
調
査
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
同
法
の
定
着
に
努
め
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
主
役
は
、
こ
の
法
律
を
活
用
す
る
ひ
と
り
ひ

と
り
の
国
民
、
そ
し
て
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
沿
っ
た
行

政
運
営
を
行
っ
て
い
く
ひ
と
り
ひ
と
り
の
公
務
員
で
す
。

こ
の
拙
文
が
、
そ
う
し
た
方
々
の
理
解
の
一
助
に
な
れ

ば
幸
い
で
す
。
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行
政
手
続
法
の
施
衞
と
道
路
関
係
法
令建

設
省
道
路
局
路
政
課

行
政
運
営
に
お
け
る
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上
を

図
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
の
権
利
利
益
の
保
護
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た

｢行
政
手
続
法

(平
成
五
年
法
律
第

八
十
八
号
)｣
が
、
平
成
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
行
政
手
続
法
の
制
定
に
伴
い
、
道

路
関
係
法
令
に
も
所
要
の
改
正
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
そ
の

施
行
に
伴
い
、
許
認
可
等
に
あ
た
っ
て
の
審
査
基
準
及
び

標
準
処
理
期
間
の
設
定
、
不
利
益
処
分
を
行
う
に
あ
た
っ

て
の
処
分
基
準
の
策
定
等
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
道
路
関
係
法
令
に
お
け
る
動
き

に
つ
い
て
概
観
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

道
路
関
係
法
令
の
整
備

行
政
手
続
法
と
同
時
に
成
立
し
た

｢行
政
手
続
法
の
施

行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

(平
成
五
年

法
律
第
八
十
九
号
)｣
は
、
行
政
手
続
法
が
申
請
に
対
す

る
処
分
、
不
利
益
処
分
等
の
手
続
に
関
す
る
一
般
法
と
し

て
施
行
さ
れ
る
の
に
伴
い
、
整
備
の
必
要
の
生
ず
る
関
係

法
律
に
つ
い
て
、
規
定
の
改
正
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

道
路
関
係
で
は
、
従
来
道
路
法
第
七
十
一
条
第
三
項
に
お

い
て
、
道
路
管
理
者
が
監
督
処
分
を
行
お
う
と
す
る
場
合

は
、
あ
ら
か
じ
め

｢聴
聞
｣
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
と
さ
れ
て
い
た
が
、
行
政
手
続
法
に
よ
り
、
不
利
益

処
分
を
行
う
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
、
弁
明
手
続
又
は

聴
聞
手
続
と
い
う
意
見
陳
述
の
た
め
の
手
続
を
と
る
こ
と

が
定
め
ら
れ
た
た
め
、
道
路
法
の
聴
聞
規
定
は
重
複
規
定

と
し
て
削
除
さ
れ
た
。

そ
の
他
、
道
路
整
備
特
別
措
置
法
等
に
お
い
て
も
所
要

の
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
関
係
政
令
の
整
備
と
し
て
、
｢行
政
手
続
法
及

び
行
政
手
続
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政

令

(平
成
六
年
政
令
三
百
三
号
)｣
に
お
い
て
、
道
路
法

施
行
令
二
十
九
条
第
二
十
二
等
の

｢聴
聞
｣
権
限
の
地
方

建
設
局
長
等
に
対
す
る
委
任
規
定
が
削
除
す
る
等
所
要
の

改
正
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
弁
明
手
続
･
聴
聞
手
続
を

行
う
権
限
は
不
利
益
処
分
に
付
随
す
る
権
能
で
あ
る
た
め
、

不
利
益
処
分
の
委
任
規
定
と
は
別
に
委
任
規
定
を
お
か
な

く
て
も
、
当
然
に
処
分
権
限
に
つ
い
て
委
任
を
受
け
た
行

政
庁
が
行
う
も
の
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
他
、
道
路
整
備
特
別
措
置
法
施
行
令
等
に
お
い
て

も
所
要
の
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
関
係
省
令
の
整
備
と
し
て
、
｢宅
地
建
物
取
引

業
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

(平
成
六
年

建
設
省
令
第
二
十
五
号
)｣
に
お
い
て
、
道
路
法
施
行
規



則
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
が
行
わ
れ
た
。

月
三
十
日
付
け
建
設
省
道
政
発
第
五
十
号
･
建
設
省
道

間
手
続
を
行
う
こ
と
は
あ
ま
り
想
定
さ
れ
な
い
が
、
道
路

行
政
手
続
法
に
定
め
ら
れ
た
聴
聞
手
続
に
関
し
て
の
施

行
細
則
に
つ
い
て
は
、
各
省
庁
ご
と
に
定
め
る
こ
と
と
さ

れ
た
が
、
建
設
省
関
係
で
は
、
｢建
設
省
聴
聞
手
続
規
則

(平
成
六
年
建
設
省
令
第
二
十
四
号
)｣
が
制
定
さ
れ
た
。

さ
ら
に
道
路
関
係
の
運
用
細
則
と
し
て

｢道
路
法
第
七
十

一
条
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
監
督
処

分
を
行
う
場
合
の
聴
聞
の
手
続
に
つ
い
て

(平
成
六
年
九

交
発
第
八
十
三
号
道
路
局
路
政
課
長
･
交
通
管
理
課
長
通

達
)｣
が
発
出
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
道
路
監
理
員
が
行
う
監
督
処
分
に
つ
い
て
は

｢公
益
上
、
緊
急
に
不
利
益
処
分
を
す
る
必
要
が
あ
る
｣

場
合
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
こ
の
場
合
に
は
弁
明
手

続
･
聴
聞
手
続
等
の
規
定
は
適
用
さ
れ
な
い
た
め

(行
政

手
続
法
第
十
三
条
第
二
項
第
一
号
)、
道
路
監
理
員
が
聴

監
理
員
も
独
立
の
行
政
庁
で
あ
る
た
め
、
聴
聞
手
続
を
経

る
こ
と
が
必
要
な
処
分
を
行
う
際
に
は
、
前
述
の
建
設
省

聴
聞
手
続
規
則
等
に
則
っ
て
聴
聞
手
続
を
行
う
べ
き
で
あ

る
。
な
お
、
意
見
陳
述
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
不
利
益

処
分
で
あ
っ
て
も
、
道
路
監
理
員
に
よ
る
処
分
基
準
の
策

定
は
必
要
で
あ
る
。

行
政
手
続
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

新
旧
対
象
条
文

(抄
)

○

道
路
法

(昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
)

改

正

案

改

正

前

(通
行
の
禁
止
又
は
制
限
)

第
四
十
六
条

(略
)

(通
行
の
禁
止
又
は
制
限
)

第
四
十
六
条

(略
)

2

道
路
監
理
員

(第
七
十
一
条
第
五
項
の
規
定
に
よ

り
道
路
管
理
者
が
命
じ
た
道
路
監
理
員
を
い
う
。)

は
、
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
道
路

の
構
造
を
保
全
し
、
又
は
交
通
の
危
険
防
止
す
る
た

め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
必
要
な

限
度
に
お
い
て
、
一
時
、
道
路
の
通
行
を
禁
止
し
、

又
は
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3

(略
)

2

道
路
監
理
員

(第
七
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
道
路
管
理
者
が
命
じ
た
道
路
監
理
員
を
い
う
。)

は
、
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
道
路

の
構
造
を
保
全
し
、
又
は
交
通
の
危
険
防
止
す
る
た

め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
必
要
な

限
度
に
お
い
て
、
一
時
、
道
路
の
通
行
を
禁
止
し
、

又
は
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3

(略
)

(道
路
管
理
者
等
の
監
督
処
分
)

第
七
十
一
条

l
l
2

(略
)

(道
路
管
理
者
等
の
監
督
処
分
)

第
七
十
一
条

1
l
2

(略
)

3

道
路
管
理
者
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
処
分
を

し
、
又
は
必
要
な
措
置
を
す
る
こ
と
を
命
じ
よ
う
と

す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
当
該
処
分
又

は
措
置
に
係
る
者
に
つ
い
て
聴
聞
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
但
し
、
道
路
の
構
造
を
保
全
し
、
又
は

交
通
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
や
む
を
得
な
い

場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

4

第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
必
要
な
措
置

を
と
る
こ
と
を
命
じ
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、

過
失
が
な
く
て
当
該
措
置
を
命
ず
べ
き
者
を
確
知
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
道
路
管
理
者
は
、
そ

の
者
の
負
担
に
お
い
て
、
当
該
措
置
を
み
ず
か
ら
行

な
い
、
又
は
そ
の
命
じ
た
者
若
し
く
は
委
任
し
た
者

に
こ
れ
を
行
な
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
は
、
相
当
の
期
限
を
定
め
て
、
当
該
措
置

を
行
な
う
べ
き
旨
及
び
そ
の
期
限
ま
で
に
当
該
措
置

を
行
な
わ
な
い
と
き
は
、
道
路
管
理
者
又
は
そ
の
命

じ
た
者
若
し
く
は
委
任
し
た
者
が
当
該
措
置
を
行
な

う
旨
を
、
あ
ら
か
じ
め
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5

(略
)

6

(略
)

7

(略
)

8

(略
)

(道
路
管
理
者
の
権
限
の
行
使
)

第
九
十
七
条

第
十
八
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
二

条
第
一
項
、
第
二
十
三
条
第
一
項
、
第
二
十
四
条
、
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3

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と

を
命
じ
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
過
失
が
な
く
て

当
該
措
置
を
命
ず
べ
き
者
を
確
知
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
き
は
、
道
路
管
理
者
は
、
そ
の
者
の
負
担
に
お
い

て
、
当
該
措
置
を
自
ら
行
い
、
又
は
そ
の
命
じ
た
者
若

し
く
は
委
任
し
た
者
に
こ
れ
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
相
当
の
期
限
を
定
め
て
、

当
該
措
置
を
行
う
べ
き
旨
及
び
そ
の
期
限
ま
で
に
当
該

措
置
を
行
わ
な
い
と
き
は
、
道
路
管
理
者
又
は
そ
の
命

じ
た
者
若
し
く
は
委
任
し
た
者
が
当
該
措
置
を
行
う
旨

を
、
あ
ら
か
じ
め
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4

(略
)

5

(略
)

6

(略
)

7

(略
)

(道
路
管
理
者
の
権
限
の
行
使
)

第
九
十
七
条

第
十
八
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
二

条
第
一
項
、
第
二
十
三
条
第
一
項
、
第
二
十
四
条
、



第
二
十
四
条
の
三
、
第
二
十
六
条
第
三
項
、
第
二
十

八
条
、
第
三
十
二
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で

(第
九

十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)、

第
四
十
条
第
二
項

(第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)、
第
四
十
三
条
の
二
、
第

四
十
四
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項

(第
九
十

一
条
第
二
項
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。)、
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
か
ら
第

五
項
ま
で

(第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。)、
第
四
十
五
条
第
一
項
、
第
四
十

六
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
七
条
第
三
項
、

第
四
十
七
条
の
二
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
五
項
、

第
四
十
七
条
の
三
、
第
四
十
七
条
の
四
、
第
四
十
七

条
の
六
第
二
項
、
第
四
十
七
条
の
九
第
一
項
及
び
第

三
項

(第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
規

定
を
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)、
第
四
十
八
条
第
二

項
及
び
第
四
項

(第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
こ

れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)、
第
四
十

八
条
の
二
、
第
四
十
八
条
の
四
、
第
四
十
八
条
の
五

第
二
項
、
第
四
十
八
条
の
六
、
第
四
十
八
条
の
七
、

第
四
十
八
条
の
九
第
四
項
、
第
四
十
八
条
の
十
、
第

六
十
六
条
第
一
項
、
第
六
十
七
条
の
二
、
第
六
十
八

条
、
第
七
十
条
第
一
項
後
段
、
第
七
十
一
条
第
一
項

か
ら
第
五
項
ま
で

(第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)、
第
八
十
七
条
第

一
項

(第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
)
、
第
九
十
一
条
第
一
項
、
第
九
十
三
条

(

第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。)
並
び
に
第
九
十
五
条
の
二
に
規
定
す
る
道
路

管
理
者

(道
路
管
理
者
が
建
設
大
臣
、
都
道
府
県
知

事
又
は
国
で
あ
る
場
合
を
除
く
。)
の
権
限
は
、
道

路
管
理
者
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
の
長
が
行
う
。

第
百
一
条

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
六
月

以
下
の
懲
役
又
は
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一
ー
四

(略
)

五

第
四
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
、
又
は

同
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
最
高
限
度
を
超
え

る
車
両
の
通
行
に
関
し
第
四
十
七
条
の
二
第
一
項

第
二
十
四
条
の
三
、
第
二
十
六
条
第
三
項
、
第
二
十

八
条
、
第
三
十
二
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で

(第
九

十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)、

第
四
十
条
第
二
項

(第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)、
第
四
十
三
条
の
二
、
第

四
十
四
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項

(第
九
十

一
条
第
二
項
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。)、
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
か
ら
第

五
項
ま
で

(第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。)、
第
四
十
五
条
第
一
項
、
第
四
十

六
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
七
条
第
三
項
、

第
四
十
七
条
の
二
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
五
項
、

第
四
十
七
条
の
三
、
第
四
十
七
条
の
四
、
第
四
十
七

条
の
六
第
二
項
、
第
四
十
七
条
の
九
第
一
項
及
び
第

三
項

(第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
規

定
を
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)、
第
四
十
八
条
第
二

項
及
び
第
四
項

(第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
こ

れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)、
第
四
十

八
条
の
二
、
第
四
十
八
条
の
四
、
第
四
十
八
条
の
五

第
二
項
、
第
四
十
八
条
の
六
、
第
四
十
八
条
の
七
、

第
四
十
八
条
の
九
第
四
項
、
第
四
十
八
条
の
十
、
第

六
十
六
条
第
一
項
、
第
六
十
七
条
の
二
、
第
六
十
八

条
、
第
七
十
条
第
一
項
後
段
、
第
七
十
一
条
第
一
項

か
ら
第
六
項
ま
で

(第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)、
第
八
十
七
条
第

一
項

(第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
)
、
第
九
十
一
条
第

一
項
、
第
九
十
三
条

(

第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。)
並
び
に
第
九
十
五
条
の
二
に
規
定
す
る
道
路

管
理
者

(道
路
管
理
者
が
建
設
大
臣
、
都
道
府
県
知

事
又
は
国
で
あ
る
場
合
を
除
く
。)
の
権
限
は
、
道

路
管
理
者
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
の
長
が
行
う
。

第
百
一
条

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
六
月

以
下
の
懲
役
又
は
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一
-
四

(略
)

五

第
四
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
、
又
は

同
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
最
高
限
度
を
超
え

る
車
両
の
通
行
に
関
し
第
四
十
七
条
の
二
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
道
路
管
理
者
が
付
し
た
条
件
に
違

反
し
て
車
両
を
通
行
さ
せ
て
い
る
者
に
対
す
る
第

四
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
道
路
管
理

者
の
命
令

(第
七
十
一
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る

道
路
監
理
員
の
命
令
を
含
む
。)
に
違
反
し
た
者

六
･
七

(略
)

の
規
定
に
よ
り
道
路
管
理
者
が
付
し
た
条
件
に
違

反
し
て
車
両
を
通
行
さ
せ
て
い
る
者
に
対
す
る
第

四
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
道
路
管
理

者
の
命
令

(第
七
十
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る

道
路
監
理
員
の
命
令
を
含
む
。)
に
違
反
し
た
者

六
･
七

(略
)
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第
百
二
条

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
三
十

万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一
-
四

(略
)

五

第
七
十
一
条
第
四
項

(第
九
十
一
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)
の
規
定
に
よ

る
道
路
監
理
員
の
命
令
に
違
反
し
た
者

第
百
三
条

第
四
十
三
条
の
二
、
第
四
十
八
条
第
四
項
、

第
四
十
八
条
の
六
若
し
く
は
第
四
十
八
条
の
十
の
規

定
に
よ
る
道
路
管
理
者
の
命
令
又
は
第
四
十
七
条
第

四
項
の
規
定
に
よ
る
政
令
で
定
め
る
基
準
を
超
え
る

車
両
を
通
行
さ
せ
て
い
る
者
に
対
す
る
第
四
十
七
条

の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
道
路
管
理
者
の
命
令
に

違
反
し
た
者
は
、
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
七
十
一
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
道
路
監
理
員
の

命
令
に
違
反
し
た
者
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

第
百
二
条

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
三
十

万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一
-
四

(略
)

五

第
七
十
一
条
第
五
項

(第
九
十
一
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)
の
規
定
に
よ

る
道
路
監
理
員
の
命
令
に
違
反
し
た
者

第
百
三
条

第
四
十
三
条
の
二
、
第
四
十
八
条
第
四
項
、

第
四
十
八
条
の
六
若
し
く
は
第
四
十
八
条
の
十
の
規

定
に
よ
る
道
路
管
理
者
の
命
令
又
は
第
四
十
七
条
第

四
項
の
規
定
に
よ
る
政
令
で
定
め
る
基
準
を
超
え
る

車
両
を
通
行
さ
せ
て
い
る
者
に
対
す
る
第
四
十
七
条

の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
道
路
管
理
者
の
命
令
に

違
反
し
た
者
は
、
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
七
十
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
道
路
監
理
員
の

命
令
に
違
反
し
た
者
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

二

道
路
関
係
法
令
へ
の
適
用

道
路
関
係
法
令
に
お
い
て
、
行
政
手
続
法
の
対
象
と
な

る
申
請
に
対
す
る
処
分
及
び
不
利
益
処
分
の
一
覧
は
表
ー

の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
処
分
に
つ
き
、
行
政
庁
は
、

申
請
に
対
す
る
処
分
の
審
査
基
準
を
定
め
る
と
と
も
に
、

申
請
に
対
す
る
処
分
の
標
準
処
理
期
間
及
び
不
利
益
処
分

の
処
分
基
準
の
設
定
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
行
政

手
続
法
の
施
行
に
向
け
て
、
審
査
基
準
等
の
設
定
に
関
し

新
た
に
統
一
的
な
基
準
を
示
す
べ
き
も
の
に
つ
い
て
は
順



な
お
、
通
達
等
に
示
さ
れ
た
判
断
の
基
準
、
指
針
等
を

も
っ
て
行
政
庁
自
ら
の
審
査
基
準
等
と
す
る
た
め
に
は
、

当
該
行
政
庁
の
審
査
基
準
等
は
当
該
通
達
と
同
内
容
で
あ

る
旨
、
当
該
通
達
等
の
ど
の
箇
所
が
審
査
基
準
等
に
該
当

す
る
か
を
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

表 1 道路法等における申請に対する処分一覧 す る 当 も と 等 存 庁 次
輻割こ対する処分の根拠条項 申請に対する処分の内容 る 旨 該 っ な さ を の に 通
道路法第24条 道路管理者以外の者が行ぅ工事の承認 か 、 行 て お れ 考 通 お 達

、 エ 、 ‐ - ~ を 当 政 パー 、 て 心 違 い が

次
通
達
が
発
出
さ
れ
て
き
た
と

存
の
通
達
等

(表
2
)
を
参
考
と
し
つ
つ
、
地
域
の
事
情

等
を
考
慮
し
た
上
で
、
審
査
基
準
等
の
設
定
を
行
う
こ
と

申請に対する処分の根拠条項 申請に対する処分の内容
道路法第24条 道路管理者以外の者が行う工事の承認
道路法第32条第 1項 道路の占用の許可
道路法第32条第 3項 道路の占用の変更許可
道路法第47条の 2第 1項 特殊車両の通行許可
道路法第48条の 4 第 1項 自転車専用道路との連結 ･交差の許可
道路法第91条第 1項 区域決定後、 権限取得前の形質変更等の許可
道路法第91条第 2項 道路予定区域について第32条第 1項を準用
道路法第91条第 2項 道路予定区域について第32条第 3項を準用
車両制限令第12条 特殊車両の通行の認定
共同溝法第12条第 1項 公益事業者に対する共同溝の占用の許可
共同溝法第17条 入溝者の権利及び義務の譲渡に対する認可

か 、 行 て お れ 考 通 お
を 当 政 行 、 て 意 違 い
明 該 庁 政 通 い し 等 て
窪 通 の 庁 達 る た ( は
に 達 審 目 等 o 上 表 こ
し 等 査 ら に で 2 #　　 　　 　蕊 審 を 新

れ 査 参 た
た 基 に

発 こ
出 ろ
さ てゞ
れ あ
た る

及び ‐務の譲渡に対する認可

道路法等における不利益処分一覧

が
め 日 行 城 達 、

に 針 う の 及 各
は 等 こ 事 び 行
、 を と 情 既 政

不利益処分の根拠条項 不利益処分の内容
道路法第21条 他の工作物管理者の工事施行命令
道路法第22条第 1項 工事原因者への工事施行命令
道路法第39条第 1項 道路占用料の徴収
道路法第40条第 2項 現状回復に代わる措置の指示
道路法第43条の 2 車両積載物の落下予防等措置命令
道路法第44条第 4項 工作物管理者の危険防止措置命令
道路法第47条の 3第 1項 違反車両の通行中止等の措置命令
道路法第47条の 3第 2項 道路に関する必要な措置命令
道路法第48条第 2項 道路保全立体区域内での措置命令
道路法第48条第 4項 行為の中止、 物件の除去等の命令
道路法第48条の 6 違反行為の中止その他の措置命令
道路法第48条の10 通行中止その他の措置命令
道路法第58条第 1項 原因者への工事費用負担命令
道路法第59条第 3項 原因者への工事費用負担命令
道路法第60条 工作物管理者への費用負担命令
道路法第61条第 1項 受益者への工事費用負担命令
道路法第68条第 1項 非常災害時の土地の収用、 処分
道路法第68条第 2項 非常災害時の防御従事命令
道路法第71条第 1項 許可等の取消し、 工作物の除去命令等
道路法第71条第 2項 許可等の取消し、 工作物の除去命令等
道路法第71条第 4項 道路監理員による措置命令
道路法第71条第 5項 道路監理員による措置命令
道路法第73条第 1項 負担金等の督促
道路法第91条第 2項 道路予定区域lついて道路法第39条第 l項を準用
道路法第91条第 2 項 道路予定区域℃ついて道路法第40条第 2項を準用
道路法第91条第 2項 道路予定区域4ついて道路法第44条第 4項を準用
道路法第91条第 2項 道路予定区域【ついて道路法第48条第2項を準用
道路法第91条第 2 項 道路予定区域とついて道路法第48条第 4項を準用
道路法第91条第 2 項 道路予定区域tついて道路法第71条第 1項を準用
道路法第91条第 2 項 道路予定区域ぐついて道路法第71条第2項を準用
道路法第91条第 2項 道路予定区域(ついて道路法第71条第 4項を準用
道路法第91条第 2 項 道路予定区域【ついて道路法第7l条第 5項を準用
道路法第91条第 2項 道路予定区域乙ついて道路法第73条第 1項を準用
共同溝法第19条 公益物件の除去、 工事の中止命令等
共同溝法第25条 負担金の督促第25条 負担金の督促
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表 2 法令の定め及び通達等基準策定の際参考となるもの

○道路法

審査基準及び不利益処分全般にわたり参考となるもの
道路法解説 (道路法令研究会編 ･大成出版社)

〈中請に対する処分〉
S 24

S 32 -- 1

･ S 32 - 3

. S 47の 2 - 1

, S 48の 4 - 1

S 91一 1

S 91 - 2

〈標準処理期間〉
･ S 24

･ S 32 - 1

･ S 32 -‐ 3

S 47の 2 - 1

S 91 - 1

S 91 - 2

〈不利益処分〉
･ S 39 - 1

S 47の 3 - 1

S 47の 3 - 2

S 48 - 2

｢道路法第24条の承認及び第91条第 1項の許可に係る審査基準について｣

(平成 6年 9月30日付け建設省道政発第49号道路局長通達)

道路法施行令 S 9 ~ S 17の 2

道路法施行規則 S 4 の 3 ~ S 4 の 4 の 7

道路占用関係通達集 第 2章 占用許可基準
(建設省道路局路政課監修 ･㈱ぎょうせい)

S 32一 目ご同じ

｢特殊車両通行許可限度算定要領について｣
(昭和53年12月 1日付け建設省道交発第99号道路交通管理課長 ･企画課長通達)

｢道路情報便覧｣ (鰯日本道路交通情報センター編)

｢自動車専用道路への通路等の連結許可基準について｣
(昭和39年10月13日付け建設省道発第407号道路局長通達)

｢道路法第24条の承認及び第91条第 1項の許可に係る審査基準について｣
(平成 6年 9月30日付け建設省道政発第49号道路局長通達)

S 32 - 1 に同じ

｢道路法第24条の承認及び第32条の許可に係る標準処理期間の基準について｣
(平成 6年 9月16日付け建設省道政発第46号道路局路政課長通達)

同上

｢特殊車両の通行許可に係る標準処理期間の基準について｣
(平成 6年 9月14日付け建設省道交発第76号道路交通管理課長通達)

｢道路法第91条第 1項の許可に係る標準処理期間の基準について｣
(平成 6年 9月30日付け建設省道政発第48号路政課長通達)

｢道路法第24条の承認及び第32条の許可に係る標準処理期間の基準について｣
(平成 6年 9月l6日付け建設省道政発第46号道路局路政課長通達)

道路法施行令 S 19~ S 19の 4

道路法施行規則 S 4 の 5

道路占用関係通達集 第 3章 占用料
(建設省道路局路政課監修 ･㈱ぎょうせい)

｢特殊車両の通行に関する指導取締要領｣
(昭和53年12月 1日付け建設省道交発第96号道路局長通達 ｢車両の通行の制限について｣
別添)

車両制限令

｢道路法の一部を改正する法律等の施行について｣
(平成元年12月20日付け建設省道政発第84号第三局長通達 第二 1 (5 ) 二)

｢道路法等の一部を改正する法律等の施行について｣
(平成元年12月20日付け建設省道政発第86号路政課長通達第三)
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･ S 48 - 4

･ S 71 - 1

同上
｢特殊車両の通行に関する指導取締要領｣

(昭和53年12月 1日付け建設省道交発第96号道路局長通達 ｢車両の通行の制限について｣
別添)

道路法施行例 S 19~ S 19の 4、 別表

道路法施行規則 S 4 の 5

道路占用関係通達集 第 3章 占用料
(建設省道路局路政課監修 ･㈱ぎょうせい)

○共同溝の整備等に関する特別措置法

〈申請に対する処分〉
･ S 12 - 1 共同溝法 S 9、 S 12 - 2

･ S 17 ｢共同溝の占用許可に基づく権利及び義務の譲渡に係る認可事務取扱いについて (仮称)｣
年内を目途に発出
(｢電気事業者の保安通信線たるケーブルの芯線の一部の第一種電気通信事業者に対する
譲渡に係る共同溝の占有等の取り扱いについて｣
(平成 2年 3月 9日付け建設省道政発第11号路政課長通達) は廃止予定)

く標準処理時間〉
･ S 12 - 1 共百" " 14 - 1

く不利益処分〉
･ S 19

○車両制限令

〈申請に対する処分〉
･ S 12 ｢特殊車両通行許可限度算定要領についてJ

(昭和53年12月 1日付け建設省道交発第99号道路交通管理課長 ･企画課長通達)
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特
殊
車
両
の
通
行
許
可
制
度

ー

特
殊
車
両
通
行
許
可
制
度
の
意
義

道
路
の
構
造
は
、
あ
る
一
定
の
規
格
の
車
両
が
安
全
･

円
滑
に
通
行
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
規
格
を
超
え
る
車
両
の
通
行
は
、
道
路
の
構
造

又
は
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、

幅
、
重
量
、
高
さ
、
長
さ
及
び
最
小
回
転
半
径
が
政
令
で

定
め
る
最
高
限
度
を
超
え
る
車
両
は
、
原
則
と
し
て
道

路
を
通
行
さ
せ
て
は
な
ら
な
い

(道
路
法
第
四
七
条
第
二

項
)。し

か
し
な
が
ら
、
実
際
の
社
会
･
経
済
活
動
に
伴
い
、

車
両
の
使
用
目
的
や
車
両
に
積
載
す
る
貨
物
の
特
性
か
ら
、

や
む
を
得
ず
前
述
の
最
高
限
度
を
こ
え
る
車
両
を
通
行
さ

せ
る
必
要
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、

か
た
く
な
に
上
記
の
制
限
値
を
こ
え
る
車
両
の
通
行
を
拒

む
こ
と
は
、
社
会
･
経
済
活
動
を
損
ね
、
公
共
の
福
祉
の

増
進
と
い
う
道
路
法
の
目
的
に
反
す
る
こ
と
に
も
な
り
か

ね
な
い
。
道
路
は
、
社
会
･
経
済
活
動
を
支
え
る
最
も
重

要
な
基
盤
施
設
で
あ
り
、
社
会
･
経
済
活
動
と
の
関
係
が

深
い
た
め
、
道
路
の
管
理
に
あ
た
っ
て
は
、
道
路
及
び
交

通
と
道
路
を
通
行
す
る
車
両
と
の
間
に
調
和
を
も
た
せ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
o

そ
こ
で
、
車
両
の
構
造
又
は
車
両
に
積
載
す
る
貨
物
の

特
殊
性
を
審
査
し
、
必
要
上
や
む
を
得
な
い
と
道
路
管
理

者
が
認
め
る
場
合
に
限
っ
て
、
道
路
の
構
造
を
保
全
し
、

又
は
交
通
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
条
件

(徐

行
、
連
行
禁
止
、
誘
導
車
の
配
置
、
通
行
時
間
の
指
定
等
)

を
付
し
て
、
最
高
限
度
を
超
え
る
車
両
の
通
行
を
許
可
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る

(道
路
法
第
四
七
条
の
二

第

一
項
)。
前
述
の
制
限
値
を
こ
え
る
車
両
を
通
行
さ
せ

よ
う
と
す
る
者
は
、
車
両
の
諸
元
、
積
載
物
の
内
容
、
通

行
経
路
、
通
行
の
日
時
等
を
所
定
の
書
類
に
書
き
込
み
、

道
路
管
理
者
に
申
請
し
、
特
殊
車
両
通
行
許
可
証
の
交
付

を
受
け
て
、
車
両
を
通
行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
｢特

殊
車
両
通
行
許
可
制
度
｣
と
は
、
こ
の
よ
う
な
制
度
を
い
う
。

2

特
殊
車
両
通
行
許
可
制
度
の
概
要

特
殊
車
両
通
行
許
可
申
請
は
、
特
殊
車
両
を
通
行
さ
せ

よ
う
と
す
る
道
路
の
道
路
管
理
者
に
行
え
ば
よ
い
が
、
当

該
通
行
経
路
が
二
以
上
の
道
路
管
理
者
の
管
理
す
る
道
路

に
わ
た
る
場
合
は

(市
町
村
道
の
み
に
か
か
る
場
合
を
除

く
。
)
、
そ
の
う
ち
の

一
つ
の
道
路
管
理
者
の
窓
口
に
申
請
、

書
を
提
出
す
れ
ば
、
受
理
し
た
窓
口
の
道
路
管
理
者
が
、

そ
の
経
路
に
あ
た
る
他
の
道
路
の
道
路
管
理
者
と
協
議
を

特
殊
車
両
の
通
行
許
可
制
度
に
つ
い
て

(そ
の
3
)

建
設
省
道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
技
術
係
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行
っ
た
上
で
、
一
括
し
て
許
可
な
い
し
不
許
可
の
判
断
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る

(許
可
申
請
に

際
し
、
手
数
料
が
必
要
)。

道
路
管
理
者
は
、
申
請
書
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
特

殊
車
両
の
通
行
に
関
し
、
必
要
な
審
査
を
行
い
許
可
又
は

不
許
可
の
処
分
を
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
審
査
の
基
準
と

し
て
、
｢特
殊
車
両
通
行
許
可
限
度
算
定
要
領

(許
可
で

き
る
車
両
の
幅
、
重
量
、
高
さ
、
長
さ
等
の
限
度
を
道
路

の
構
造
と
の
関
係
か
ら
通
行
条
件
別
に
求
め
る
要
領
)｣

及
び

｢道
路
情
報
便
覧

(特
殊
車
両
通
行
許
可
限
度
算
定

要
領
に
基
づ
い
て
個
々
の
道
路
に
つ
い
て
現
地
を
調
査
し
、

許
可
の
限
度
の
寸
法
及
び
重
量
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
)｣

が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
が
た
い
場
合
は
、
別
途
道
路
管

理
者
が
個
別
に
審
査
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
o

こ
の
よ
う
な
審
査
を
経
て
、
道
路
管
理
者
が
必
要
な
条

件
を
附
し
て
特
殊
車
両
の
通
行
を
許
可
し
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
許
可
証
を
交
付
す
る
。
許
可
証
の
交
付
を
受
け
た

者
は
、
当
該
許
可
に
係
る
通
行
中
、
当
該
許
可
証
を
当
該

車
両
に
備
え
付
け
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
、
主
要
な
道
路
に
つ
い
て
は
、
特
殊
車
両
の
通
行

に
関
す
る
審
査
を
簡
素
化
、
迅
速
化
す
る
た
め
に
電
子
計

算
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
電
子
計
算
機
器
の
整

備
さ
れ
た
道
路
管
理
者
の
窓
ロ
で
は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
算
定
で
き
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム

で
の
算
定
方
法
は
、
上
述
の
特
殊
車
両
通
行
許
可
限
度
算

定
要
領
及
び
道
路
情
報
便
覧
に
よ
る
も
の
と
同
様
で
あ
る
。

許
可
申
請

1

車
両
制
限
令
に
定
め
る
最
高
限
度

(車
両
制
限
令
第
三
条
)

ア

幅

･･･'･÷
一
･
五
メ
ー
ト
ル

イ

重
量

a

総
重
量

高
速
自
動
車
国
道
、
指
定
道
路
!
･!

軸
距
･
長
さ
に
応
じ
最
大
二
五
ト
ン

そ
の
他
の
道
路
･･!
･二

〇
ト
ン

b

軸
重
･･!
''
一
〇
ト
ン

c

隣
り
合
う
車
軸
に
係
る
軸
重
の
合
計

隣
り
合
う
車
軸
に
係
る
軸
距
が
一
･
八
メ
ー

ト
ル
未
満
の
場
合
一
八
ト
ン

(隣
り
合
う
車
軸

に
係
る
軸
距
が
一
･
三
メ
ー
ト
ル
以
上
で
、
か

つ
当
該
隣
り
合
う
車
軸
に
係
る
軸
重
が
九
･
五

ト
ン
以
下
の
場
合
一
九
ト
ン
)

一
･
八
メ
ー
ト
ル
以
上
の
場
合
は
二
〇
ト
ン

d

輪
荷
重
!
･!
五
ト
ン

ウ

高

さ
･････ニ
ニ
･
八
メ
ー
ト

ル

エ

長

さ
!
!

一
二
メ
ー
ト
ル

(連
結
車
の
特
例
あ
り
↓
力
)

オ

最
小
回
転
半
径

(車
両
の
最
外
側
の
わ
だ
ち
)

　

　

　

･!
!
÷

二
メ
ー
ト
ル
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力

連
結
車
の
特
例

a

総
重
量

Q

車
両
制
限
令
で
車
両
の
重
量
な
ど
に
つ
い
て
は
最

高
限
度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
に
、
特
殊
車
両
の
通

行
許
可
に
よ
っ
て
そ
の
限
度
を
超
え
る
車
両
が
通
行

て
き
る
の
は
な
ぜ
か
?

A

1

車
両
制
限
令
の
最
高
限
度

(重
さ
、
幅
、
高

さ
及
び
長
さ
)
に
つ
い
て
は
、
道
路
構
造
上
の

規
格

(道
路
構
造
令
)
と
同
じ
考
え
で
規
定
さ

れ
て
い
る
。

2

道
路
構
造
令
に
基
づ
い
た
規
格
の
道
路
に
つ

い
て
は
、
徐
行
等
の
条
件
を
付
せ
ば
最
高
限
度

を
超
え
る
車
両
に
つ
い
て
も
安
全
な
通
行
の
確

保
が
可
能
な
場
合
が
あ
る
。

列

徐
行
に
よ
る
衝
撃
荷
重
の
軽
減

対
向
車
線
の
制
限
に
よ
る
総
荷
重
の

軽
減

ま
た
、
大
型
車
交
通
量
が
少
な
い
道
路
で
は
、

橋
梁
に
一
度
に
複
数
の
大
型
車
が
載
る
よ
う
な

状
況
を
想
定
し
な
く
て
も
よ
い
の
で
、
あ
る
程

度
の
重
量
な
ら
許
容
で
き
る
。

3

た
だ
し
、
道
路
構
造
は
箇
所
に
よ
り
、
ま
た

時
点
に
よ
り
異
な
る
の
で
、
特
殊
車
両
の
通
行

許
可
に
よ
り
、
審
査
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
な

る
↓。



セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
連
結
車
及
び
フ
ル
ト
レ
ー
ラ

連
結
車
の
う
ち
、
特
例
車
種

(バ
ン
型
、
コ
ン

テ
ナ
用
、
タ
ン
ク
型
、
幌
枠
型
、
自
動
車
の
運

搬
用
)
に
つ
い
て
は
、
最
遠
軸
距

(車
両
の
最

前
軸
と
最
後
軸
と
の
軸
間
距
離
)
に
応
じ
、

高
速
自
動
車
国
道
を
通
行
す
る
も
の
･!
!

最
大
三
六
ト
ン

そ
の
他
の
道
路
を
通
行
す
る
も
の
･!
ー
!
･

最
大
二
七
ト
ン

b

長

さ

高
速
自
動
車
国
道
を
通
行
す
る
セ
ミ
ト
レ
ー

ラ
連
結
車
及
び
フ
ル
ト
レ
ー
ラ
連
結
車
で
、
そ

の
積
載
す
る
貨
物
が
被
け
ん
引
車
の
車
体
の
前

方
又
は
後
方
に
は
み
出
し
て
い
な
い
も
の
に
つ

い
て
は
、

セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
連
結
車
!
!
.

一
六
･
五
メ
ー
ト
ル

フ
ル
ト
レ
ー
ラ
連
結
車
･!
･･
一
八
メ
ー
ト
ル

2

特
殊
車
両
の
通
行
許
可
の
対
象

車
両
制
限
令
に
定
め
る
最
高
限
度

(幅
、
重
量
、
高
さ
、

長
さ
及
び
最
小
回
転
半
径
)
を
超
え
る
車
両
で
、
車
両
の

構
造
又
は
車
両
に
積
載
す
る
貨
物
の
特
殊
で
あ
る
た
め
や

む
を
得
な
い
と
道
路
管
理
者
が
認
め
る
場
合
は
、
特
殊
車

両
の
通
行
許
可
の
対
象
と
な
る
。

①

車
両
に
積
載
す
る
貨
物
の
特
殊
性

ア

積
載
貨
物
の
重
量
に
お
い
て
分
割
不
可
能
な
も

の
積
載
貨
物
が
分
割
不
可
能
※
で
あ
る
た
め
、
道

路
法
第
四
七
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
重
量
の
最

高
限
度
を
超
え
る
こ
と
を
い
う
。
(例
…
ト
ラ
ン

ス
、
石
材
、
発
電
機
等
)

イ

積
載
貨
物
の
寸
法
に
お
い
て
分
割
不
可
能
な
も

の
積
載
物
の
寸
法

(幅
、
高
さ
又
は
長
さ
)
に
お

い
て
分
割
不
可
能
※
で
あ
る
た
め
、
道
路
法
第
四

七
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
幅
等
の
最
高
限
度
を

超
え
る
こ
と
を
い
う
。
ま
た
、
積
載
物
の
重
量
に

お
い
て
分
割
す
る
こ
と
が
可
能

(例
え
ば
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
の
支
柱
の
場
合
は
、
積
載
し
て
い
る

本
数
を
減
ら
せ
ば
、
重
量
に
お
い
て
分
割
で
き
る

こ
と
に
な
る
。
)
で
あ

っ
て
も
、
そ
の
重
量
に
つ

い
て
は
、
保
安
基
準

(第
五
五
条
)
に
基
づ
く
基

準
の
緩
和
を
受
け
る
必
要
の
な
い
車
両
で
あ
れ
ば
、

算
定
要
領
に
よ
る
A
条
件
を
超
え
な
い
範
囲
で
許

可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(例
…
工
場
プ
ラ
ン
ト
用
の
タ
ン
ク
、
祭
り
の
山

車
、
新
幹
線
の
車
体
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ボ
ッ
ク
ス
、

電
柱
等
)

※

分
割
不
可
能

…
分
解
に
熟
練
者
を
要
し
、
通
常
の
運
搬
、

保
管
等
で
す
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
度
の
も
の
を
い
い
、

取
り
外
し
可
能
な
も
の
は
取
り
外
さ
せ
、
運
搬
に
適
し
た
車

両
を
選
択
さ
せ
る
。

ウ

積
載
貨
物
の
高
さ
と
重
さ
の
特
例

(車
体
は
、

長
さ
の
特
例
)

｢背
高
海
上
コ
ン
テ
ナ
用
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
連
結

車
｣
に
つ
い
て
は
、
長
さ
四
〇
フ
ィ
ー
ト
、
高
さ

九
フ
ィ
ー
ト
六
イ
ン
チ
型
の
海
上
コ
ン
テ
ナ

(輸

出
入
貨
物
を
積
載
す
る
コ
ン
テ
ナ
で
、
国
内
で
積

替
え
を
行
わ
ず
、
輸
出
入
時
の
状
態
で
輸
送
さ
れ

る
も
の
を
い
う
。
)
に
つ
い
て
は
、
貨
物
積
載
状

態
の
高
さ
が
、
三

･
八
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
が
、

国
際
複
合
一
貫
輸
送
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
性
格

に
鑑
み

｢貨
物
が
分
割
不
可
能
で
特
殊
な
た
め
や

む
を
得
な
い
｣
も
の
と
し
て
い
る
。

な
お
、

コ
ン
テ
ナ
用
セ
ミ
ト

レ
ー
ラ
の
本
体
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特
殊
車
両
の
対
象
と
な
る
場
合
は
、
大
き
く
分
け
る
と

次
の
よ
う
な
分
類
と
な
る
。

の

車
両
制
限
令
の
最
高
限
度
を
超
え
て
い
る
場
合

(例
)
建
設
機
械
、
重
量
物
運
搬
の
場
合

②

一
部
の
道
路
に
つ
い
て
自
由
走
行
で
き
る
車
両
が

そ
れ
以
外
の
道
路
を
走
行
し
よ
う
と
す
る
場
合

(例
)
高
速
自
動
車
国
道
の
特
例
の
対
象
と
な
る

連
結
車
の
場
合

③

車
両
制
限
令
の
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
が
、
橋
梁
、

ト
ン
ネ
ル
な
ど
で
重
量
制
限
、
高
さ
制
限
が
な
さ
れ

て
い
る
所
を
走
行
す
る
場
合



(ト
ラ
ク
タ
十
シ
ャ
ー
シ
)
に
つ
い
て
は
、
｢車

両
の
構
造
が
特
殊
な
た
め
の
や
む
を
得
な
い
｣
も

の
と
し
て
取
り
扱
う
。

車
両
の
構
造
の
特
殊
性

ア

車
両
の
構
造
上
、
寸
法

(重
量
、
幅
、
高
さ
又

は
長
さ
)
に
お
い
て
分
割
不
可
能
※
で
あ
る
た
め
、

道
路
法
第
四
七
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
幅
等
の

最
高
限
度
を
超
え
る
車
両
を
い
い
、
取
り
外
し
可

能
な
も
の
は
取
り
外
さ
せ
た
状
態
で
自
走
す
る
も

の
を
い
う
。

(例
…
ト
ラ
ッ
ク
ク
レ
ー
ン
台
車
、
ラ
フ
タ
ー

ク
レ
ー
ン
等
の
建
設
機
械
)

ィ

｢
一
部
の
道
路
を
自
由
走
行
で
き
る
車
両
｣

a

バ
ン
型
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
連
結
車
等
の
長
さ
の

特
例セ

ミ
ト
レ
ー
ラ
連
結
車
等
の
特
例
車
種

(バ

ン
型
、
コ
ン
テ
ナ
用
、
タ
ン
ク
型
、
幌
枠
型
、

自
動
車
の
運
搬
用
)
の
う
ち
、
高
速
自
動
車
国

道
及
び
指
定
道
路
の
み
自
由
走
行
で
き
る
も
の

は
、
そ
の
他
の
道
路
で
は
、
特
殊
車
両
の
通
行

許
可
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
際
に
は
車
両
の
構

造
が
特
殊
な
車
両
と
し
て
取
扱
う
。
な
お
、
重

さ
に
つ
い
て
は
、
積
載
貨
物
の
特
殊
性
と
し
て

取
り
扱
う
。

b

新
規
格
車

新
規
格
車
が
自
由
走
行
可
能
な
道
路
以
外
の

②

道
路
を
通
行
す
る
場
合
は
、
車
両
の
構
造
が
特

殊
な
車
両
と
し
て
、
特
殊
車
両
の
通
行
許
可
の

対
象
と
す
る
。
(積
載
す
る
貨
物
の
特
殊
性
は

問
わ
な
い
)

『新
規
格
車
｣
と
は
、
車
両
制
限
令
の
改
正

(平
成
五
年
三

月
二
五
日
施
行
)
に
よ
り
新

た
に
高
速
自
動
車
国
道
及
び
道
路
管
理
者
が
指

定
す
る
道
路
を
自
由
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
総
重
量
二
〇
ト
ン
超
の
車
両
を
言
う
。

ウ

海
上
コ
ン
テ
ナ
用
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
連
結
車

海
上
コ
ン
テ
ナ

(輸
出
入
貨
物
を
積
載
す
る
コ

ン
テ
ナ
で
、
国
内
で
積
替
え
を
行
わ
ず
、
輸
出
入

時
の
状
態
で
輸
送
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。)
用
セ

ミ
ト
レ
ー
ラ
連
結
車
に
つ
い
て
は
、
｢東
名

･
名

神
の
既
設
道
路
橋
に
対
す
る
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
連
結

車
使
用
適
性
の
照
査
実
施
要
領
｣
に
お
い
て
、
適

合
し
た
車
両
を
許
可
の
対
象
と
す
る
。

3

申
請
の
種
類

①

申
請
の
性
質
に
よ
る
区
分

ア

新
規
申
請

新
た
に
特
殊
車
両
を
通
行
さ
せ
よ
う
と
す
る
と

き
の
申
請
。
既
に
許
可
を
受
け
た
申
請
で
あ
っ
て

も
、
包
括
申
請

(後
述
)
の
場
合
に
は
、
車
両
の

台
数
を
増
や
そ
う
と
す
る
と
き
は
新
規
申
請
扱
い

と
な
る
。

イ

更
新
申
請

既
に
許
可
さ
れ
て
い
る
申
請
書
の
う
ち
、
許
可

期
間
の
み
を
更
新
す
る
申
請
。

ウ

変
更
申
請

許
可
を
受
け
て
い
る
申
請
内
容
に
変
更
が
生
じ

た
と
き
に
行
う
申
請
。

変
更
事
由
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

｣"=ソ
0

a

車
両
の
交
換

(車
両
の
買
替
え
等
)

b

車
両
台
数
の
減
少

(包
括
申
請
の
場
合
)

C

申
請
者
の
変
更

d

通
行
経
路
の
変
更

e

そ
の
他

(会
社
名
の
変
更
等
)

②

車
両
台
数
に
よ
る
区
分

ア

普
通
申
請

申
請
車
両
台
数
が
一
台

(単
車
の
場
合
は
ト
ラ
ッ

ク
台
数
一
台
、
連
結
車
の
場
合
は
ト
ラ
ク
タ
、
ト

レ
ー
ラ
が
連
結
走
行
状
態
で
一
台
)
の
申
請
を
い

い
、
通
行
経
路
は
複
数
で
も
か
ま
わ
な
い
。

イ

包
括
申
請

車
両
の
台
数
が
二
台
以
上
の
申
請
を
い
い
、
次

の
事
項
が
同
一
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

a

車

種

b

通
行
経
路

c

積
載
貨
物

d

通
行
期
間
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｢車
種
が
同
こ

と
は

｢車
両
の
種
類
及
び

な
お
、
申
請
に
基
づ
い
て
車
両
の
構
造
、
車
両
に
積
載

軸
種
※
が
同
じ
で
あ
る
｣
こ
と
。

す
る
貨
物
の
特
殊
性
が
審
査
さ
れ
る
の
で
、
内
容
を
熟
知

※

軸
種
“
車
両
の
軸
の
数
、
駆
動
軸
の
配
置
が
同
じ
事
を

し
た
者
が
窓
ロ
に
出
向
く
ほ
う
が
よ
い
。

い
,フ
。

(
つ
づ
く
)

③

申
請
経
路
に
よ
る
区
分

ア

片
道
申
請
、
往
復
申
請

申
請
は
片
道
で
も
往
復
で
も
ど
ち
ら
で
も
申
請

で
き
る
。
往
復
で
申
請
す
る
場
合
に
は
往
路
、
復

路
で
通
行
条
件
の
厳
し
い
方
が
採
用
さ
れ
る
。

(車
両
構
造
が
特
殊
で
許
可
を
得
る
場
合
は
、
往

復
申
請
が
必
要
)

イ

一
括
申
請

申
請
経
路
が
二
以
上
の
道
路
管
理
者
の
管
理
す

る
道
路
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
、
そ
の
い
ず

れ
か
の
道
路
管
理
者
に
許
可
申
請
を
行
う
こ
と
を

い
う
。
(許
可
申
請
に
際
し
手
数
料
が
必
要
)

④

そ
の
他
の
申
請

市

(指
定
市
以
外
)
町
村
の
道
路
の
み
特
殊
車
両

を
通
行
さ
せ
る
と
き
は
、
当
当
該
道
路
の
道
路
管
理

者
に
対
し
て
申
請
す
る
。

4

申
請
者

許
可
申
請
は
、
特
殊
な
車
両
を
通
行
さ
せ
よ
う
と
す
る

者
が
行
う
。
こ
れ
は
、
当
該
特
殊
な
車
両
の
通
行
に
関
し

て
責
任
を
有
し
、
か
つ
通
行
さ
せ
る
意
思
が
あ
る
者
と
解

さ
れ
、
荷
主
、
運
送
事
業
者
等
が
申
請
者
と
な
る
。
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歴史の道r脚光杉並木街道』
岬般国道119号 魂 21号

栃木県土木部道路維持課長 渋沢 芳弥

さ
さ

忍者さま
　　　
　　

　　　　　　　　　

　　　　　
　
　

は
じ
め
に

日光連山と日光杉並木街道

本
県
は
、
関
東
地
方
の
北
部
に
位

置
す
る
内
陸
県
で
、
東
南
部
は
茨
城

県
、
南
西
部
は
群
馬
県
と
埼
玉
県
、

北
部
は
福
島
県
に
接
し
、
ま
た
、
首

都
東
京
か
ら
は
六
0
-
一
六
0
m
の

範
囲
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

面
積
は
、
六
、
四
〇
八
･
二
八
姉

(全
国
二
〇
位
)、東
西
約
八
四
如
、

南
北
約
九
八
如
の
ほ
ぼ
楕
円
形
で
、

全
国
面
積
の
約
一
･
七
%
を
占
め
、

関
東
地
方
で
は
最
も
広
大
な
県
で
す
。

県
土
は
、
地
形
上
大
き
く
三
つ
の

地
域
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
一
つ
は
、北
西
部
山
岳
地
帯
で
、

白
根
山
(二
、五
七
八
m
)
を
は
じ
め
、

男
体
山
(二
、
四
八
四
m
)、
女
峰
山

(二
、
四
八
三
m
)
な
ど
の
高
山
、
名
山

が
そ
び
え
、太
平
洋
側
と
日
本
海
側

の
分
水
嶺
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
、
日
光
、
高
原
、
那
須

の
山
岳
地
帯
を
中
心
と
し
た
地
域
は
、

我
が
国
の
代
表
的
な
自
然
公
園
で
あ

る
日
光
国
立
公
園
に
よ
っ
て
占
め
ら

れ
、
そ
の
広
さ
は
一
〇
万
三
、
五
一

一
如
に
も
及
び
、
全
国
に
二
八
か
所

あ
る
国
立
公
園
中
五
番
目
の
面
積
を

有
し
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
八
溝
山
地
で
、
標
高

六
〇
0
i
一
、
0
0
o
m
の
な
だ
ら

か
な
丘
陵
地
帯
で
あ
り
、
南
に
向

か
っ
て
高
度
を
下
げ
な
が
ら
、
県
東

部
、
茨
城
県
境
に
沿
っ
て
南
北
に
伸

び
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
両
山
地
に
は
さ
ま
れ
、

南
に
開
い
た
平
地
が
中
央
平
野
部
で
、

北
か
ら
白
河
丘
陵
、
那
須
野
が
原
扇

状
地
、
塩
那
丘
陵
地
が
連
な
り
、
南

の
平
野
部

へ
と
続
い
て
お
り
、
こ
こ

を
北
西
部
山
岳
地
帯
に
源
を
発
す
る

鬼
怒
川
、
那
珂
川
等
の
河
川
が
南
流

し
て
い
ま
す
。

本
県
の
気
候
は
、
表
日
本
型
の
気

候
域
に
入
り
ま
す
が
、
寒
暖
の
差
が

大
き
く
、
冬
は
空
気
が
乾
燥
し
夏
は

湿
度
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

内
陸
県
の
た
め
、
特
に
、
平
地
で

の
冬
の
寒
さ
が
厳
し
く
、
一
日
の
気

温
の
差
が
大
き
い
こ
と
、
ま
た
夏
季

は
雷
の
発
生
が
多
く
、
冬
季
は
男
体

お
ろ
し
、
那
須
お
ろ
し
の
カ
ラ
ッ
風

が
吹
く
の
が
気
候
上
の
特
色
で
す
。

し
か
し
、
全
国
的
な
比
較
で
み
た

場
合
、
自
然
災
害
は
少
な
く
、
本
県

の
住
み
よ
さ
の
大
き
な
要
素
の
一
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
県
の
県
民
性
の
特
徴
と
し
て
は
、

｢誠
実
｣
｢勤
勉
｣
が
第

一
に
挙
げ

ら
れ
、
概
し
て

｢ま
じ
め
に
仕
事
を

や
り
遂
げ
る
人
が
多
く
｣
｢研
究
心

も
旺
盛
｣
で
、
｢人
柄
が
良
く
人
情

味
が
あ
る
｣
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

次
に
本
県
の
道
路
に
つ
い
て
で
す

が
、
本
県
の
道
路
の
中
で
話
題
性
や

歴
史
的
由
来
の
ど
ち
ら
で
も
、
ま
ず

頭
に
浮
か
ぶ
の
は

｢日
光
杉
並
木
街

5 6 道行セ 94,12



(平成 4年 2月 1 H 現在)日光杉並木街道の概要

道 路 名 区 間

賤
並木杉本数

国道119号 (旧日光街道) 日光市日光 ~ 今市市瀬川 獄 2
,
254本

国道119号 (旧日光街道)

緘詞諦鯖 鰡 硼国道121号 (旧例幣便街道) 洽聯~鋪市AT 鱒 鰄国道121号 (旧会津西街道) 町桑大市同~市TJ吟羸今 競 解計 澗 蹴

道
｣
で
す
。

今
回
は
、
こ
の

｢日
光
杉
並
木
街

道
｣
に
つ
い
て
御
紹
介
い
た
し
ま
す
。

二

日
光
杉
並
木
街
道
と
は

日
光
杉
並
木
街
道
は
、
日
光
市
山

内
の
大
谷
川
に
架
か
る
国
指
定
重
要

文
化
財
の
神
橋
を
起
点
と
し
て
今
市

市
瀬
川
地
区
ま
で
と
今
市
市
今
市
の

追
分
地
蔵
尊
か
ら
、
同
市
大
沢
地
区

ま
で
の
旧
日
光
街
道
(国
道
一
一
九

号
)、今
市
市
今
市
の
追
分
地
蔵
尊
か

ら
同
市
小
倉
地
区
ま
で
の
旧
壬
生
通

り
(通
称
･
例
幣
便
街
道
･
国
道
一

二
一
号
)、ま
た
今
市
市
大
谷
向
地
区

か
ら
同
市
大
桑
地
区
ま
で
の
旧
会
津

西
街
道
(国
道
一
二
一
号
)の
三
街
道

か
ら
な
り
、
総
延
長
三
七
畑
に
及
ぶ

街
道
の
両
側
に
、古
い
も
の
で
は
樹

齢
三
六
〇
年
を
超
え
る
杉
の
巨
木
一
、

三
〇
〇
〇
本
余
が
続
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
街
道
に
付
随
す
る
も碑進寄

の
と
し
て
、
杉
を
植
栽
し
た
こ
と
を

記
録
し
た
貴
重
な
石
碑
と
し
て

｢並

木
寄
進
碑
｣
が
あ
り
、
日
光
市
内
の

神
橋
の
ほ
と
り
に
一
基
、
ま
た
、
今

市
市
大
沢
町
、
同
市
小
倉
同
市
大
桑

町
の
杉
並
木
の
起
点
と
な
る
箇
所
に
、

そ
れ
ぞ
れ
一
基
ず
つ
計
四
基
が
建
立

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
,光

杉
並
木
街
道
は
、
大
正

一
一
年
に
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て

以
来
、
昭
和
二
七
年
に
は
国
の
特
別

史
跡
に
指
定
さ
れ
、
昭
和
三
一
年
に

は
同
じ
く
特
別
天
然
記
念
物
の
指
定

を
受
け
、｢日
光
杉
並
木
街
道
附
(
つ

け
た
り
)
並
木
寄
進
碑
｣
の
名
称
で
、

我
が
国
で
唯
一
特
別
史
跡
と
特
別
天

然
記
念
物
の
二
重
指
定
を
受
け
て
い

る
極
め
て
貴
重
な
文
化
財
で
す
。
こ

の
ほ
か
、
ギ
ネ
ス
ブ

ッ
ク
に
も
、
世

界
最
長
の
並
木
道
と
し
て
掲
載
さ
れ

る
な
ど
、
栃
木
県
が
誇
る
世
界
的
な

文
化
遺
産
で
す
。

三

日
光
杉
並
木
街
道
の
歴
史

日
光
杉
並
木
街
道
の
誕
生
は
、
日

光
東
照
宮
の
造
営
に
由
来
し
て
い
ま

セ

円

府

明

達

陽
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薹
讓

日

す
。
元
和
三
年

(
一
六
一
七
年
)
三

代
将
軍
秀
忠
は
、
家
康
の
遺
命
に
従

い
霊
柩
を
駿
府
の
久
能
山
か
ら
下
野

国
日
光
山
に
移
し
社
殿
を
造
営
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
三
代
将
軍
家
光
は
、

寛
永
三

年
か
ら
巨
費
を
投
じ
て
造

替
え
に
着
手
し
、
わ
ず
か
一
年
七
か

月
を
も
っ
て
、
日
本
近
世
建
築
の
粋

と
も
い
え
る
豪
奢
に
し
て
荘
厳
･
華

麗
な
新
社
殿
を
大
造
営
し
、
今
日
あ

る
よ
う
な
日
光
東
照
宮
が
誕
生
し
ま

し
た
。
こ
れ
以
降
、
日
光
東
照
宮
は
、

徳
川
家
最
大
の
廟
所
と
し
て
、
将
軍

家
を
は
じ
め
大
名
、
公
家
さ
ら
に
は

庶
民
ま
で
多
く
が
参
詣
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。



こ
の
日
光
東
照
宮
へ
の
参
道
と
し

て
発
達
し
た
旧
日
光
街
道
、
旧
例
幣

便
街
道
、
旧
会
津
西
街
道
の
三
街
道

へ
の
本
格
的
な
杉
の
植
樹
は
、
徳
川

家
康
、
秀
忠
、
家
光
の
三
代
に
仕
え

た
松
平
正
綱
･
正
信
親
子
に
よ
っ
て
、

寛
永
二
年

(
一
六
二
五
年
)
頃
か
ら

慶
安
元
年

(
一
六
四
八
年
)
頃
ま
で

の
二
〇
余
年
の
歳
月
を
か
け
て
二
〇

万
本
余
が
植
え
ら
れ
、
日
光
東
照
宮

に
寄
進
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
日
光

杉
並
木
街
道
が
誕
生
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
杉
並
木
は
日
光
奉
行
の

管
理
下
に
置
か
れ
、
下
草
刈
り
や
苗

木
の
補
植
な
ど
の
保
護
策
が
と
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
明
治
維
新
後
一
時
国

有
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
再
び

日
光
東
照
宮
に
戻
さ
れ
、
補
植
な
ど

が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
第
二
次

大
戦
中
、
艦
船
用
材
と
し
て
全
伐
の

危
機
が
あ
り
ま
し
た
が
、
内
務
省
や

文
部
省
さ
ら
に
は
民
間
有
識
者
な
ど

の
反
対
に
よ
り
、
こ
れ
が
回
避
さ
れ
、

今
日
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
幾
代
に
も
亘
っ
て

多
く
の
人
々
の
努
力
に
よ
り
守
ら
れ

て
き
た
日
光
杉
並
木
で
す
が
、
近
年
、

通
過
車
両
の
増
大
に
伴
う
排
気
ガ

ス
･
振
動
等
の
影
響
や
、
杉
並
木
隣

接
地
の
開
発
が
及
ぼ
す
樹
根
へ
の
影

響
、
杉
自
体
の
老
化
に
よ
る
樹
幹
の

空
洞
化
･
腐
食
化
と
い
っ
た
様
々
な

問
題
に
直
面
し
て
お
り
、
昭
和
三
六

年
に
日
光
東
照
宮
に
よ
り
並
木
杉
の

台
帳
が
作
成
さ
れ
て
以
来
、
三
〇
年

余
の
間
に
三
、
0
0
0
本
を
超
え
る

並
木
杉
が
枯
損
等
に
よ
り
消
滅
し
、

現
在
は
一
万
三
、
0
0
0
本
余
を
残

す
の
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

ま
ま
並
木
杉
の
減
少
が
続
け
ば
、
近

い
将
来
に
は
、
杉
並
木
街
道
と
し
て

の
景
観
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が

予
想
さ
れ
、
極
め
て
憂
慮
さ
れ
る
状

況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

並
木
杉
の
枯
損
を
未
然
に
防
止
し
、

日
光
杉
並
木
街
道
の
素
晴
ら
し
い
景

観
を
後
世
の
人
々
に
伝
え
て
い
く
た

め
、
栃
木
県
で
は
、
昭
和
五
二
年
に

｢日
光
杉
並
木
街
道
保
存
管
理
計
画
｣

を
策
定
し
、
保
存
に
努
め
て
き
ま
し

た
が
、
毎
年
約
一
〇
〇
本
が
枯
れ
て

い
る
状
態
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
杉
並
木
保
護
の
一
層

の
強
化
を
図
る
た
め
、
文
化
庁
の
指

導
の
も
と
、
並
木
杉
の
所
有
者
で
あ

る
日
光
東
照
宮
、
地
元
の
日
光
市
･

今
市
市
、
街
道
の
管
理
者
で
あ
る
栃

木
県
な
ど
が
協
議
し
、
平
成
四
年
に

新
た
な

｢日
光
杉
並
木
街
道
保
存
管

理
計
画
｣
を
策
定
し
、
こ
の
計
画
に

基
づ
き
様
々
な
保
護
の
取
り
組
み
を

行

っ
て
い
ま
す
。

日
光
東
照
宮
で
は
、
枯
れ
な
ど
に

よ
り
止
む
を
得
ず
伐
採
し
た
杉
の
跡

に
新
た
な
若
杉
の
補
植
を
行
っ
て
い

る
ほ
か
、
今
後
本
格
的
な
杉
の
樹
勢

回
復
を
行
う
た
め
の
基
礎
資
料
と
な

る
杉
各
固
体
の
状
況
の
調
査
に
着
手

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

地
元
の
日
光
市
、
今
市
市
で
は
、

地
域
住
民
の
利
便
性
を
確
保
し
な
が

ら
街
道
の
通
過
車
両
を
抑
制
す
る
た

め
に
新
た
な
側
道
を
建
設
し
た
り
、

杉
並
木
に
多
く
の
人
が
親
し
め
る
よ

う
遊
歩
道
、
公
園
の
整
備
や
各
種
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

地
元
の
学
校
、
自
治
会
、
そ
の
他
の

杉
並
木
愛
護
団
体
に
よ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
育
成
や
支
援
な
ど

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　セ
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栃
木
県
で
も
、
特
別
史
跡
･
特
別

天
然
記
念
物
日
光
杉
並
木
街
道
の
管

理
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
日
光
東

照
宮
、
地
元
二
市
、
県
な
ど
で
構
成

す
る
。
｢日
光
杉
並
木
街
道
保
護
対

策
連
絡
協
議
会
｣
を
通
じ
て
関
係
機

関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
次
の

よ
う
な
保
護
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①

保
護
対
象
地
域

日
光
杉
並
木
街
道
の
総
延
長
三餓
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保全地域 纖
鰔 贓鯰

---〉
縦鱗

後背地(撥ね20m ) I並木敷 鮫
ノ

、衡ね鱗鍬
綴
、 纖
〈官
民
境

地有国官̂
民
境舞

日光杉並木街道保護対象地域概念図

平面図

□↑ん
急
い畿
躬

祭
薄
氷

七
如
の
う
ち
、並
木
杉
の
保
護
の

た
め
必
要
な
措
置
を
と
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
地
域
と
し
て
、指
定
地

域
と
保
全
地
域
を
定
め
て
い
ま
す
。

･
指
定
地
域

実
際
に
並
木
杉
が
生
育
し
て
い

る
並
木
敷

(文
化
財
の
指
定
地
)

と
、
そ
の
後
背
地
で
杉
を
保
護
す

る
た
め
に
後
か
ら
文
化
財
に
追
加

し
て
指
定
し
、
保
護
す
る
地
域
(追

加
指
定
地
)
で
す
。

保
全
地
域

普
通
、杉
の
樹
根
は
横
に
伸
び

て
お
り
、特
に
水
分
や
養
分
を
吸

収
す
る
毛
根
は
、
地
表
付
近
を
杉

の
高
さ
と
同
じ
く
ら
い
の
長
さ
で

伸
び
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ

の
た
め
、街
道
の
両
外
側
の
官
民

境
か
ら
概
ね
二
0
m
の
範
囲
を
杉

並
木
の
生
育
保
護
の
た
め
必
要
な

保
全
区
域
と
定
め
て
い
ま
す
。

②

並
木
敷
隣
接
地
の
公
有
化

樹
根
を
保
護
す
る
た
め
、
現
状

変
更
の
規
制
を
お
願
い
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
代

償
措
置
と
し
て
県
が
土
地
を
買
い

取
り
、
樹
根
が
損
な
わ
れ
る
の
を

未
然
に
防
止
し
て
い
ま
す
。

③

露
出
し
た
樹
根
の
保
護

道
路
と
並
木
敷
と
の
間
に
高
低

差
が
あ
り
道
路
の
幅
員
が
狭
い
地

域
を
対
象
に
、
並
木
敷
の
土
砂
が

流
出
し
樹
根
が
露
出
し
て
い
る
箇

所
へ
の
盛
土
、
崩
落
防
止
工
事
を

実
施
し
ま
し
た
。

④

バ
イ
パ
ス
道
路
の
建
設

日
光
杉
並
木
街
道
は
、
生
活
･

観
光
等
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

主
要
道
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お

り
年
々
交
通
量
も
増
加
し
て
い
る

た
め
、
排
気
ガ
ス
や
振
動
な
ど
に

よ
る
杉
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
バ
イ
パ
ス

道
路
の
建
設
を
推
進
し
て
お
り
、

将
来
的
に
は
、
側
道
等
を
整
備
し

て
車
両
を
排
除
で
き
る
よ
う
な
状
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況
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
、

日
光
街
道
の
一
部
や
会
津
西
街
道

に
お
い
て
は
、
ミ
ニ
バ
イ
パ
ス
や

側
道
を
整
備
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、

例
幣
便
街
道
の
車
両
減
少
を
図
る

た
め
、
現
在
例
幣
使
バ
イ
パ
ス
の

建
設
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

⑤

杉
並
木
鑑
賞
路
の
整
備
と
活
用

日
光
市
野
ロ
ー
今
市
市
瀬
川
の

側
道
を
整
備
し
た
区
間
に
つ
い
て
、

｢リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
･
マ
イ
ロ
ー
ド

事
業
｣
に
よ
り
、
鑑
賞
路
を
整
備

し
て
い
ま
す
。
こ
の

一
部
は
、
車

両
進
入
禁
止
区
域
と
な
っ
て
お
り
、

ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て
杉
並
木
を
鑑

賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

四

日
光
杉
並
木
街
道
保
存
の

定
め
の
新
定
な
取
り
組
み

こ
の
よ
う
に
、
日
光
杉
並
木
街
道

保
存
の
た
め
、
関
係
各
機
関
に
お
い

て
様
々
な
取
り
組
み
が
続
け
ら
れ
て

お
り
ま
す
が
杉
の
消
滅
を
く
い
止
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。

こ
の
た
め
、
一
層
の
保
護
対
策
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
栃
木
県
で
は
、
街

国道-21号

道
の
側
溝
に
流
出
ロ
を
設
け
る
こ
と

に
よ
り
杉
へ
の
水
の
供
給
を
図
る
試

み
に
着
手
し
た
ほ
か
、
民
間
か
ら
も

杉
並
木
保
護
を
求
め
る
動
き
が
起

こ
っ
て
い
ま
す
。

◎

杉
並
木
保
護
口
座
の
開
設

地
元
銀
行

(㈱
足
利
銀
行
)
に
お

い
て
、
本
年
四
月
に

｢日
光
杉
並
木

保
護
ロ
座
｣
が
開
設
さ
れ
杉
並
木
の

保
護
活
動
に
賛
同
い
た
だ
い
た
一
般

預
金
者
の
方
々
の
寄
附
金
を
取
り
ま

と
め
て
栃
木
県
に
寄
せ
て
い
た
だ
き
、

保
護
用
地
の
拡
大
や
杉
本
体
の
保
護
、

各
種
保
護
活
動
へ
の
支
援
な
ど
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
、
六
、
0
0

0
人
を
越
え
る
方
々
か
ら
多
く
の
浄

財
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

②

日
光
杉
並
木
保
護
基
金
の
創
設

栃
木
県
と
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
ら

民
間
の
方
々
の
杉
並
木
に
寄
せ
る
思

い
に
お
応
え
し
、
世
界
に
誇
る
杉
並

木
を
未
来
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、

杉
の
樹
根
を
保
護
し
杉
の
生
育
に
適

し
た
環
境
を
保
全
す
る
た
め
並
木
敷

隣
接
地
を
保
護
用
地
と
し
て
公
有
化

し
て
い
ま
す
が
、
日
光
杉
並
木
保
護

基
金
の
創
設
等
新
た
な
手
法
の
導
入

を
図
り
、
計
画
的
に
こ
の
事
業
を
推

進
す
る
と
と
も
に
飛
躍
的
に
拡
大
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③

法
人
等
民
間
の
活
用

さ
ら
に
、
杉
並
木
の
保
存
と
管
理

の
た
め
の
財
団
の
設
立
な
ど
に
よ
り
、

企
業
等
民
間
の
杉
並
木
保
護
に
対
す

る
支
援
を
積
極
的
に
取
り
込
み
、
官

民
一
体
と
な
っ
た
保
護
運
動
を
推
進

し
て
い
く
た
め
の
新
た
な
手
法
も
検

討
し
て
い
ま
す
。

五

お
わ
り
に

日
光
杉
並
木
街
道
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
様
々

な
保
護
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
さ
ら
に
、
日
光
杉
並
木
街
道
を

保
存
し
、
後
世
の
人
々
に
伝
え
て
い

く
に
は
、
地
元
の
人
々
の
生
活
や
街

道
を
利
用
す
る
方
々
の
利
便
と
調
整

を
図
り
な
が
ら
、
杉
の
生
育
に
適
し

た
環
境
を
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

今
後
一
層
の
保
護
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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は
じ
め
に

中
世
、
千
四
百
年
代
後
半
の
我
が

国
は
、
応
仁
の
乱
の
混
乱
に
続
く
戦

国
時
代
に
入

っ
て
い
る
。

こ
の
戦
国
の
世
か
ら
後
の
近
世
へ

と
歴
史
を
つ
な
ぐ
上
で
、
大
き
な
役

割
を
果
た
し
た
武
将
が
、
織
田
信
長
、

豊
臣
秀
吉
そ
し
て
徳
川
家
康
で
す
。

信
長
は
天
文
三
年

(
一
五
三
四
年
)

に
、
秀
吉
は
天
文
六
年

(
一
五
三
七

年
)
に
、
家
康
は
天
文
三

年

(
一

五
四
二
年
)
に
、
今
の
愛
知
県
に
生

ま
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
こ
の
地
を
舞
台

と
し
た
合
戦
等
を
経
て
、
天
下
統
一

へ
の
地
歩
を
固
め
て
い
き
ま
し
た
。

今
も
、
県
内
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
道

路
沿
い
に
、
こ
の
戦
い
の
跡
が
残
さ

れ
て
お
り
、
今
回
は
そ
の
中
で
も
、

お
け
は
ざ
ま

な
が
し
の

と
り
わ
け
有
名
な
桶
狭
間
、
長
篠

む
た
ら
が
ば
ら

な
が
く
て

(設
楽
原
)、小
牧
･
長
久
手
の
合
戦

3大合戦地

地
を
紹
介
し
ま
す
。

二

桶
狭
間
の
合
戦

･･････

永
禄
三
年

(
一
五
六
〇
年
)

駿
河
の
今
川
義
元
と
尾
張
の
織
田

信
長
と
の
桶
狭
間

(豊
明
市
)
に
お

け
る
戦
い
で
あ
る
。

千
五
百
年
代
中
頃
の
中
部
地
方
に

は
、
越
後
の
上
杉
謙
信
、
甲
斐
の
武

田
信
玄
、
駿
河
の
今
川
義
元
ら
の
戦

国
大
名
が
頭
角
を
現
し
、
い
づ
れ
も

都
に
上
り
、
天
下
を
治
め
よ
う
と
そ

の
機
会
を
う
か
が
っ
て
い
た
。

特
に
今
川
氏
は
、
も
と
も
と
足
利

氏
の
一
族
で
あ
り
、
地
理
的
に
も
有

利
な
条
件
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
相
模

の
北
条
氏
、
甲
斐
の
武
田
氏
と
三
國

同
盟
を
結
ぶ
な
ど
、
着
々
と
天
下
取

り
の
足
掛
か
り
を
整
え
、
永
禄
三
年

(
一
五
六
〇
年
)
五
月
三
一日
、
兵

二
万
五
千
を
率
い
て
上
洛
の
途
に
つ

い
た
。

上
洛
に
伴
う
第
一
の
障
害
は
、
隣

国
尾
張
の
織
田
氏
で
あ
っ
た
。
当
時

今
川
方
の
勢
力
は
、
駿
河
、
遠
江
、

三
河
そ
し
て
尾
張
の
一
部
で
あ
る
鳴

み海
域

(名
古
屋
市
緑
区
)
や
、
こ
の
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お
お
だ
か

南
西
に
位
置
す
る
大
高
城

(名
古
屋

市
緑
区
)
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

五
月
一
八
日
に
は
、
今
川
義
元
の

本
隊
は
、
鳴
海
城
か
ら
東
に
位
置
す

る
沓
掛
城

(豊
明
市
沓
掛
町
)
に
入

り
、
翌
一
九
日
に
は
、
桶
狭
間
を
経

て
大
高
を
経
由
し
鳴
海
に
入
ろ
う
と

し
て
い
た
。
た
だ
、
沓
掛
か
ら
鳴
海

へ
は
、
当
時
の
鎌
倉
街
道
を
通
れ
ば

一
直
線
で
あ
っ
た
の
に
、
何
故
わ
ざ

わ
ざ
遠
回
り
と
な
る
大
高
へ
の
道
を

と
っ
た
の
か
、
今
と
な

っ
て
は
解
ら

な
い
が
、
｢楽
観
し
て
い
た
か
、
織

田
軍
の
襲
撃
を
巧
み
に
避
け
よ
う
と

し
て
わ
ざ
と
道
を
変
更
し
た
｣
と
の

見
方
も
あ
る
。

一
九
日
早
朝
、
今
川
方
は
鳴
海
城

と
大
高
城
の
中
間
に
あ
る
織
田
方
の

ま
る
ね

わ
し
づ

丸
根
砦
と
鷲
津
砦
に
攻
撃
を
か
け
、

午
前
一
〇
時
頃
ま
で
に
こ
れ
ら
を
落

･
漁　
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と
し
、
義
元
の
本
隊
は
、
こ
の
報
告

で
ん
が
く
は
ざ
ま

を
得
な
が
ら
昼
頃
、
田
楽
狭
間

(桶

狭
間
地
区
の
一
部
)
に
達
し
休
憩
を

と

っ
て
い
た
。

一
方
、
清
洲
城
の
信
長
は
、
一
八

月
の
夜
半
過
ぎ
出
陣
の
命
を
出
し
、

単
騎
熱
田
神
宮
に
向
か
い
、
駆
け
出

し
た
。
神
宮
に
着
く
頃
に
は
、
よ
う

や
く
他
の
武
将
も
追
い
つ
い
て
い
る
。

こ
こ
で
戦
勝
祈
願
を
し
、
井
戸
田
、

古
鳴
海
、
相
原
へ
と
隊
を
進
め
て
い

た
時
、
沓
掛
方
面
か
ら
の
忍
び
の
報

告
で
、
今
川
本
隊
が
田
楽
狭
間
で
小

休
止
を
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。桶狭間付近要図 (｢日本の合戦｣ より)

豊
明
町

れぎ
･

も

げ

･
い

へ

‘
/
/

　
　
　

、窄
ま
籟
絶

束
海
道
本
線

蜘

織
田
軍
の
う
ち
、
二
千
が
こ
れ
よ

り
南
下
し
、
田
楽
狭
間
を
見
下
ろ
す

丘
陵
地

｢太
子
ケ
根
｣
に
登
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
昼
頃
俄
に
激
し
い
雨
と
な

り
、
今
川
方
の
兵
士
は
大
雨
を
避
け

あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
軒
下
や
木
陰
へ
と

散
ら
ば
っ
た
。
雨
が
少
し
納
ま
り
か

け
た
時
、
織
田
軍
は
眼
下
の
義
元
の

本
営
を
目
指
し
、
太
子
ケ
根
か
ら
駈

け
降
り
襲
い
か
か
っ
た
。
今
川
勢
は

義
元
を
囲
み
応
戦
し
た
が
、
次
第
に

斬
り
崩
さ
れ
、
つ
い
に
大
将
義
元
は

首
を
斬
り
落
と
さ
れ
、
合
戦
は
四
時

頃
に
終
わ
っ
た
。

こ
の
戦
い
に
よ
り
、
織
田
信
長
は

一
躍
注
目
を
集
め
る
こ
と
と
な
り
、

ま
た
、
松
平
元
廉

(後
の
徳
川
家
康
)

は
、
今
川
方
が
逃
げ
出
し
た
後
の
岡

崎
城
に
入
り
、
城
主
と
な
っ
た
。

田
楽
狭
間
は
豊
明
市
内
に
あ
り
、

現
在
の
国
道
一
号
に

｢桶
狭
間
古
戦

場
｣
の
案
内
標
識
が
立
て
ら
れ
て
い

る
所
を
少
し
南
に
入
っ
た
小
公
園
付

近
と
言
わ
れ
、
義
元
の
墓
を
始
め
、

今
川
軍
戦
死
者
を
埋
葬
し
た
戦
人
塚

な
ど
、
こ
の
戦
い
に
ま
つ
わ
る
史
跡

が
残
さ
れ
て
い
る
o

ま
た
、
信
長
が
熱
田
か
ら
田
楽
狭

間
へ
来
た
経
路
は
、
古
い
鎌
倉
街
道

沿
い
で
今
の
緑
区
地
内
の
県
道
諸
輪

名
古
屋
線
あ
た
り
と
思
わ
れ
る
。
太

子
ケ
根
は
緑
区
の

｢太
子
｣
か
、
隣

接
す
る

｢大
将
ケ
根
｣
付
近
と
も
言

わ
れ
、
既
に
宅
地
開
発
も
進
ん
で
い

る
こ
の
付
近
の
起
伏
し
た
地
形
に
当

時
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

三

長
篠
の
合
戦

･･････

天
正
三
年

(
一
五
七
五
年
)

桶
狭
間
の
合
戦
以
後
、
織
田
信
長

は
松
平
元
康

(徳
川
家
康
)
と
同
盟

し
、
一
五
六
七
年
に
は
稲
葉
城
へ
入

り
岐
阜
と
改
め
た
。
翌
一
五
六
八
年
、

足
利
義
昭
を
将
軍
職
に
奉
じ
上
洛
を

果
た
し
た
が
、
甲
斐
、
越
前
、
河
内
、

摂
津
な
ど
の
諸
大
名
や
本
願
寺
の
抵

抗
を
受
け
、
対
戦
と
和
睦
を
繰
り
返

し
て
い
た
。

天
正
元
年

(
一
五
七
三
年
)
甲
斐

の
武
田
信
玄
が
病
没
し
、
周
囲
の

国
々
と
の
均
衡
に
変
化
が
生
じ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

こ
の
年
、
徳
川
家
康
は
武
田
方
に

あ
っ
た
長
篠
城
を
攻
め
こ
れ
を
手
に

入
れ
、
武
田
方
か
ら
徳
川
方
に
つ
い

今川義元の墓 (豊明市)
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た
奥
平
貞
昌
を
こ
の
城
主
と
し
た
。

始
ま
り
、
続
い
て
三
キ
ロ
程
下
流
に

と
よ
が
わ

う
れ
が
わ

れ
ん
ご
が
わ

長
篠
城
は
豊
川
と
字
達
川
が
合
流
す

あ
る
連
吾
川

(ま
た
は
連
子
川
)
を

る
地
点
の
崖
の
上
に
あ
り
自
然
の
要

挟
ん
で
、、
東
側
の
武
田
軍
と
西
側

害
と
な

っ
て
い
る
。

の
織
田
･
徳
川
連
合
軍
が
対
戦
し
た

こ
の
合
戦
は
長
篠
城
主
奥
平
貞
昌

も
の
で
あ
る
。

か
つ
よ
り

(徳
川
方
)
と
武
田
勝
頬
の
長
篠
城

信
玄
の
後
を
継
い
だ
勝
頬
は
天
正

(南
設
楽
郡
鳳
来
町
)
の
攻
防
戦
に

三
年

(
一
五
七
五
年
)
四
月
、
一
万

馬
霧
涵
烈
1

ずは
が
き

ミ
ミ
ザ
′
‘‘ぷ

い
、
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五
千
の
大
軍
を
率
い
て
長
篠
城
へ
向

け
出
発
、
信
州
か
ら
遠
江
の
平
山

(静
岡
県
磐
田
郡
竜
山
村
)、三
河
古

田
(愛
知
県
南
設
楽
郡
鳳
来
町
吉
田
)

つ
く
で

を
通
り
宇
利
に
で
、
更
に
作
手
城

(愛
知
県
南
設
楽
郡
作
手
村
)
に
入

り
、
こ
こ
か
ら
長
篠
攻
め
に
向
か
っ

た
。勝

頬
は
医
王
寺
に
本
陣
を
置
き
豊

川
、
字
連
川
を
越
え
、
長
篠
城
を
包

囲
す
る
砦
を
造
り
、
連
日
総
攻
撃
を

か
け
た
。

守
る
長
篠
城
で
は
、
ま
だ
二
十
代

始
め
の
奥
平
貞
昌
が
僅
か
五
百
の
手

勢
で
抗
戦
し
て
い
た
。
五
月
一
三
日
、

武
田
方
は
食
糧
の
補
給
を
断
つ
作
戦

に
で
、
地
下
道
を
掘
り
食
糧
庫
に
侵

入
し
こ
れ
を
占
拠
す
る
と
と
も
に
、

ま
た
奥
平
勢
か
ら
徳
川
家
康
へ
の
援

軍
要
請
の
使
者
が
出
な
い
よ
う
、
警

戒
を
厳
重
に
し
て
い
た
。

奧
平
方
で
は
食
糧
も
数
日
分
と

な
っ
た
た
め
、
い
よ
い
よ
徳
川
家
康

に
援
軍
要
請
を
出
す
こ
と
と
し
、
鳥

す
ね
え
も
ん
か
つ
あ
き

居
強
右
衛
門
勝
商
が
こ
の
使
者
に
な

っ
た
。

勝
商
は
城
か
ら
川
に
降
り
水
中
の

監
視
綱
を
切
っ
て
、
川
下
の
広
瀬
付が

ん

近

(新
城
市
川
路
)
で
上
陸
し
、
雁

ぼ
う
や
ま

峯
山
で
狼
煙
を
上
げ
て
脱
出
成
功
を

城
兵
に
知
ら
せ
た
。

既
に
、
徳
川
家
康
か
ら
援
軍
の
依

頼
を
受
け
て
い
た
織
田
軍
三
万
は
、

一
四
日
に
岐
阜
か
ら
岡
崎
に
着
き
、

徳
川
軍
八
千
と
合
流
、
一
五
日
勝
商

の
報
告
を
聞
き
、
翌
一
六
日
岡
崎
を

発
ち
長
篠
へ
向
か
う
こ
と
に
し
た
。

勝
商
は
長
篠
城
へ
一
刻
も
早
く
こ

の
吉
報
を
伝
え
る
た
め
、
再
び
引
き

返
し
、
長
篠
城
へ
入
る
べ
く
機
会
を

伺
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
武
田
方
に
捕

ら
え
ら
れ
て
し
ま

っ
た
。

武
田
方
は
、
勝
商
に

｢援
軍
は
こ

な
い
｣
と
告
げ
れ
ば
厚
く
も
て
な
す

と
約
束
し
、
勝
商
は
こ
れ
に
承
諾
し

城
門
近
く
へ
連
行
さ
れ
た
。
し
か
し
、

勝
商
は

｢援
軍
が
岡
崎
を
出
発
し
、

間
も
な
く
助
け
に
来
る
ぞ
｣
と
大
声し

の

で
叫
ん
だ
た
め
、
怒
っ
た
勝
頬
に
篠

ぱ
の

場
野
で
礫
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。

一
八
日
織
田
･
徳
川
両
軍
は
、
長

篠
城
近
く
の
設
楽
原
に
到
着
、
連
吾

川
手
前
に
布
陣
し
、
前
線
に
空
濠
を

掘
り
土
手
を
築
き
、
更
に
木
柵
を
三

重
に
設
け
武
田
勢
の
騎
馬
隊
に
備
え

た
。信

長
は
こ
の
木
柵
の
内
側
に
鉄
砲

隊
三
千
を
三
列
に
配
し
、
第
一
列
か

ら
逐
次
連
続
的
に
発
砲
で
き
る
よ
う

体
制
を
整
え
た
。

二
一
日
早
朝
、
両
軍
の
小
競
り
合

い
を
機
に
、
武
田
軍
千
余
の
騎
馬
隊

が
一
斉
に
連
合
軍
に
突
撃
し
決
戦
が

始
ま

っ
た
。

し
か
し
、
騎
馬
隊
は
木
柵
に
阻
ま

れ
、
次
々
と
発
砲
さ
れ
る
鉄
砲
に
打

倒
さ
れ
て
精
鋭
を
誇
っ
た
騎
馬
隊
も

瞬
く
間
に
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
て
し

ま
っ
た
。
残
っ
た
武
田
軍
は
追
撃
を

か
わ
し
な
が
ら
本
国
へ
逃
れ
た
が
、

そ
の
数
は
三
千
程
だ
っ
た
と
言
わ
れ

て

い
る
。

こ
の
戦
い
か
ら
七
年
後
、
天
正
一

○
年

(
一
五
八
二
年
)
勝
順
は
織
田
、

徳
川
等
の
軍
勢
に
追
込
ま
れ
、
つ
い

に
自
害
し
武
田
軍
は
解
体
し
た
。

長
篠
の
合
戦
は
、
騎
馬
隊
の
弓
矢

に
よ
る
戦
法
が
新
兵
器
で
あ
る
鉄
砲

に
敗
け
た
戦
い
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

以
後
、
鉄
砲
に
よ
る
戦
い
が
主
と

な
っ
た
た
め
、
築
城
も
山
城
か
ら
平

山
城
形
式
と
な
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
戦
い
で
あ
る
。
こ
の
合
戦
後
、
信

長
は
天
下
制
覇
へ
一
段
と
進
む
こ
と

に
な

っ
た
。
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長
篠
城
跡
は
、
東
名
豊
川
イ
ン

タ
ー
か
ら
国
道
一
五
一
号
を
豊
川
に

沿
っ
て
上
流
へ
一
七
キ
ロ
程
行
っ
た

と
こ
ろ
で
、
東
三
河
の
平
地
が
次
第

に
狭
く
な
っ
た
山
間
に
あ
り
、
現
在

の
地
名
は
、
南
設
楽
郡
鳳
来
町
長
篠

で
、
近
く
に
J
R
飯
田
線
の
長
篠
駅

が
あ
る
。

昭
和
三
九
年
鳳
来
町
で
は
城
跡
に

｢長
篠
城
跡
史
跡
保
存
館
｣
を
建
て
、

ま
た
毎
年
五
月
に
は
こ
の
戦
い
を
偲

ん
で

｢長
篠
合
戦
の
ぼ
り
ま
つ
り
｣

を
行

っ
て
い
る
o

武
田
軍
が
本
陣
を
構
え
た
医
王
寺

に
は
、
周
囲
を
一
望
す
る
見
晴
台
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。

新
城
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
四
百
年

に
亘
り
、
戦
没
者
の
鎮
魂
慰
霊

(信



玄
原
の
火
お
ん
ど
り
)
が
続
け
ら
れ
、

最
近
で
は
史
跡
の
保
存
研
究
も
行
わ

れ
て
い
る
。

設
楽
原
の
合
戦
地
に
は
、
武
田
軍

の
騎
馬
隊
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
造

ら
れ
た
馬
防
冊
が
連
吾
川
沿
い
に
復

元
さ
れ
て
い
る
。

更
に
平
成
六
年
か
ら
は

｢設
楽
原

決
戦
場
整
備
事
業

(歴
史
の
見
え
る

ま
ち
づ
く
り
)｣
に
着
手
し
、
全
国

で
も
稀
な
火
縄
銃
の
展
示
を
主
体
に
、

一言
一三
もし

　
　　　

　　

　　　

二
言
rこ
こ

-…〆‐
--

当
時
の
合
戦
の
陣
容
及
び
激
戦
の
様

子
を
再
現
し
た
模
型
等
を
展
示
す
る

｢歴
史
資
料
館
｣
や
、
戦
場
に
残
る

史
跡
を
散
策
す
る
ル
ー
ト
の
整
備
な

ど
も
計
画
し
て
い
る
o

ま
た
、す
ぐ
近
く
に
第
二
束
名
自

動
車
道
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
設

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、比
較
的
当
時

の
地
形
を
残
し
て
い
る
こ
の
合
戦
地

の
魅
力
は
、更
に
多
く
の
人
々
の
訪

れ
を
促
す
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

四

小
牧

･

長
久
手
の
合
戦

:
････

天
正
一
二
年

(
一
五
八
四
年
)

こ
の
合
戦
は
、
羽
柴
秀
吉
と
北
畠

の
ぶ
か
つ

信
雄

(織
田
信
長
の
次
男
)
･
徳
川

家
康
連
合
軍
と
の
織
田
信
長
亡
き
後

の
政
権
争
い
の
戦
い
で
あ
る
。

天
正
一
○
年

(
一
五
八
二
年
)
織

田
信
長
が
本
能
寺
に
お
い
て
明
知日光

秀
の
急
襲
を
受
け
、
自
害
し
た
後
、

こ
の
光
秀
を
討
っ
た
羽
柴
秀
吉
は
、

天
正
一
一
年

(
一
五
八
三
年
)
に
越

か
つ
いえ

の
ぶ
た
か

前
北
ノ
庄
の
柴
田
勝
家
と
神
戸
信
孝

(信
長
の
三
男
)
を
自
害
に
追
込
ん

だ
。そ

の
後
、
信
雄
は
秀
吉
と
通
じ
て

い
る
と
見
た
都
下
を
殺
し
、
徳
川
家

康
と
共
に
反
秀
吉
勢
力
の
結
束
を

図
っ
た
。

こ
う
し
て
、
天
正
三

年

(
一
五

八
四
年
)
信
雄
･
家
康
連
合
軍
と
秀

吉
軍
は
、
決
定
的
対
立
を
迎
え
る
こ

と
と
な

っ
た
。

つね

三
月
、
家
康
は
秀
吉
方
の
池
田
恒

興
が
犬
山
城
を
落
と
し
た
こ
と
を
知

り
、
直
ち
に
一
万
五
千
の
兵
を
も
っ

て
小
牧
山
に
本
陣
を
置
い
た
。
秀
吉

も
三
万
の
大
軍
を
率
い
て
同
月
末
に

は
犬
山
城
に
入
っ
た
。

暫
く
膠
着
状
態
が
続
い
た
が
、
秀

吉
陣
営
で
は
、
こ
れ
を
打
開
す
る
た

め
に
家
康
の
本
拠
地
三
河
を
攻
撃
し
、

小
牧
山
と
の
連
絡
を
断
つ
こ
と
を
決

ひ
で
つぐ

し
、
四
月
七
日
午
前
に
、
三
好
秀
次

(秀
吉
の
甥
)
を
総
大
将
と
す
る
池
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田
恒
興

(大
垣
城
主
)
父
子
と
森

な
が
よ
し

長
可

(美
濃
兼
山
城
主
、
恒
興
の
女

ひ
で
ま
さ

婿
)、
堀
秀
政
の
四
隊
の
総
勢

一
万

六
千
が
順
次
出
発
し
た
。

こ
の
行
軍
は
、
楽
田

(犬
山
市
)

か
ら
大
草
、篠
木
、柏
井

(い
ず
れ
も

春
日
井
市
)
に
出
て
、
こ
れ
よ
り
三

方
向
に
分
か
れ
庄
内
川
を
渡
り
、
池

田
、
森
隊
は
中
志
段
味

(名
古
屋
市

守
山
区
)、
新
居

(尾
張
旭
市
)、
岩

作

(長
久
手
町
)
か
ら
岩
崎
城
付
近

(日
進
市
)
へ
、
堀
隊
は
、
少
し
下

流
で
渡
河
し
、
先
隊
の
後
に
続
い
た
。

三
好
隊
は
、
更
に
下
流
の
松
河
戸

付
近

(春
日
井
市
)
を
渡
り
、
大
森

(名
古
屋
市
守
山
区
)、
印
場

(尾
張

は
く
さ
ん
ば
や
し

旭
市
)
か
ら
白
山
林

(名
古
屋
市
守

山
区
、
尾
張
旭
市
の
境
付
近
)
に
九

日
早
朝
に
着
き
休
憩
を
と
っ
て
い
た
。

一
方
家
康
方
で
は
、逸
早
く
こ
の

状
況
を
察
知
し
時
を
移
さ
ず
八
日
追

お
ぱ
た

撃
隊
が
出
発
、夜
半
に
小
幡
城
(名
古

屋
市
守
山
区
)
に
入
り
、九
日
早
朝
か

ら
密
か
に
秀
吉
方
の
後
を
追
っ
た
。

池
田
、
森
隊
が
岩
崎
城
近
く
を
岡

崎
に
向
け
進
ん
で
い
る
時
、
岩
崎
城

(城
主
は
徳
川
方
)
か
ら
発
砲
さ
れ

た
た
め
こ
こ
で
合
戦
と
な
っ
た
が
、

午
前
六
時
頃
に
は
落
城
し
て
い
る
。

一
方
、
三
好
隊
は
白
山
林
で
朝
食

中
の
と
こ
ろ
を
徳
川
方
の
追
撃
隊
に

急
襲
さ
れ
、
体
勢
を
整
え
る
間
も
な

く
一
部
は
岩
作
方
面
に
逃
げ
、
ま
た

大
将
三
好
秀
次
は
数
人
の
部
下
と
共

に
命
か
ら
が
ら
犬
山
に
逃
げ
帰
っ
た
。

池
田
、
森
隊
の
後
に
い
た
堀
隊
は

三
好
隊
の
逃
走
者
か
ら
事
情
を
知
ら

さ
れ
、
池
田
、
森
隊
と
と
も
に
弓
き

返
し
て
仏
ケ
根
の
東
南
に
布
陣
、
仏

ケ
根
に
陣
を
敷
い
た
徳
川
方
と
対
戦

す
る
こ
と
と
な
り
、
池
田
父
子
と
森

長
可
が
討
ち
取
ら
れ
、
戦
い
は
午
前

九
時
頃
か
ら
三
時
間
程
の
間
に
徳
川

方
の
一
方
的
勝
利
で
終
っ
た
。

秀
吉
は
、
こ
の
敗
戦
の
報
を
受
け
、

直
ち
に
犬
山
か
ら
救
援
に
向
か
っ
た

が
、
家
康
が
小
幡
城
に
戻
っ
た
こ
と

を
知
り
、
翌
日
小
幡
城
を
攻
め
る
準

備
を
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
家
康

が
小
牧
山
に
帰
陣
し
た
こ
と
を
聞
き
、

秀
吉
も
一
〇
日
早
朝
に
犬
山
に
戻
っ

た
。

こ
れ
よ
り
五
ヶ
月
後
、
双
方
は
和

睦
し
て
い
る
。

長
久
手
地
内
の
県
道
瀬
戸
大
府
東

海
線
と
県
道
力
石
名
古
屋
線
の
交
差

点
北
西
の
角
に
、
古
戦
場
公
園
と
し

て
小
高
い
丘
が
残
さ
れ
、
こ
の
林
の

中
に
は
池
田
父
子
と
森
長
可
の
塚
が

あ
る
。
そ
の
近
く
に
仏
ヶ
根
と
い
う

池
が
あ
り
、
地
元
の
人
々
は
、
徳
川

軍
が
こ
の
池
で
血
に
染
ま
っ
た
槍
を

洗
っ
た
こ
と
か
ら

｢血
槍
池
｣
と
呼

ん
で
い
る
。

ま
た
公
園
の
一
角
に
あ
る
長
久
手

郷
土
資
料
室
で
は
、
戦
い
の
状
況
を

模
型
で
説
明
し
て
い
る
o

平
成
四
年
長
久
手
町
と
ベ
ル
ギ
ー

の
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
市
と
の
間
に
姉
妹

提
携
が
結
ば
れ
た
。

ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
市
は
、

一
九
世
紀

初
め
フ
ラ
ン
ス
皇
帝
と
な
っ
た
ナ
ポ

レ
オ
ン
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
と
戦

っ

た
末
、

一
八

一
五
年
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン

に
敗
れ
、
再
び
世
に
出
る
こ
と
が
な

か
っ
た
最
後
の
戦
い
の
場
と
し
て
有

名
な
所
で
、
古
戦
場
と
い
う
歴
史
的

ま
た
立
地
上
も
類
似
す
る
町
と
し
て
、

そ
の
史
跡
を
保
存
し
、
そ
の
意
義
や
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　長久手合戦要図 (｢日本の合戦｣ より)

重
要
性
を
後
世
に
伝
え
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
る
o

町
名
の

｢長
久
手
｣
は
、
｢長
く

伸
び
た
湿
原
｣
と
い
う
意
味
で
、

｢
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
｣
(尋
芝
R
ぢ
0
)

も

｢湿
っ
た
低
い
草
原
｣
と
い
う
お

互
い
に
共
通
す
る
語
源
を
も
っ
て
い

る
%

五

お
わ
り
に

本
県
は
、
東
西
圏
の
中
間
で
我
が

国
の
中
央
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
二

一
世
紀
に
向
け
、
第
二
束
名
･
名
神

自
動
車
道
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
、

中
部
新
国
際
空
港
な
ど
、
大
き
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
展
開
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
整
備
に
よ
り
、
｢交
通
｣

が
長
い
間
求
め
続
け
て
き
た
速
さ
と

い
う

｢時
間
的
価
値
｣
を
手
に
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
同
時
に

｢交

通
｣
は
人
々
が
住
み
活
動
す
る
空
間

長久手の合戦 (現在の地形図)
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泳ぎ
震
い

古戦場公園 (長久手町)

の

一
部
で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
必
要

な
価
値
も
合
わ
せ
持
た
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。亟

旦
か
さ
｣
と
か
、
｢
ゆ
と
り
｣

も
そ
の

一
つ
で
す
。

｢自
然
や
地
域
の
特
性
｣、
｢歴
史
｣

に
配
慮
す
る
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で

す
。

｢歴
史
に
学
べ
｣
と
か
、
｢人
知

は
す
べ
て
歴
史
に
あ
る
｣
な
ど
と
言

　　　
　

わ
れ
ま
す
が
、
合
戦
も
歴
史
を
総
う

え
で
貴
重
な
事
件
で
あ
る
。
｢な
ぜ

戦
い
に
な

っ
た
の
か
｣
、
｢ど
う
戦
わ

れ
た
の
か
｣、
｢戦
い
は
世
の
中
や

人
々
を
ど
う
変
え
た
の
か
｣
な
ど
検

証
す
れ
ば
、
様
々
な
こ
と
が
見
え
て

き
ま
す
。

県
内
に
は
、
古
戦
場
と
共
に
古
い

街
道
も
あ
り
、
東
海
道
、
飯
田
街
道
、

足
助
街
道
、
姫
街
道
な
ど
の
所
々
に

昔
の
面
影
を
留
め
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の

｢道
｣
を
考
え
る
た

め
に
も
、
時
に
は
こ
れ
ら
の
史
跡
を

訪
ね
、
遠
い
時
間
の
中
に
立
っ
て
見

て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

趣

道行セ 94.12 69



10
･
第

u
･
91415

月
･日

世
界
の

動

き

○
米
財
務
省
の
一
九
九
四
会
計
年
度

(昨
年
一
〇
月
-
今
年
九
月
)

の
財
政
収
支
報
告
に
よ
る
と
、
財
政
赤
字
は
二
、
0
三
四
億
ド
ル

と
な
っ
た
。
こ
れ
は
前
年
度
の
二
、
五
五
三
億
ド
ル
に
比
べ
て
二

○
･
三
%
の
大
幅
減
。
軍
事
費
な
ど
の
歳
出
削
減
と
増
税
が
効
果

を
上
げ
た
。

○
米
中
間
選
挙

(八
月
投
票
)
の
開
票
結
果
が
、
ほ
ぼ
出
そ
ろ
い
、

共
和
党
が
上
下
両
院
で
与
野
党
逆
転
の
勝
利
を
収
め
た
。
両
院
を

共
和
党
が
制
す
る
の
は
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
下
の
一
九
五
四

年
以
来
。

○
英
仏
海
峡
ト
ン
ネ
ル
を
利
用
す
る
高
速
列
車
ユ
ー
ロ
ス
タ
ー
が

営
業
運
転
を
開
始
。
一
八
両
編
成
で
一
等
が
六
両
。
パ
リ
ー
ロ
ン

ド
ン
間
を
三
時
間
六
分
で
結
ぶ
。

○
米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会

(F
R
B
)
は
、
公
定
歩
合
を
現
行

の
年
四
･
0
%
か
ら
四
･
七
五
%
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
決
め
、

即
ロ
実
施
し
た
。
公
定
歩
合
の
引
き
上
げ
は
、
今
年
三
回
目
で
、

イ
ン
フ
レ
へ
の
不
安
心
理
を
抑
え
、
日
欧
と
の
実
質
金
利
差
を
開

く
こ
と
で
、
ド
ル
安
に
歯
止
め
を
か
け
る
の
が
狙
い
。

○
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
会
議

(A
P
E
C
)
に
参
加
し
た
一

八
ヵ
国
･
地
域
の
首
脳
が

｢ボ
ゴ
ー
ル
宣
言
｣
を
採
択
、
域
内
の

貿
易
･
投
資
の
自
由
化
を
促
進
す
る
こ
と
に
し
た
。
自
由
化
達
成

の
目
標
年
限
は
先
進
国
が
二
〇
一
〇
年
、
途
上
国
が
二
〇
二
〇
年

で
、
具
体
策
は
、
一
九
九
五
年
に
大
阪
で
開
く
A
P
E
C
会
議
で

協
議
す
る
。

事

項

m
･
22

笏
11
･
1017

月
･日

国
内
の
動

き

○
コ
メ
市
場
の
部
分
開
放
に
伴
う
国
内
対
策
問
題
で
、
政
府
･
与

党
は
首
相
官
邸
で
首
脳
会
議
を
開
き
、
総
事
業
費
の
規
模
を
六
兆

一
〇
〇
億
円
と
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
実
施
期
間
は
来
年
度
か
ら

六
年
間
で
、
主
な
内
容
は
公
共
事
業
三
兆
五
、
五
〇
〇
億
円
、
新

規
就
農
対
策
二
〇
〇
億
円
、
中
山
間
地
域
の
農
業
支
援
策
一
、
三

三
○
億
円
な
ど
o

o
日
本
自
動
車
工
業
会
の
一
九
九
四
年
度
上
半
期

(四
-
九
月
)

の
国
内
自
動
車
生
産
台
数
に
よ
る
と
、
四
輪
車
は
前
年
同
期
比
七
･

二
%
減
の
五
一
一
万
六
、
四
九
二
台
。
半
期
ベ
ー
ス
で
は
九
一
年

度
上
期
以
来
、
七
期
連
続
で
前
年
割
れ
。
車
種
別
に
み
る
と
、
乗

用
車
の
九
･
七
%
減
に
対
し
ト
ラ
ッ
ク
は
○
･
二
%
増
で
、
九
〇

年
度
下
半
期
以
来
、
七
期
ぶ
り
に
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
。

○
一
九
七
六
年
九
月
の
集
中
豪
雨
で
長
良
川
が
決
壊
し
、
被
害
を

受
け
た
住
民
計
一
、
四
九
一
人
が
、
河
川
管
理
者
の
国
を
相
手
に

国
家
賠
償
を
求
め
た
二
つ
の
訴
訟
の
上
告
審
で
、
最
高
裁
第
一
小

法
廷
は
、
請
求
を
退
け
た
名
古
屋
高
裁
判
決
を
支
持
し
、
住
民
側

の
上
告
を
い
ず
れ
も
棄
却
し
た
。
判
決
は
国
の
責
任
を
狭
い
範
囲

で
と
ら
え
る
司
法
の
流
れ
を
改
め
て
示
し
た
。

○
国
土
審
議
会

(首
相
の
諮
問
機
関
)
が
首
相
官
邸
で
開
か
れ
、

現
行
の
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
を
改
定
し
、
一
九
九
六
年
度

末
ま
で
に
新
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

○
経
済
企
画
庁
が
｢平
成
バ
ブ
ル
不
況
｣
は
昨
年
一
〇
月
で
終
わ
っ

た
と
判
定
し
た
。
バ
ブ
ル
崩
壊
に
伴
う
不
況
で
、
期
間
は
九
一
年

五
月
か
ら
九
三
年
一
〇
月
ま
で
の
三
〇
ヵ
月
、
戦
後
二
番
目
の
長

期
不
況
と
な
っ
た
。

事

項

u
･
1

u
･
2

11
･
m

n
･
22

11
･
第

月
･日

道
路
行
政
の
動

き

○
建
設
省
と
道
路
関
係
四
公
団
が

｢
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
収

受
シ
ス
テ
ム
｣
の
共
同
研
究
研
究
所
者
の
公
募
を
開
始
。

○
首
都
高
速
道
路
四
号
新
宿
線

(上
り
)
新
宿
出
路
開
通
。
こ
れ

に
よ
り
中
央
道
･
高
井
戸
方
面
か
ら
新
宿
副
都
心
･
都
庁
方
面
へ

の
直
接
ア
ク
セ
ス
が
可
能
に
。

○
建
設
大
臣
が
道
路
審
議
会
に
対
し

｢今
後
の
有
料
道
路
制
度
の

あ
り
方
｣
を
諮
問
。

○
道
路
審
議
会
が
建
設
大
臣
に
対
し

｢21
世
紀
に
向
け
た
新
た
な

道
路
構
造
の
あ
り
方
-
新
時
代
の
"道

路
の
姿
“
を
も
と
め
て
-
｣

に
関
す
る
最
終
答
申
を
報
告
。

○
湯
沢
横
牛
道
路
十
文
字
-
横
手
六
･
八
畑
開
通
。

○
全
国
道
路
利
用
者
会
議
な
ど
四
団
体
は
東
京
ロ
比
谷
公
会
堂
に

お
い
て
道
路
整
備
促
進
全
国
決
起
大
会
を
開
催
。

事

項
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1月号の特集テーマは ｢新たな道路の空間機能｣ の予定です。
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セ ンタ ー

ア
メ
リ
カ
の
ダ
ラ
ス
･
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
空
港
は
、

規
模
に
お
い
て
今
も
世
界

一
か
ど
う
か
知
ら
な
い
。

が
三
〇
年
前
に
着
工
し
た
と
き
は
、
大
き
な
事
が
大

好
き
な
テ
キ
サ
ス
の
人
々
を
十
分
に
満
足
さ
せ
た
。

工
事
が
始
ま

っ
た
と
き
見
学
団
に
加
え
て
も
ら
い
、

ダ
ラ
ス
市
商
工
会
議
所
主
催
の
ウ
エ
ル
カ
ム
パ
ー

テ
ィ
ー
に
参
加
し
た
。
新
空
港
が
規
模
、
施
設
と
も

ア
メ
リ
カ
一
。
と
い
う
こ
と
は
同
時
に
世
界

一
で
あ

る
、
と
い
う
テ
キ
サ
ス
人
ら
し
い
自
慢
を
た
っ
ぷ
り

と
き
か
さ
れ
た
。
勿
論
通
訳
つ
き
の
話
で
あ
る
。
肥

沃
な
土
地
に
だ
ゞ
広
い
空
港
を
作
る
国
は
な
い
か
ら
、

こ
＼
で
も
荒
野
の
中
で
工
事
が
始
ま
っ
て
い
た
。
五

月
と
い
う
の
に
現
場
の
土
は
カ
ラ
/
＼
に
乾
き
、
ひ
ゞ

割
れ
て
い
た
。
土
の
か
た
ま
り
を
手
に
と
る
と
、
ポ

ロ
/
＼
と
指
の
間
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
た
。
そ
れ
で
も

乾
燥
に
強
い
雑
草
が
間
隔
を
置
い
て
生
え
て
い
た
か

ら
、
遠
く
か
ら
見
る
と
大
草
原
に
見
え
た
ゞ
ろ
う
。

西
部
劇
の
一
シ
ー
ン
を
思
い
出
し
た
。
ま
ば
ら
な
雑

草
以
外
何
も
な
い
平
原
に
立
つ
と
、
遥
か
彼
方
に
地

平
線
が
弧
を
な
し
て
見
え
た
。
日
本
に
は
大
平
原
は

な
い
が
、
大
海
原
な
ら
手
近
に
あ
る
。
太
平
洋
を
望

む
断
崖
に
立
つ
と
海
の
向
う
の
水
平
線
が
弧
を
画
き
、

｢地
球
が
丸
い
｣
こ
と
を
教
え
て
い
る
。

最
近
、弧
状
に
見
え
る
地
平
線
や
水
平
線
は
本
当

に
地
球
の
丸
さ
を
表
し
て
い
る
の
か
、
ふ
と
考
え
た
。

大
き
な
地
球
の
丸
さ
を
、僅
か
二
メ
ー
ト
ル
た
ら
ず

の
人
間
が
視
認
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と
言
う
疑
問
で

あ
る
。私
達
は
子
供
の
頃
か
ら
地
図
や
地
球
儀
、映
像

に
よ
っ
て
、
地
球
が
丸
い
こ
と
を
教
え
込
ま
れ
て
来

た
。そ
れ
が
地
平
線
や
水
平
線
の
よ
う
な
限
り
な
い

も
の
に
直
面
し
た
と
き
、
鑑
笠
息
識
の
う
ち
に
中
高
の

球
面
に
み
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
人
の
瞳

と
い
う
極
小
レ
ン
ズ
の
收
差
が
巨
大
な
横
長
の
も
の

を
と
ら
え
る
と
き
、視
界
の
両
端
を
低
く
お
さ
え
て

網
膜
に
伝
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。簡
単
に
言

え
ば
そ
れ
は
錯
覚
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

何
で
こ
ん
な
こ
と
を
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
た
か
ハ
＼
五
千
年
の
文
明
の
中
で
、
地
球
が

丸
い
こ
と
を
知
ら
ず
に
過
し
て
来
た
時
間
の
方
が
、

は
る
か
に
長
い
。
人
間
の
眼
の
構
造
は
五
千
年
や
一

万
年
の
間
に
変
る
も
の
で
は
な
い
。
と
す
れ
ば
地
平

線
を
見
た
古
代
の
人
達
は
、
な
ぜ
地
球
は
丸
い
と
言

わ
な
か
っ
た
の
か
。
答
え
は
簡
単
で
あ
る
。
そ
ん
な

こ
と
は
人
々
の
生
活
に
関
係
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
点
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
の
天
動
説
や
地
動
説
の
認

識
も
、
似
た
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

今
日
で
も
ロ
ー
マ
法
王
庁
は
、
地
動
説
を
認
め
た

はる

が
ら
な
い
と
い
う
。
天
国
と
い
う
の
は
地
上
の
遥
か

上
の
方
に
あ
る
。
そ
の
天
国
の
更
に
上
の
方
を
飛
ん

だ
宇
宙
飛
行
士
は
、
地
球
を
見
て
逆
に
神
性
を
感
じ

た
と
い
う
。
神
の
国
は
足
元
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

仏
教
の
彼
岸
と
此
岸
は
こ
ち
ら
と
あ
ち
ら
の
相
対
だ

か
ら
、
あ
ち
ら
を
ど
こ
に
置
い
た
ら
よ
い
の
か
。
東

洋
の
伝
統
的
な
考
え
と
し
て
霊
は
天
高
く
昇
ら
ず
、

か

天
地
水
火
風
雷
山
沢
の
八
卦
の
そ
れ
ハ
＼
に
宿
り
、

折
に
ふ
れ
て
現
世
の
人
と
交
流
す
る
と
い
う
。
結
局

の
と
こ
ろ
易
の
八
卦
と
は
、
地
球
上
の
自
然
の
こ
と

な
の
で
あ
る
o

ア
ポ
ロ
一
五
号
が
も
た
ら
し
た
月
面
の
荒
涼
と
し

た
写
真
に
比
べ
、
寒
天
に
仰
ぐ
お
月
様
は
、
何
と
神

秘
に
満
ち
た
お
姿
を
し
て
お
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

科
学
に
よ
っ
て
神
秘
が
次
か
ら
次
へ
と
は
が
さ
れ
て
、

玉
ね
ぎ
の
皮
を
む
く
よ
う
に
限
り
が
な
い
。
だ
が
最

後
に
残
っ
た
玉
ね
ぎ
の
核
は
、
小
さ
い
な
が
ら
も
む

か
れ
る
前
と
同
じ
形
を
し
て
い
る
。
こ
＼
か
ら
先
は

神
の
領
域
だ
と
思
っ
た
方
が
、
科
学
者
も
気
楽
に
な

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

(経
)
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